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メモ、を意、普告 

^ メモ： コンピュータを巧いやすくするための重要な情報を説明しています。 

〇 を意： /、ードウエアの損傷やデータの損失の可能性を 示し、 その危険を回避するための方法を説明していまず。 

么 警告： 巧的損害、けが、まもは巧亡の巧因となる可お性があることを示しています。 

略語について 

略語の詳しい説明は、 「丑語重」 を参照して〈ださい。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入された場合、この文書の Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムについての説明は適巧されません。 
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コンピュータについて 

Dell Precision ™ Workstation 490ューザーズガイド 

♦ コンピュータの正面（タワー型) 

• コンピュータの背面（タワー型) 

♦ 背面パネルコネクタ 
♦ コンピュータの正面（デスクトッブ型) 

♦ コンピュータの背面（デスクトッブ型） 

• 體 

♦ システム 韋 巧のコンポーネント 


コンピュータの正面（タワー型） 



1 

5.25 インチドラ 
イブベイ（上） 

CD/DVD ドライブを格納します。 

2 

5.25 インチドラ 
イブベイ（下） 

このベイはオプションの CD/DVD ドライブ用に使巧できます。 

3 

FlexBay 

このベイはオプションの3台目のハードドライブ (SATA または SAS)、 フロッピードライブ、 
またはメディアカードリーダー巧に使巧できます。 

4 

ハードドライブ動 
巧ライト 

/、ードドライブライトは、コンピュータが/、ードドライブからデータを読み書きしてし、る際に点灯 
します。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイスが動作しているときにも点灯します。 

5 

IEEE 1394コ 
ネクタ(ホブシヨ 
ン） 

オブションの IEEE 1394コネクタは、デジタルビデホカメラや外部ストレージデバイスなど 
の高まデータデバイスに使巧します。 

6 

USB 2.0 コネク 
夕 (2) 

フラッシュメモリキー、カメラ、起動可能な USB デバイスなど、時々接統するデバイスには、 
正面の USB コネクタを巧用します (USB デバイスの起動の詳細じついては、 「セットアップ 
ユーティ1 斤ィ 1ホをおしてけ r’ み、）。 



プリンタやキーボードなど通常接統したままのデバイスには、背面の USB コネクタを巧巧す 
ることをお智めします。 

7 

Del|TM 回おバツ 
チ 

タワー型をデスクトップ型に乾換するために Dell バッジを回転させるには、正面パネルを取 
りかして （r 正面パネルの巧りがし1 を参照）実巧し.バッジの妄柳じあるプラス 于ッ ク敦のハン 
ドルを回します。 

8 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータに電源を入れます。 



を意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを使ってコンピュータの電源を切らないでくださ 
し、。電源ボタンを巧さずに、オペレーティングシステムのシャットダウンを実行してください。 



メモ： 電源ボタンを巧して、コンピュータを省電力が態から復帰させたり、省電力状態にする 
こともできます。詳細じついては、 「電力の管理」 を参照してください。 

9 

電源ライト 

電源ライトは、点滅と点灯とで勇なる巧態を示します。 



0点灯しないーコンピュータの電ミ原が切れている力、、休止状態モードになっ 
ています。 









































0緑をの点なーコンピユータは、通常の動作状態です。 

〇緑をの点滅ーコンピュータは、省電力状態です。 

〇まちの点滅または点打 一 「電源の問頭 1ををおしてください。 

省電力状態から復帰するには、電源ボタンを押すか、デバイスマネージャウィンドウで復帰デ 
バイスカ 《 設定されている場合は、キーボードかマウスを使います。休止状態および省電力状 
能からの巧搞の詳細じついては. 「雷力の管巧1 ホ参照してください~ 

コンピユータのトラブルシユーティンヴ(こ巧サつライトコードの説明は. 「誇 断ぅイト 1东を剧，て 
ください。 

10 

ヘッドフホンつ木 
クタ 

ヘッドフォンコネクタを使用してヘッドフホンを接続します。 

11 

マイクコネクタ 

マイクコネクタにパーソナルコンピユータ用マイクを接続し、音声や音楽をサウンドまたはテレ 
フホニーブログラムに入力します。 

12 

ネットワークリン 
クライト 

10 MbDS 、 100 Mbps 、 または1000 Mbos (または1 Gbps ) のネットワークとコンピユー 
夕が正し<猫黄されていれば、 ネット ワークリンクライトが点'なします。 

13 

該断ライト (4) 

診断ライトは、診がコードを基にコンピユータの問題を解決するの1こ役立ちます。詳細につい 
ては、 「診断ぅイト」 を参照してください。 


コンピュータの背面（タワー型) 



1 

電源コ 
ネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

2 

力ード 

スロット 

装着する PC し PCI - X または PCI Express 力ードのコネクタを差し込みます。 



メモ： 中央の4個のスロットはフルレングスカードをサポートし （ PCI - X スロット XI 、 PCI Express x 8 
スロット X 1( x 4 配線 ）、 PCI Express xl 6 スロット xl 、 PCI スロット x 1)、 上部と下卽のスロットはハ 
-フレングスカードをサポートします （ PCI - X スロット XI 、 PCI Express x 8 スロット xl ( x 4 配線））。 

3 

背面パ 
ネルコ 
ネクタ 

シリアル. USB . および子の佈のデバイスのプラグをがなするコネクタじちしみみます （「背面パネルコ 
ネクタ」 を参照）。 


背面パネルコネクタ 



II 11パフレルコ r プリンタなどの"ラレルデバイスを"ラレルコネクタに接結します。 USB プリンタをも—®いの場合. 







































ネクタ 

USB コネクタに差し込みます。 

メモ： 同じアドレスに設定されたパラレルコネクタを持つ力ードをコンピュータが検出した場合、内蔵 
パラレルコネクタは e 動めじ無なじなります。詳細については. 「セットアップユーティリティオブシ 
，立」 を参照して〈ださい。 

2 

ライン出力 
ヘッドフホン 
コネクタ 

緑色のライン出カコネクタにヘッドフォンやほとんどのアンプ内蔵型スピーカーを巧結します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合は、力ードのコネクタを使巧しまず。 

3 

PS /2 マウ 
スコネクタ 

標準型の PS /2 マウスをおほいの場合は、緑をのマウスコネクタに差し込みます。コンピュータお 
よび取り付けられているすべてのデバイスの電源を切ってから、マウスをコンピュータに接続しま 
す。 USB マウスをお使いの場合は、 USB コネクタじ差し込みます。 

お使いのコンピュータで Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムを実行している 
場合、必要なマウスドライバはハードドライブにインストール巧みです。 

4 

リンクな全 
ライト 

1 緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1 稳色一100 Mbps ネットワークとコンピュータが正し <巧統されていることを示します。 

1 黄色一1000 MbpsCl Gbps ) のネットワークとコンピュータが正し<接続されていること 
去示しまず。 

1 ホフーネットワークとの物理めな接続が埃巧されていません。 

5 

ネットワー 
クアダプタ 
コネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスに接統するじは、ネットワークケーブルの一方 
の端をネットワークジャックやブロードバンドデバイスに接統します。ネットワークケーブルのもう一 
方の端をコンピュータのネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッという音がすれば、ネッ 
トワークケーブルはしっかり接続されています。 

メモ： ネットワークコネクタにモデムケーブルを接続しないでください。 

追加のネットワークコネクタカードが搭載されたコンピュータで、イントラネットとエクストラネットを 
別々にするなど、複数のネットワーク接続を設定する場合は、力ードのコネクタとコンピュータ背面 
のコネクタを使用します。 

ネットワークには、カテゴリ5の配線とコネクタを使用することをお割めしまず。カテゴリ3の配線 
を使用する必要力 《 ある場合、信頼性のあるホペレーシヨンを保証するために、ネットワーク速度を 

10 Mbps に設定してください。 

6 

ネットワー 
ク動作ライ 
卜 

黄をのライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している際に点滅します。 

ネットワークトラフィックが多い場合、このライトが r 点巧」のが態に見えることがあります。 

7 

USB 2.0 
コネクタ （5) 

フラッシュメモリキー、カメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接続ずるデバイスに 
は、正面 USB コネクタを使用することをお勤めします。 

プリンタやキーボードなど、通常接続したままのデバイスじは背面 USB コネクタをほ用します。 

8 

PS /2 キー 
ボードコネ 
クタ 

標準の PS /2 キーボードをお使いの場合、紫色のキーボードコネクタにキーボードケーブルを差し 
込みます。 USB キーボードをお使いの場合は、 USB コネクタじ差し込みます。 

9 

ライン入力 
コネクタ 

青色のライン入カコネクタにカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または VCR (ビデホカセットレコ 
ーダー)などの録音/巧生デバイスを接統します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合は、力ードのコネクタを使巧します。 

10 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに巧統します。必要に応じて、この 
ポートのアドレスは セットアッブユーティリティ でを更できます。 

11 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接続します。必雲に応じて、この 
ポートのアドレスは セットアップユーティリティ で変更できます。 



1 

5.25 インチドラ 
イブベイ(上） 

CD / DVD ドライブを格械します。 

2 

5.25 インチドラ 
イブベイ（下） 

このベイはオプションの CD / DVD ドライブまたは SATA "―ドドライブ用に使用できます。 

3 

FlexBay 

このベイはフロッピードライブまたはメディアカードリーダー用に巧用できます。 






































4 

IEEE 1394コ 
ネクタ(オブシヨ 
ン） 

オブシヨンの IEEE 1394コネクタは、デジタルビデホカメラやか部ストレージデバイスなど 
の高速データデバイスに使用します。 

5 

USB 2.0 コネク 
夕 (2) 

フラッシュメモリキー、カメラ、起動可能な USB デバイスなど、時々接統するデバイスじは、 
正面の USB コネクタを巧用します ( USB デバイスの起動の詳細じついては、 「セットアップ 
ユーティリティ 1ホ参照してくださし、）。 

プリンタやキーボードなど通常接統したままのデバイスには、背面の USB コネクタを使用す 
ることをお勤めしまず。 

6 

ハードドライブ動 
巧ライト 

/\-ドドライブライトは、コンピュータがドドライブからデータを読み書きしてし巧際に点灯 
します。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイスが動作しているときにも点灯します。 

7 

Del | TM 回転バッ 
チ 

タワー型をデスクトップ型に乾換するために Dell バッジを回転させるには、正面パネルを取 
リタんて （「正面パネルの取り外し1 をを照）罢返し、バッジの裏柳にあるプラスチック聲のハン 
ドルを回します。 

8 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータに電源を入れます。 

注意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを使ってコンピュータの電源を切らないで〈ださ 
し、。電ミ原ボタンを押さずに、オペレーティングシステムのシャットダウンを実行してください。 

メモ： 電源ボタンを巧して、コンピュータを省電力が態から復帰させたり、省電力状態にする 
こともできます。詳細じついては、 「雷力の管 巧」 を参照してください。 

9 

電源ライト 

電源ライトは、点滅と点灯とで異なる巧態を示します。 

〇点'灯しないーコンピュータの電源が切れています。 

〇緑をの点なーコンピュータは、通常の動作状態です。 

0緑をの点;威ーコンピュータは、省電力状態です。 

0まちの点;该または点灯 一 「電源の巧頭 1を参照してください。 

省電力状態から復帰するには、電源ボタンを巧すか、デバイスマネージャウィンドウで復帰デ 
バイスカ《設定されている場合は、キーボードかマウスを使います。休止状態および省電力状 
能からの復橘の詳細じついては. 「雷力の管巧1 ホ参おしてください。 

コンピユータのトラブルシューティンヴに巧々つライトコードの説明は. 「誇おうイト 1ホを照して 
ください。 

10 

ヘッドフホンつ木 
クタ 

ヘッドフォンコネクタを使用してヘッドフォンを接続します。 

11 

マイクコネクタ 

マイクコネクタにパーソナルコンピュータ用マイクを接続し、音声や音楽をサウンドまたはテレ 
フホニーブログラムに入力します。 

12 

ネットワークリン 
クライト 

10 Mbos 、 100 Mbps 、 または1000 Mbos (または1 Gbps ) のネットワークとコンピユー 
夕が正しく}妾続されていれば、 ネッ トワークリンクライトが点'灯します。 

13 

彭断ライト (4) 

診がライトは、該巧コードを基にコンピュータの問題を解まするのに役立ちます。詳細につい 
ては、 「診断ライト」 を参照して〈ださし、。 


コンピュータの背面（デスクトップ型) 



1 

背面パ 
ネルコ 

シリアル. USB . およて f その化のデバイスのプラグをが広するコネクタじをしみみます （「普巧パネルコ 
ネクタ」 を参照）。 


ネクタ 

2 

力ード 

スロッ 

h 

装着する PC し PCI - X または PCI Express 力ードのコネクタを差し込みます。 



メモ： 一番左測のスロットとち測の2個のスロットは、ハーフレンヴスの力ードをサポートします （PCI 
Express x 8 スロット xl ( x 4 配線）および PCI - X スロット x 2)。 中央の3個のスロットはフルレング 
スの力ードをサポートします （PCI Express xl 6 スロット XI、 PCI Express x 8 スロット x 1( x 4 配 
線)および PCI スロット XI )。 

3 

電源コ 
ネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 







































内部 


1 



1 

電源装置 

2 

回西ま M - ドドライブベイ 

3 

FlexBay 

4 

5.25 インチドライブベイ（下） 

5 

5.25 インチドライブベイ（上） 


コンピュータの内部-ハードドライブベイを外側に回転させた状態 



1 

電源装置 

2 

システム基板 

3 

メモリフアン 

4 

前面ファン 

5 

カードフアン 


システム基板のコンポーネント 































































1 

プライマリブロセッサコネクタ 

( CPU _0) 

15 

FlexBay コネクタ （ USB ) 

2 

セカンドプロセッサコネクタ （ CPU _1) 

16 

SATA コネクタ （SATA 2 、 SATA 1、 

SATA 0) — 

3 

前面フアンコネクタ （FAN FRONT ) 

17 

フロッピードライブ （ DSKT ) 

4 

力ードケージフアン （FAN CCAG ) 

18 

正面パネルコネクタ （ FRONTPANEL ) 

5 

内蔵スピーカーコネクタ （ IN ■し SPKR ) 

19 

PCI-X 力ードスロット ( SL 0 T 6_ PCIX ) 

6 

電源コネクタ （ POWER 2) 

20 

PCI-X 力ードスロット ( SL 0 T 5_ PCIX ) 

7 

IDE ドライブコネクタ （ IDE ) 

21 

シャーシイントルージョンヘッダー 
( INTRUDER ) 

8 

スタンバイ電源ライト (AUX PWR ) 

22 

PCI 力ードスロット ( SLOT 4_ PCI ) 

9 

パスワードジャンパ （ PSWD ) 

23 

PCI Express x 8 力ードスロット、 x 4 配線 
( SLOT 3_ PCIE ) 

10 

補助のハードドライブ LED コネクタ 
( AUX _ LED ) 

24 

PCI Express xl 6 力ードスロット 
( SLOT 2_ PCIE ) 

11 

RTC リセットジャンパ （ RTCRST ) 

25 

PCI Express x 8 力ードスロット、 x 4 配線 
( SLOT し PCI E ) 

12 

/ くツテリーソケット （ BATTERY ) 

26 

メモリモジュールコネクタ （ DIMM _ 1-8) 

13 

主電源コネクタ （ POWER 1) 

27 

メモリファンコネクタ （FAN MEM ) 

14 

SATA コオ、クタ ( SATA _4、 SATA —3) 




ケーブルのを 


デバイス 

を 

SATA ハードドライブ 

青色のケーブル 

フロッピードライブ 

黒色のプルタブ 

CD / DVD ドライブ 

梧色のプルタブ 

正面パネル 

黄色のプルタブ 
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アドバンス機能 

Dell Precision ™ Workstation 490ューザーズガイド 


♦ LeqacvSelect テクノロジコントロール 

♦ 皆理愧お 
• セキュリティ機能 
♦ パスワー円こよるな 譲 
♦ セットアップユーティリティ 
♦ ま己動メニュー 


♦ 忘れたパスワードの取り消し 

♦ CMOS 設定の巧り消し 
♦ 雲力の宮理 

♦ ハイパースレッディングテクノロジとデュアルコアテクノロジ 

♦ RAID 璋ぶじついて 


LegacySelect テクノ □ ジコント□—■/レ 

LegacySelect テクノロジコントロールは、共通プラットフ ホー ム、ハードドライブイメージ、およびヘルプデスク手続きを基本としたレガシーフル、レガシー限定、またはレガシーフリーソリューシヨンを提 
供します。管理者は、セットアップューティリティ 、 Dell OpenManageTM IT Assistant 、 または〇61广"カスタムファクトリー統合を介してコントロールを利巧できます。 

LeaacySelect を使うことによって.管理者はシリアル/ USB コネクタ、パラレルコネクタ、フロッピードライ义 PS /2 マウスなどのコネクタおよびメディアデバイスを電子的にま動化またはおま動化ず 
ることができます。非ま動化されたコネクタおよびメディアデバイスによって、リソースが使用可能じなります。変更をち細こするには、コンピュータを再起動する必要があります。 


管理機能 


ASF (Alert Standard Format) 


ASF (Alert Standard Format ) は、「プリオペレーティングシステム」または「オペレーティングシステム不在」蓄告テクノロジを指定する DMTF 管理標準です。オペレーティングシステムがスリープ 
が態にあるとき、またはコンピュータの電源を切るときに、セキュリティの問題および障害が発ましている可能性があるとしづ晝吿を発するように設定されてし巧ず。 ASF は、レユ前のオペレーティングシス 
テムの不を費告テクノロジに優先するよう設計されてしなす。 


お使いのコンピュータは、次の ASF 警告をサポートします。 


警告 

说巧 

Chassis : Chassis Intrusion - Physical Security Violation/ Chassis Intrusion - Physical 
Security Violation Event Cleared 

コンピュータシャーシが開けられました。またはシャーシイントルージョン 
晝告が消去されました。 

Boot: Failure to Boot to BIOS 

BIOS は、開始時に口ードを完了できませんでした。 

Password: System Password Violation 

システムのパスワードがお巧です（無巧なパスワードが3回入力される 
と警告が生成されます)。 

CPU: CPU DOA Alert/CPU DOA Alert Cleared 

ブロセツサが機能していません。 

Heartbeats: Entity Presence 

システムが存在していることを確認するために、ハートビートカ《定期的に 
送信されています。 

Temperature : Generic Critical Temperature Problem 

コンピュータの温度が限界を超えています。 

Voltage : Generic Critical Voltage Problem 

内蔵電圧レギュレータからの電圧が限界を超えてし、ます。 

Power Supply: Critical Power Suoply Problem 

コンピュータの電源電圧が限界を超えてし巧す。 

Cooling Device : Generic Critical Fan Failure 

ファンの速度 ( rpm ) が限界を超えてし、ます。 

Connectivity : Ethernet Connectivity Enabled/ 

Ethernet Connectivity Disabled 

Ethernet の接続がち効です。または、 Ethernet の接続が無巧で 
す。 


Dell の ASF 導入の詳細については、デルサポートサイト siipport.jp.dell.com で入手できる 『 ASF ユーザーズガイト 1および 『 ASF 管理者ガイド J を参照してください。 


Dell OpenManageTM IT Assistant 

IT Assistant it . 企業のネットワーク上のコンピュータやその他のデバイスを設定、管理、監視します 。 IT Assistant \ t . 業界標準の管理ソフトウェアを装棉したコンピュータの資産、設定、イベント 
(晝吿）、セキュリティを管理しまず。また、 SNMP 、 DMI 、および Cl M の業界標準に準拠する計装をサポートします。 


DMI と CIM を基本にした Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアは、お使いのコンピュータで使用できます 。 IT Assis ね nt の情報は、デルサボートサイト 
support.jp.dell.com で入手できる 『Dell OpenManage IT Assistant ユーザーズガイド』を参照してください。 


Dell OpenManage Client /クライアント用ソフトウェア 


Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアは 、 IT Assis ね nt などのリモート管理プログラムカ<、レ: TF を実行することを可能じするソフトウェアです。 




























I お使いのコンピュータについての情報へのアクセス(搭載されているプロセッサの数や実巧されているオペレーティングシステムの種穎など） 


I コンピュータのステータスの監視(温度プローブからの熱警告やストレージデバイスからのハードドライブ垣害蓄告を受信することなど) 
I おほいのコンピュータのステータスの変更 （ BIOS のアップデートまたはリモートでのシャットダウンなど） 


管理システムは 、 IT Assistant を使ったネットワーク上で Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）がセットアップされているコンピュータです 。 Dell 
OpenManagDell OpenManage Client I nstrumentation (クライアント用ソフトウェア）については、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 、 『Dell OpenManage 
Client / クライアント用ソフトウェアユーザーズガイド』を参照してください。 


セキュリティ 


シャーシイントルージョン検出 

^ メモ： 管理者パスワードがち効な場合、管理をパスワードがわからないと Chassis In か usion (シャーンイントルージョン）の設定をリセットできません。 

この機能がインストールされ、有細こ設定されている場合、シャーシが開けられたことをお出し、ユーザーじ警告します。 Chassis I ntrusion (シャーシイントルージョン)設定を変更するには、巧の手 
順を実行します。 

1. セットアッブユーティリティを起動しまず。 「 セットアップユーティリティ I をを睛して〈ださい。 

2. 下矢印キーを巧して、 Security (セキュリティ)オブションへ移動します。 

3. < Enter > を巧してメニューにアクセスします。 

4. 下矢印キーを巧して Chassis In か usion (シャーシイントルージョソを選がします。 

5. ち右の矢印キーを押してオプション設定を選巧します。 
t セットアッブユーティリティを終了します。 

オプション設定 

I On - コン ピュータカバーが開けられると、設定が Detected (検出巧み）にをわり、次回の コン ピュータ起動時の起動ルーチン中に巧の警告メッセージが表示されます。 

Alert! Cover was previously removed. 

I On-Silent (デフホルト）ーコンピュータカバーが開けられると.設定が Detected (検出巧み） I こをわります。次回のコンピュータ起動時の起動順を中に警告メッセージは表示されません。 
I Off - イントルージョン監視は巧われず、メッセージも表示されません。 

Detected (検出巧み)設定をリセットするじは、次の手順を実行します。 

1. セットアップユーティリティを起動しまず。 「 セットアップユーティリティ I をを睛して〈ださい。 

2. 下矢印キーを巧して、 Security (セキュリティ)オブションへ移動します。 

3. < Enter > を巧してメニューにアクセスします。 

4. 下矢印キーを巧して I ntrusion Alert (イントルージョン警告)を選巧します。 

5. ち右の矢印キーを押して Acknowledge (確認)を選おします。 

6. コンピュータを再起動して変更をちなにします。 


パドロックリングとセキュリティケーブルスロット 

巧のちまの1つを使って、コンピュータのセキュリティを強化します。 

I パドロックリングはパド□ックのみ、またはパドロックとループ型セキュリティケーブルをパド□ックリングと一緒に使巧します。 

パドロックだけでコンピュータが開けられることを防ぐことができます。 

固定されたものにセキュリティケーブルを通し、パドロックを取りがけることで、コンピュータがお断で移動されることを防止できます。 
I コンピュータ背面のセキュリティケーブルスロットに市販のを難防止デバイスを取り付けます。 





b メモ： お難防止デバイスを購入する前に、お使いのコンピュータのセキュリティケーブルスロットに対応することを確認して〈ださし、。 


通常、盜難防止デバイスじ、金属ケーブルにロック装置とキーが付いています。デバイスに付属してし巧マニュアルじ取り付け方法が記載されてしなす。 



1 

セキュリティケーブルスロット 

2 

パドロックリング 


パスワードによる保護 

© を意： パスワードはコンピュータ内のデータに対してセキュリティを提供しますが、絶対にま全であるとしづわけではありません。より強固なセキュリティが必要なデータについては、データ暗号 
化プログラムなどの保護谜能をご自さで用意して〈ださい。 

System Password 

© ま意： システムパスワードを設定せずに操作中のコンピュータから難れたり、コンピュータをロックせずに放置した場合、第 S 者力{ジャンパ設定を変まして、パスワードを解除することができま 
す。その結果、誰でもハードドライブ内のデータにアクセスすることができるようになります。 

オプション設定 

巧の2つのオプションのいずれかが表示されている場合、システムパスワードの変更や新しいパスワードの入力はできません。 

I Set - システムパスワードが設定されています。 

I Disabled - システム基板のジャンパ設定じよって、システムパスワードが無効になっています。 

:欠のホプションが表示されてし、る場合にのみ、システムパスワードを設をできます。 

I Not Set - システムパスワードが設定されていないが態で、システム基巧のパスワードジャンパがち効設定（デフォルト設定）になっています。 

システムパスワードの設定 

パスワードの設定を途中で中止する場合は、 手順5 を完了する前に < Esc > を巧しまず。 

1. セットアッブユーティリティを起動し （「 セットアップユーティリティ I をを蹈）. Unlock Setup (セットアップのアンロック)フィールドが Security (セキュリティ）の下にあることを確認します。 

2. Unlock Setup (セットアップのアン□ック)フィールドがある場合は、次の手順を実行します。 

a . ち印キーを}甲して Unlock Setup (セットアップのアンロック)フィールドに移動します。 
b . < Enter > を巧してフィールドにアクセスします。 

仁管理者パスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

3. 矢印キーを巧して System Password (システムパスワード)フィールドに移動し < Enter > を押します。 

4. New Password (新しいパスワード)フィールドに新しいパスワードを入力します。 

半ちのま数字で15文字まで入力できます。パスワードの入力時に文字を削除するには、 < Backspace > または左矢印キーを押します。パスワードでは、大文字と小文字は区別されませ 
無効なキーの組み合わせもあります。そのような組み合わせで入力すると、スピーカーからビープ音が鳴ります。 


いずれかの文字キーほたはブランクスペースとしてスペースキ ー) を押すと、フィールドには文字の代わりにプレースホルダが表示されます。 



















5. <Enter> を巧しまず。 

ま斤しいシステムパスワードが15义字未滿の場合、フィールド全部にい」が挿入されます。 

6. パスワードを確認するには、 Confirm New Password ほ斤しいパスワードの確認ロィールドにもう一度入力し、 <Enter> を巧します。 

7. プロンプトで <Enter> を巧します。 

システムパスワードの設定が Set (設定巧み）にをわります。 

8. セットアッブユーティリティを終了します。 

コンピュータを再起動すると、パスワード巧塞磯能がち効になります。 

システムパスワードの入力 

コンピュータを起動または再起動すると、次のブロンブトが画面に表示されます。 

Type the system password and press <Enter>. (システムパスワードを入力し、 <Enter> を巧してください。） 

Enter password: (パスワードを入力してくださし、。） 

管理者パスワードが設定されてし、る場合、コンピュータは管理者パスワードをシステムパスワードの巧用として受けがけます。 

入力したシステムパスワードが間違ってし巧と、巧のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

再び誤ったパスワードまたは不完全なパスワードを入力すると、同じメッセージが表示されます。システムパスワードを3回間違えると、それな降はレ U 下のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

System halted! 附 st power down. (パスワードが正し〈ありません。間違ったパスワード入力の回数： 3 システムが停止しました！電源が切れます。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でも、ちび誤ったシステムパスワード、または不完全なシステムパスワードを入力するたびに、上記のメッセージが表示されます。 

。 メモ ： System Password (システムパスワード)と Admin Password (管理者パスワード)を併用して Password Changes (パスワード変更)を使用すると、お許可のを更からコンピ 
ュータを巧譲する仕組みがさらに強化されます。 


巧存のシステムパスワードの削除またはを更 

パスワードの設をを途中で中止する場合は、 手順5 を完了する前に <Esc> を巧します。 

1. セットアッブユーティリティを起動し （「 セットアップユーティリ ティ 」 を参照）、 Unlock Setup (セットアップのアンロック)フィールドが Security (セキュリティ）の下にあることを確認します。 

2. Unlock Setup (セットアップのアン□ック)フィールドがある場合は、巧の手順を実斤します。 

a. 矢印キーを押して Unlock Setup (セットアップのアンロック）フィールドに移動します。 

b. <Enter> を巧してフィールドにアクセスします。 

仁管理者パスワードを入力し、 <Enter> を押します。 

3. 矢印キーを巧して System Password (システムパスワード)フィールドに移動し <Enten> を押します。 

4. Old Password (古いパスワード)フィールドに新しいパスワードを入力します。 

5. 既存のパスワードをををする場合は、 「 システムパスワードの記を I の 丰丽 4 な降の巧示に化います。 

6. パスワードを削除する場合は、 New Password ほ斤しいパスワード)フィールドで、フィールドををにしたが態で <Enter> を押します。 

7. Confirm New Password (新しいパスワードの確認)フィールドで、フィールドををにしたが態で <Enter:> をもう一度巧します。 

8. System Password (システムパスワード)設定に Not Set (未設定）が表示されていることを確認します。 

Not Set (未設を）と表示されたら、システムパスワードは削除されています。 Not Set (未設定）が表示されない場合は、 手順3 〜 手順8 を繰り返します。 

9. セットアップユーティリティを終了します。 


管理者■パスワード 




オプション設定 

巧のオプションが表示されてし、る場合、管理者パスワードの変更や新規設定はできません。 

I Disabled - システム基板のジャンパ設定じよって、管理者パスワードが無効になってし、ます。 

巧のホプションのいずれかが表示されている場合にのみ、管理者パスワードを設定できます。 

I Set - 管理者パスワードが設定されています。 

I Not Set - 管理者パスワードが設定されてし、ないが態で、システム基巧のパスワードジャンパが有巧設を（デフオルト設を）になっています。 

管理をパスワードの設定 

管理者バスワードとシステムパスワードは同じでもかまし、ません。パスワードの詰をを挣中で中止する場合は、 手順5 を完 T する前に < Esc > を押します。 

Wa メモ： これらのパスワードが異なる場合でも、管理者パスワードをシステムパスワードの代わりに入力すること力{できます。ただし、システムパスワードを管理者パスワードの代わりに使用ずる 
M ことはできません。 


1. セットアップユーティリティをお動し （「 セットアップユーティリティ I ホ寒照）. Unlock Setup (セットアップのアンロック)フィールドが Security (セキュリティ）の下にあることを確認します。 

2. Unlock Setup (セットアップのアン□ック)フィールドがある場合は、巧の手順を実斤します。 

a . ち印キーを}甲して Unlock Setup (セットアップのアンロック)フィールドに移動します。 

b . < Enter > を巧してフィールドにアクセスします。 

C . 管理者パスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

3. 矢巧キーを巧して Admin Password (管理者パスワード)フィールドに移動し、 < Enter > を巧します。 

4. New Password (新しいパスワード)フィールドに新しいパスワードを入力します。 

半角の英数字で15文字まで入力できます。パスワードの入力時に文字を削除するには、 < Backspace > または左ち印キーを押します。パスワードでは、大文字と小文字は区別されませ 
ん。 

無効なキーの組み合わせもあります。そのような組み合わせで入力すると、スピーカーからビーブ音が鳴ります。 

いずれかの文字キ ー( またはブランクスぺースとしてスぺースキー)を押すと、 フィー ルドには义字の巧わりにブレースホルダが表示されます。 

5. < Enter > を巧しまず。 

ま斤しい管理をパスワードが 15 文字未満の場合、フィールド全部に「*」が挿入されます。 

6. パスワードを確認するには、 Confirm New Password ほ斤しいパスワードの確認)フィールドじもう一度入力し、 < Enter > を巧します。 

7. プロンプトで < Enter > を巧します。 

管理をパスワードの設定が Set (設定巧み）にをわります。 

8. セットアップユーティリティを格了しまず。 

Admin Password への変更は、ただちにち効になります(コンピュータを再起動する必要はありません）。 


管理をパスワードが有効な場合のコンピュータの揉作 

セットアップユーティリティを起動すると （ r セットアップユーティリティ I を参照）. Unlock Setup (セットアップのアンロック)オプションが表示されます。 

Unlock Setup くセットアップのアンロック)フィールドに正しい管理をパスワードを入力しないと、セットアップユーティリティ画面はき示されますが、セットアップユーティリティのオプションをを要するこ 
とができません。 

b メモ： Admin Password (管理者■パスワード）といつしょに Password Changes (パスワード変更）を使届すると、無許可の変更からシステムパスワードをお護すること力巧きます。 

管理をパスワードの巧り消しとを更 

巧巧の管理をパスワードを変更するには、そのパスワードを巧っている必要があります。パスワードの設定を途中で中止する場合は、 手順5 を完了する前に < Esc > を押します。 


1. セットアツブユーティリティホ起動します （ r セットアップユーティリティ I 东きお）。 


2. ち印キーを巧して <Admln Password (管理者パスワード）ルドに移動し、 < Enter > を}甲します。 





3. Old Password (古いパスワード)フィールドに新しいパスワードを入力します。 

4. 既存のパスワードを変更する場合は、 「 管理者パスワードの設を 」 の 手順4 な降の指示に巧います。 

5. パスワードを削除する場合は、 New Password ほ斤しいパスワード)フィールドで、フィールドををにしたが態で < Enter > を押します。 

6. Confirm New Password (新しいパスワードの確認)フィールドで、フィールドををにしたが態で < Enter > をもう一度押します。 

7. Admin Password (管理者パスワード）設定に Not Set (未設定）が表示されてしぶことを確認します。 

Not Set (未設定）と表示されたら.システムパスワードは削除されています。 Not Set は設おが表示されない場合は. 手 II 盾3 〜 手 I 陌8 を燥りあします。 

8. セットアッブユーティリティを格了しまず。 

忘れたパスワードの取り消しと新しいパスワードの設定 

システムパスワードや管理者■パスワードをリセットする口ま、 「 忘れたパスワードの巧り消し I ホを照して<ピさい。 


セットアップユーティリティ 

概要 

セットアッブユーティリティは巧の場合に使用します。 

I コンピュータに対して "ー ドウエアの取り巧け、変更、取りがしを巧った後に、システム設定情報を変更する場合 
I ユーザーパスワードなどの、ユーザーが選巧可能なオプションを設をまたは変更する場合 
I 現巧のメモリの容量を調べたり、取り付けた" ー ドドライブの種類を設定する場合 
セットアップユーティリティを巧用する前に、システム設定国面の情報を控えておくことをお勧めします。 

セットアップユーティリティの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELL ™ ロゴが表示されたら、 F 2 プロンプトが表示されるのをま意して確認する必要があります。 

3. F 2 ブロンブトが表示されたら、すぐに<口>を押します。 

^ メモ： F 2 プ□ンブトは、キーボードが初期化されたことを示しています。このプロンプトは瞬時に表示されるため、表示されるのをま意して確認し、 < F 2> を押す必要があります。プロンプトが 
表示される前に <に> を巧した場合、そのキーストロークは無巧されまず。 


4. キーを巧すタイミングが遅れて、ホペレーテイングシステムのロゴが表示されてしまつたら、 Microsoft ® Windows ⑥デスクトップが表示されるまでそのまま待機します。その後コンピュータ 
ホシャットダウンして （「 コンビュータの電ミ原を切る方法 I ホを照）もう一をやり直します。 


じ メモ： 管理をパスワードが設定されていると、このパスワードの入力が求められます。管理をパスワードを入力しな<てもセットアップユーティリティの巧容を表示することはできますが、どの設 
M 定もを要できません。 


セットアップユーティリテイ画面 


セットアップユーティリティ画面じは、お使いのコンピュータの現在の（またはを要巧能な)設定情報が表示されまず。 






Systea 


Diskette Drive 

SystetD In む 

Processor Info 

Nemocy Info 

Date/Tine 

Booc Sequence 


Off USB Internal Read Only 


This field determines how the BIOS configures the 
tloppy drive. Opecacing systems with USB support 
will cecoon け e 的 B floppy delves regardless of 
this setting. 

Off • All floppy drives are disabled. 

USB ■ USB floppy drives are enabled 

Internal ■ The incegraced floppy drive け 

enabled. 

Read Only ■ The ince が aced floppy drive け 
enabled and only allovs reads. 

The factory default seCCi 叫 is Internal. 

Note: If USB Is selected/ ensure that the USB 
Controller field in the Onboard Devices group け 
sec to On. 

Drives 

Diskette Drive 

Drive 0 

Drive 1 

Drive 2 

Drive 3 

Drive A 

Drive 5 

SATA Opecaclon 


Onboard Devlcei 

Integrated NIC 

USB Conccoller 

Front USB Ports 

PCI Slots 

Sec け 1 Pore Ml 


Video 



Primary Video 





Use ENTER to nod け y this selection 

Use Up/Down arrows to selecc a different field 

Use ESC key Co exit this progran 

Use +/- keys co expand or collapse a group 

Maintenance Options 

Load Defaults 

Event Loo 



セットアップユーティリティのオプション 

& メモ： コンピュータや取りがけられてし、るデバイスによっては、本項に一黄表示されてし、る項目が表示されなかったり、記載どおりに表示されないことがあります。 


System (システム） 

Processor 

Info 

システムじ搭載されたプロセッサについて、巧の情報を表示します。 9 毎、 
クロックまを、バスを度、キャッシュ サイズ、 1 D 番号、 ハイパースレッ 
デイング または マルチコアが可化 かどうか、および 64 ビットテクノロ 
ジ をサポートしているかどうか。 

Memory Info 

搭載されたメモリの さ量、ま度、チヤネルモード、 および メモリテクノロジ 
の説明をき示します。このオプションでは、メモリのサイズ、種類、構成、メ 
モリモジュールが ECC 対応かどう力、、シングルランクかデュアルランクかを 
説明する表も表示されます。 

PCI Info 

を PCI , PCI Express 、 および PCI - X ス□ットの内容を表示します。 

Date/Time 

システム巧卽の日がと時刻を制御します。 

Boot Sequence 

システム起動時にシステムが起動デバイスを横索する順番を指定します。 

(デフホルトは 
Diskette 

drive ) 

メモ： 起動デバイスを挿入してコンピュータを再起動すると、このオプション 
がセットアップユーティリティメニューに表示されます 。 USB メモリデバイス 
から起動するには、 USB デバイスを選択して、一旁の巧頭に移動します。 


Drives (ドライブ） 

Diskette Drive 

(デフホルトは Internal ) 

内蔵フロッピードライブについて、有効/お巧の切り替えと、 
読み出し許可の設定を行います。 〇け (オスでフロッピードラ 
イブはすべて無効になります。 USB に設定すると、内蔵ディ 
スケットドライブが無効になり、 USB フロッピードライブがち効 
になります ( USB コントローラがち効で USB ドライブが接続 
されている場合）。 Internal (内獻に設定ずると、内蔵フロ 
ッピードライブがち細こなります 。 Read Only (読み取り専 
用）で内蔵ドライブコントローラがちなじなり、内蔵フロッピード 
ライブの読み出し専用操作が許可されます。 


メモ： USB をサポートするオペレーティングシステムでは、こ 
の設定に関係な< USB フロッピードライブが認識されます。 


SATA ドライブのちな]/無効を切り替えます。 On (オン）に 
設定すると、インタフェースがち巧になり、デバイスがほ用で 
きるようになります。 


コントローラの 種類 ( SATA )、 ドライブカ《使用する ポ ート番 
号、 ドライプ ID 番号、および容量が表示されます。 

Drive 0~4 


(デフホルトは加） 

メモ： SATA Operation 力 《 RAID Autodetect / AHCI 

に設定されていると、ドライブ4の有効/無効を切り替えるこ 
とができます。他のモードでは、このフィールドは使巧できな 
い場合があります。この場合、ドライブ4のテキストは次の 
ようにき示されます。 


































This SATA port is disabled because the 
system has been configured for ATA mode . (シ 

ステムが ATA モード用に設定されているため、この 

SATA ポートは無巧になっています。） 

Drive 5 〜 6 

PATA デバイス (CD または DVD ドライブなど)のち効/お 
効を切り替えます。 On (オン）に設定すると、インタフエースカ《 
ち幻)になり、デバイスが使用できるようになります。 


(デフナルトは On) コントローラの 種類 ( ATA )、 ドライブが使用するポ ート番 

号、 ドライプ I D ま号、容量、およびドライブが BI OS で制 
御されているかどうかが表示されます。 


一 Autodetect / ATA - ドライブがサインされている場合は 

(了一す ルトな RAID で、それ]^がの場合は ATA 。 RAIDOn - SATA は 

RAID Autodetect/ AHCi ) 起動するたびに RAID 用に設定されます 。 Combination 
- SATA / PATA のコンビネーシヨンモー ドです。 


Onboard Devices (オンポードデバイス） 


Integrated 

NIC 

オンボード NIC コントローラのち効/無巧を切り替えます。設定は、 On (ホ 
ン）、 Off (ホフ ）、 On W / RPL 、 または On W / PXE でず 。 On w / PXE 

(デフホルトは 
On) 

まは On w / RPL の設定がアクティブな場合、起動ルーチンがネットワークサ 
-バーから利用できないと、コンピュータは起動順巧の一黃にある次のデバイ 
スからの起動を試みます。 

Integrated 

Audio 


(デフホルトは 
On) 

ホンボードオーディオコントローラの有効/無効を切り替えます。 

USB 

Controller 

内蔵 USB コントローラの有効/無効を切り替えます 。 No Boot ヴートなし） 

に設定するとコントローラは有効じなりますが、 USB デバイスからの起動はで 
きません。 

(デフホルトは 
On) 

メモ： USB をサポートするオペレーティングシステムでは 、 No Boot (ブートな 
し)設定に関なな〈 USB フロッピードライブが認識されます。 

Front USB 

Ports 


(デフホルトは 
On) 

正面の USB ポートのち効/無効を切り替えます。 

USB for 
Flexbay 

On (オン）にすると FlexBay 用の巧蔵 USB が有効じなります。 

(デフホルトは 
On) 

メモ： この USB オプションは、 FlexBay デバイスが取り付けられている場合 
にのみ表示されます。 

LPT Port 

Mode 

システム内蔵のパラレルポートの動作モードをみめます。 Off に設定すると、 
ポートが無効になりまず。 AT に設定すると、ポートが AT 互換モードに設定さ 
れます。 PS /2 ではポートが PS/2 互換モードに設定されます。 EPP に設 
定すると、ポートが EPP 双ち向ブロにルに設定されます。 ECP に設定する 
と、ポートが ECP 双方向プロトコルに設定されます。 

(デフホルトは 
PS/2) 

メモ ： LPT Port Mode を ECP じ設定すると、ホブションメニューに LPT 
Port DMA ( LPT ポート DMA) が表示されます。 

LPT Port 

Address 

内蔵パラレルポート用のアドレスをまめます。 

Serial Port 

#1 

シリアルホ°ートの動作をまめます。 

(デフホルトは 

Auto) 

デフホルト設定の Auto (自動）は、コネクタを自動のに特定のポート ( COM 1 
または COM 3) に設定します。 

Serial Port 

#2 

シリアルポートの動作を;夫めます。 

(デフホルトは 

Auto) 

デフホルト設定の Auto は、コネクタを自動めに特定のポート ( COM 2 または 
COM 4) に設定します。 

PS/2 Mouse 

Port 


(デフホルトは 
On) 

内蔵のレガシー PS/2 互換マウスコントローラの有効/無効を切り替えます。 




Video (ビデホ) 


Primary | PCI または PEG のどちらのビデホコントローラがプライマリになるかを指定し 



























Video 

ます。 PCI Express グラフィックカー円こは PEG が適切な設定です。 

(デフホルトは 


PEG) 



Performance ( パフホーマンス） 

HvperThreading 

(デフホルトは 

On) 

物理プロセッサを 1 つまたは2つの論理ブロセッサとして表示するかどう 
かをみめます。アプリケーションによっては、論理プロセッサの数を増やす 
と性能が向上します。 On (オン)ではハイパースレッディングがちなになり 
ます。 

Multiple CPU 
Cors 

(デフホルトは 

On) 

プロセッサでち効になるコアの数 （1 個または2個)をミ夫めます。 On (才 
ンりこ設定すると2番目のコアがち巧になります。 

SpeedStep 

コンピュータ巧のサポートされているすべてのプロセッサで、1 ntel ® 
SpeedStep ® がち効になります。この設定じより、プロセッサの消費電 
力と周ぶ数が変わります。 

(デフホルトは 

Off) 

メモ： このオプションは、お使いのコンピュータでは利用できない場合があ 
りまず。 



(デフホルトは 

Off) 

Intel Virtualization テクノロジによって提供される付加めなハードウェ 
ア潍能を仮想マシンモニター ( VMM ) が利用できるようにするかどうかを指 
定します。 

Limit CPUID 

Value 

(デフホルトは 

Off) 

プロセッサ標準の CPUID 機能によってサポートされる晶大値を制限しま 
ず。サポートされる CPUI D 磯能の最大値が3を超えると、一部のオペレ 
ーティングシステムはインストールが正常に完了しません。 


Security (セキユリテイ） 

Unlock 

Setup 

(デフホルトは 
Locked) 

管理をパスワードの使巧中に、ユーザーがセットアップユーティリティの設定に 
アクセスして変更できるようじします。セットアップユーティリティのロックを解除 
するじは、プロンプトで管理者パスワードを入力します。ここで正しいパスワー 
ドを入力しないと、セットアップユーティリティのフィールドは表示されますが、を 
要できません。 

Admin 

Password 

(デフホルトは 
Not Set) 

セットアッブユーティリティのパスワードセキュリティ機能の現在のステータスを 
表示し、巧しい管理者パスワードの検証と設定力巧きまず。 

System 

Password 

(デフホルトは 
Not Set) 

システムのパスワードセキュリティ機能の現在のステータスをき示し、ま斤しいシ 
ステムパスワードの設定と検証ができます。 

Password 

Changes 

(デフホルトは 
Unlocked) 

System (システム)パスワードと Admin (管理者)パスワードのネ目互関係をま 
めます。 Locked (ロック)では、ち効な Admin (管理者)パスワードを持たな 
いユーザーによる System (システム)パスワードの変更が禁止されます。 
Unlocked (ロック塔除)では、ち巧な System くシステム）パスワードを持つ 
ユーザーによるシステムパスワードのを更が許可されます。 

Chassis 

Intrusion 

(デフホルトは 

On-Silent) 

ち測こ設定してしぶと、何者かがコンピュータのカバーを開しザこ場合に、次回の 
コンピュータ起動時にューザーに害告されます。設定は、 On (オン）、 On- 
Silent (デフオルト設定）、および Off (ホフ)です。 

Intrusion 

Alert 

シサーシイントルージョン警告を確認し、クリアします。 

TPM 

Security 

(デフホルトは 
Off) 

Trusted Platform Module (信頼巧みプラットフオームモジュール）セキュリ 
ティ用デバイスのち巧/無効を切り替えます。 

Execute 

Disable 

(デフホルトは 

On) 

DEP (実行防止)メモリ巧證テクノロジの有効/無効を切り替えます。 


Power Management (■ おの管巧》 


もこ 停電後の AC 電源巧入時にシステムがどのように対応するかをまめます。〇げ 

Recovery (オフ）では、電源巧入時にシステムがオフのままになりまず。システム電源を才 

ンにするには、正面パネルの電源ボタンを巧す必裏があります。 On (ホン)では、 
(デフナルト電源巧入時にシステムがオンになります。 Last (前回）に設定すると、前回の電 


































は Off ) 

源遮断時のシステム電源の設定状態に戻ります。 

Auto 

Power On 

コンピュータに自動的に電源を入れるよう設定します。〇け(オフ）にすると磯能は 
お巧になります。 Everyday (毎日）では 、 Auto Power Time (自動電ミ原お入 
時刻)で設定された時刻に毎日コンピュータの電源がホンになります。 

Weekdays (巧〜金)では 、 Auto Power Time (自動電源巧乂時刻）で設定 

された時刻に月曜から金曜までコンピュータの電源力计ンになりまず。 

(デフホルト 
は Off ) 

メモ： この機能は、電ミ原タップやサージプロテクタでコンピュータをシャットダウン 
した場合は動作しません。 

Auto 

Power 

Time 

コンピュータに自動めに電源を入れる時刻を設定します。 

時刻は標準の12時間おま（時:分)で表示されます。ちちの矢印キーを巧して 
数値を増減するか、日付と時刻のフィールドの両方に数値を入力して、起動ずる時 
刻を変更します。 

Low Power 

Mode 

l_ow Power Mode (節電モード)を選巧している場合は、オンボードのネットワ 

(デフホルト 
は Off ) 

-クコントローラを介して Hibernate (休止状態)または〇げ(オフ）からのリモー 
卜起動は雑能しません。 

Remote 

Wake-Up 

このホプションを巧用すると、 NIC (ネットワークインタフエースコントローラ)または 
リモート起動対応のモデムが起動恒号を受信したときにシステムを起動することが 
できます。 

On (オソがデフォルトの設定です。 Onw / Bootto NIC (ホン、 NIC から起 
動）に設定すると、起動順序を使用する前にネットワークからの起動を試みること 
ができます。 

(デフホルト 
は Off ) 

メモ： 通常は、サスペンドモード、が止が態モード、または電源がホフの化態から 
リモートでシステムを起動することができます 。 Low Power Mode (節電モー 
ド ） (Power Management (電力の管理)メニュ ー) がち効になっている場合 
は 、 Suspend (サスペンド)状態からのみシステムをリモートで起動させることが 
でさます。 

Suspend 

Mode 

コンピュータのサスペンドモードを設定します。選巧巧能なオプションは、 S 1 (コン 
ピュータがほ電カモードで動作ずるサスペンドが態）と S 3( 多<のコンポーネントへ 
の供給電力を抑制または停止するサスペンド状態）です。ただし、システムメモリ 
はアクティブなままです。 




Maintenance ( メンテナンス） 


サービスタ 
グ 

おほいの コン ピュータのサービスタグを表示します。 

SERR 

Message 

グラフィックカードの中には、 SERR メッセージを無効にしておくを、要があるものも 

(デフナルト 
は On) 

あります。 

Load 

Defaults 

セットアップユーティリティのオプションを工場出荷時のデフォルトに房しまず。 

Event Loa 

Event Log (イベントログ)を表示することができます。エントリは、 巧 K まみに 
は R 、 ホ殖 K じは U のマークが付きます 。 Mark All Entries Read (すべて 
のエントリを確認巧みにする)を選巧すると、すべてのエントリの左に R が付きま 
す 。 Clear Loa (ログのクリア)を選がすると 、 Event Lo 幻(イベントログ)がクリ 
アされます。 




POST Behavior (POST 勘作） 


Fastboot 

この機能をち巧にすると、互換性に関するい<つかの手順を甚いて、コンピュータ 

(デフホル 
卜は On ) 

の起動時間を短縮できます。〇げ(オスでは、コンピュータ起動時にすべての手 
順が実行されます。 On (ホン）に設定すると、システムがより早く起動します。 

Numlock 

Key 

キーボードち側の数値キーパッドの域能をミ夫めます。 Off (オフ）に設定すると、 

(デフホル 
卜は On ) 

数値キーパッドのキーが方向キーとして磯能します。 On (ホン)じ設定すると、数 
値キーパッドのキーは数値キーとして機能します。 

OS 

Install 

ホペレーティングシステムが利巧巧能なメモリの最大容量を指定します。 Off (才 
フ）に設定すると、すべてのシステムメモリをオペレーティングシステムに利用でき 
まず 。 On (オソに設定すると、ホペレーティングシステムが利用できる最大メモリ 
は256 MB です。 

(デフナル 
卜は On ) 

メモ： ホペレーティングシステムの中には、2 GB な上のシステムメモリではイン 
ストールを完了できないものがあります。 

POST 

Hotkeys 

サインオン画面で Setup (セットアッカユーティリティを起動するためのキー操 
イ乍、および Qmckboot (クイックブート)磯能を使用するためのキー操作を表示す 
るかどうかを選択します 。 Setup & Boot Menu (セットアップら起動メニュ ー) を 
選択すると、両方のメッセージ 

( F 2 =Setup および F 12 =Boot Menu ) が表示されます。 Setup (セットアッブ） 
を選キ尺すると、セットアップメッセージ （ F 2= Setup ) だけが表示されます 。 Boot 
Menu (起動メニュ ー) を選巧すると、0山 ckboot (クイックブート)メッセージ 





























( F 12 =Boot Menu ) だけが表示されます。 None (なし)じ設定すると、メッセー 
ジが何も表示されません。 

Keyboard 

Report (報告する）に設定すると、 POST 実行時にエラーが検出された場合、 
BIOS によってエラーメッセージが表示され、続行するには < F 1> を、セットアッ 
プユーティリティを起動するには < F 2> を巧すようじ巧められます。 

Errors 

Do Not Report 谢告しなしりに設定すると、 POST 実行時にエラーカ 《 検出され 
た場合、 BIOS によってエラーメッセージがき示され、そのままシステムの起動が 
続行されまず。 


起動メニュ ー 


この雑能を使巧すると、デバイスの起動順巧を変更できます。 


オプション設定 

I Onboard or USB Floppy Drive (オンボードまたは USB フロッピードライブ)ーコンピュータはフロッピードライブからの起動を試みます。ドライブ巧のフロッピーディスクが起動用でない 
場合、フロッピーディスクがドライブじない場合、またはコンピュータにフロッピードライブが取り付けられていない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I Hard Drive いードドライブ） （ AHCI モードの場合はシリアル番号で表示）ーコンピュータは選巧した/ドドライブからの起動を試みます。 

^ メモ： AHCI モードでは、起動ドライブだけでな <、起動巧能な/、ードドライブのすべてが一黄表示されます。 

I Onboard or USB CD-ROM Drive (オンボードまたは USB CD - ROM ドライブ)ーコンピュータは CD - ROM ドライブからの起動を試みます。 CD 力《ドライブにない場合、あるいは CD 
にオペレーティングシステムがない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I USB DeviceCUSB デバイス）一 USB ポートにメモリデバイスを挿入し、コンピュータを再起動します。画面のち上角にド 12。 Boot Menu とき示されたら. < F 12> を押します 。 BIOS 
がデバイスを認識し、 USB オプションを起動メニューに追加します。 

^ メモ： USB デバイスから起動するロホ、そのデバイスが起動可能デバイスである必要があります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動巧能かどうかを確認してください。 

現在の起動用の起動デバイスの選択 

フロッピードライブ、メモリキー、 CD - RW ドライブなどの USB デバイスからコンピュータを再起動するときなどにも、この域能を巧用できます。 

。 メモ： USB フロッピードライブから起動する場合は、まずセットアップューティリティでディスケットドライブを USB I こ設定する必要があります （「セットアップューティリティのオプション」 を参 
—照)。 

1. USB デバイスから起動するときは、 USB デバイスを USB コネクタじ巧結します （ r コンピュー》について I をを暖）。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. 画面のち上角に F 2 。 Setup , F 12 。 Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を巧します。 

キーを巧すタイミングが合わず Windows のロゴが表示されてしまったら、 Windows のデスクトップが表示されるまで待ち、その後コンピュータホシャットダウンして （「コンピュータの 雷源を切 
る方法 」 を参照）もう一度やり直します。 

メニューが表示されます。 

4. 上下矢印キーを押して Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー) にお動し、 < Enter > を巧してオプションを選びます。 

5. 使用可能な起動デバイスをすべて一黄表示した Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー) が表示されます。 

6. 上下矢印キーを押して(今回の起動にのみを用する)デバイスに移動します。 

7. < Enter > を巧してデバイスを選びます。 

たとえば 、 USB メモリキーから起動する場合は、 USB Device ( USB デバイス)を m イライト表示して < Enter > を巧します。 

。 メモ： USB デバイスから起動するロホ、そのデバイスが起動可能デバイスである必要があります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動巧能であるか確認してくださし、。 

将来の起動巧の起動順序のを更 

1. セットアッブユーティリティをお動します （ r セットアップユーティリティ I を参照）。 

2. 矢印キーを使って Boot Sequence (起動順を)メニューオプションをハイライトき示し、 < Enter > を押してポップアップメニューにアクセスします。 












& メモ： 後で元に戻すこともできるよう、現をの起動順序を控えておきます。 


3. デバイスの一黄内を移動するには、上下矢印キーを押します。 

4. スベースバーを巧し、デバイスをち効または無巧にします。 

5. < U > および < D > を巧して、選巧したデバイスの順をを変更できます。 

USB デバイスからの起動 

。 メモ： USB デバイスから起動するロホ、そのデバイスカ 《 起動可能デバイスである必要があります。お使いのデバイスが起動可能デバイスであることを確認するには、デバイスに付属の マニ ュ 
アルを参照して〈ださい。 

メモリキー 

1. USB ポートにメモリキーを挿入して、コンピュータを再起動します。 

2. 画面のち上角じ F 12 。 Boot Menu とき示されたら、 < F 12> を巧します。 

BIOS がデバイスを認識し、 USB デバイスオプションを起動メニューに追加します。 

3. 「 規 をのお動巧のが動デバイスの貫が I を参輯してくピさい。 

フロッピードライブ 

1. セットアッブユーティリティで、 Diskette Drive (ディスケットドライカオプションを USB に設定します。 

2. 変更を巧巧してセットアップユーティリティを終了します。 

3. USB フロッピードライブを接結し、起動用メディアを挿入して、システムを再起動します。 

4. 「現在の起動用の起動デバイスの選巧」 を参照してください。 


忘れたパスワードの取 y 消し 

^ 警告： 『な品情巧ガイド J のを全にお巧いいただ<ためのを意事項に従い、この巧の手旧を開始してください。 

Q を意： この手順を巧うと、システムパスワードと管理者パスワードの両方が消ちされます。 

1. 「作業を開姑する前に」 の手順に巧います。 



ジャンパ 

巧ま 

お巧 


回 

パスワード構能がち効です(デフオルト設を）。 









































PSWD 

1。。1 

パスワード機能が無効です。 

RTCRST 

[331 

リアルタイムク□ックがリセットされていません（デフオルト設を）。 

回 

リアルタイムクロックがリセットされています。 

ジャンパあり LL 21 ジャンパなし 


2. コンピュータのカバーホ巧りかします （「 コンピュータカバーの取り外し I をき照）。 

3. システム基板上じある2ピンパスワードジャンパ （ PSWD ) の位置を確認し、ジャンパプラグを取りかします。ジャンパプラグは保管しておきます。ジャンパの位置については、 「システム 其キ反の 
コンポーネント 」 を参照してくださし、。 

^ メモ： 工場出荷時口±、パスワードジャンパプラグはパスワードジャンパに取り付けられてし、ます。 

4. コンピュータのカバーを取り讯ナモす （「 コンピュー々カバーの 取り 讨け I を参昭）。 

5. コンピュータおよびモニターをコンセントに怯続して、電源を入れまず。 

6. Microsoft ⑥ Windows ® デスクトップがき示されもら、コンピュータネシャットダウンします （「 コンピュータの雷源を切る方ミモ i ホを照）。 

7. モニターの電源を切ってコンセントから巧しまず。 

8. コンピュータの電源ケーブルをコンセントから外し、電源ボタンを巧してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

9. コンピュー々のカバーを取りかします （「 コンピュータカバーの おりかし I を参睛）。 

10. システム基板上じある2ピンパスワードジャンパの位置を確認し、ジャンパプラグをピンに取り付けて、パスワード機能を再度ち細こします。詳細については、 「システム基板のコンポーネント」 
を参照してください。 

11. コンピュー々のカバーを取り讯ナます （「 コンピュータカバーの巧りけけ I を参昭）。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを抵抗するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスにをし込み.奶こ、コンピュータに差し込みます。 

12. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接結して、電源を入れます。 

。 メモ： この手順でパスワード機能はち効じなります。セットアップユーティリティを起動すると （「 セットアップユーティリティ I をき照）.システムパスワードと管理者パスワードの而ちのオプション 
が Not Set (未設定）のき示になっています。これは、パスワード機能が有かでも、パスワードが設定されていないことを意味します。 

13. 新しいシステムパスワードとセットアップパスワードの両方またはそのどちらか一方を設定します。 「パスワードによる保 譲」 を参.暗してください。 


CMOS 設定の取り消し 

^ 警告： 『»な 情 巧ガイド J の安全にお巧いいただ<ためのま 意 事巧に従い、この巧のキ旧を 曲 巧してください。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順にがいます。 

2. コンピュータのカバーを取り外しまず （「 コンピュータカバーの取りがし 」 を参照）。 

3. 贾新の CMOS 設定にリセットします。 

a. システム基巧上にあるパスワードジャンパと CMOS ジャンパ （RTCRST) の位置を確認します （「 システム基キ反のコンポーネント 」 を参照）。 

b. パスワードジャンパプラグをピンから取りがします。 

C. パスワードジャンパブラグを RTCRST ピンに取りかけて、約 5 巧待ちます。 
d. ジャンパプラグを RTCRST ピンから取りがして、パスワードピンに取り巧けなおします。 

4. コンピュータのカバーホ巧リイ汁けます （「 コンピュータカ/く一のおリ讨け I ホを照）。 


Q ま意： ネットワークケーブルを接統するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し这み.巧に、コンピユータに差し込みます。 


























5. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


電力の管理 


お使いの コン ピュータは、使用しない間は少ない電力で動作するように設定できます。コンピュータにインストールされたオペレーティングシステムおよびセットアップユーティリティの特定のオプション設 
走を使って、電力巧巧を制御します （「 セットアップユーティリティ J をき照）。節電されている期間を「スリープモード」と呼びます。 


じ メモ： 休止状態モードやスタンバイモードになるじは、コンピュータに取り付けられたずベてのコンポーネントがこれらのモードの雑能をサポートしまた適切なドライバカ《口ードされている必要が 
m あります。詳細じついては、をコンポーネントの製造元のマニュアルを参照してくださし、。 


I スタンバイーこのスリープモードでは、多くのコンポーネントは節電または電源が切られた状態になります。ただし、システムメモリはま動が態にあります。 


b メモ： が止状態モードは、4 GB な下の RAM を搭載した コン ピュータでのみサポートされます。 


I か止が巧一 このスリープモードでは、システムメモリのすべてのデータをハードドライブに書き込み、それからシステム電源を切ることによって、電カミ肖費を最小にします。このモードからウェ 
イクアップするとコンピュータカ《再起動し、メモリの内容が回復されます。その後、コンピュータは休止状態モードに入った時の状態から動作を開おします。 

I シャットダウンーこのスリープモードでは、補巧用のわずかな量を除いてコンピュータからすべての電源を切ります。コンピュータがコンセントに接続されている限り、自動的にまたはリモート 
で起動することができます。もとえば.セットアップユーティリティ （「 セットアップユーティリティ I をき随）の Auto Power On (才ートパワーオソオプションを使うと、コンピュータを特定の時刻 
に自動的に起動することができます。また、ネットワーク管理者は Remote Wake Up (リモート起動）などの電力管理イベントを巧って、コンピュータをリモートで起動ずることができます。 

次の表に、スリーブモードとをモードから復帰させるために使用するち法を一黃表示します。 


スリープモー ド 

な ffl 方ま 【Windows XP ) 

スタンハ’イ 

!電源ボタンを押す 

1 ホートパワーオン 

1 マウスを動かすかクリックずる 

1 キーを巧す 

1 USB デバイスアクティビティ 

1 電力管理イベント 

化止が態 

i 電源ボタンを押す 

1 ホートパワーオン 

1 電力管理イベント 

シャットダウン 

1 電源ボタンを押す 

1 才ートパワーホン 

1 電力管理イベント 


& メモ： 電力の管理の詳細じついては、オペレーティングシステムのマニュアルを参目吾してください。 


ハイパースレツディングテクノロジとデュアルコアテクノロジ 


ハイパースレッディングは 、I ntel ® のテクノロジで、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして機能させること(こよってパフホーマンスを全巧的に向上させて、複数の特定のタスクを同時に処 
理することを可能にします。デュアルコアは演算を行う物理ユニットを単一の CPU パッケージ内に搭載した Intel のテクノロジで、演富の効率とマルチタスク磯能を向上させます 。 Windows XP 才 
ペレーティングシステムは、ハイパースレッディングテクノロジを利用するために最適化されているので、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack l ( SPl )] il 降のオペレーティングシステムを巧 
用することをお勤めしまず。 

を〈のプログラムは、ハイパースレッディングテクノロジとデュアルコアテクノロジの恩恵を受けることになります力{、それらのテクノロジ用に最適化されていないプログラムもあります。それらのプログラム 
は、ソフトウェア製造元(こよるアップデートが必要な場合があります。ソフトウ X アの製造元に、アップデートや、ハイパースレッディングテクノロジまたはデュアルコアテクノロジでソフトウ X アを使巧する 
方法についてお問い合わせください。お使いのコンピュータがハイパースレッディングテクノロジを使用しているかどうかを確認するロホ、セットアップユーティリティのオプションで、 Pe け ormance (パフ 
才ーマンス)タブの下に Hvoer - Threadina (ハイパースレッディンヴ）があることを巧かめて<ださい （「 セットアップユーティリティ I をきお）。 


RAID 構成に ついて 

本項では、 RAID 構なの概要を説明します。コンピュータのご購入時に RAID 構成を選巧してしぶ場合があります。コンピュータ業巧では、用途のタイプに応じてを数の RAID 構成が利用できます 
が、デルでは Dell Precision コンピュータで、 RAID レベル0、レベルしまたは、 RAID レベル5に対応していまず。 

RAID レベル0構成は高いパフォーマンスが要求されるプ□グラムに、 RAID レベル1構巧は高水華のデータ保全性を希望されるユーザーじお勧めします。 RAID レベル5構巧では、データお全性 
と高いパフホーマンスの両方が実現されます。 RAID レベルは階厦をきすものではありません。 RAID レベル5構成は、 RAID レベル0構成より本質めに優れても劣ってもいません。 

このコンピュータの Intel RAID コントローラでは、2台または3台の物理ドライブを使用して、 RAID レベル0構なのみの設定が可能です。3台目のドライブがある場合、そのドライブは 、I ntel 
RAID 構成ブログラムを使用して、 RAID レベル0構巧の一卽とずることができます。ドライブカ《3台あって2台が RAID レベル1構酣こ使われている場合、3台目のドライブは RAID 構成の予 
イ唐ドライブとして巧巧できます （「 スペアハードドライブの作成 I をき照）。 RAID レベル5アレイは3台のドライブで構成する必要があります。 


すべて同じ種類のドライブを使用して<ださい。 RAID アレイ内に SAS ドライブと SATA ドライブを;’昆なさせることはできません。また、容量が大きいドライブにそ割り当ての(使巧できない)領域ができ 
ないようにするには、これらのドライブを同じ容量にする必要があります。 














RAID レペル 0 


RAID レベル0では、「データストライピング」と呼ばれるストレージ巧術を使用して、データアクセス速度を高ま化します。データストライピングは、連統ずるデータセグメント(ストライカを複数の物理ド 
ライブに順次書き込むことで、大容量の仮想ドライブとして巧う方まです。データストライピングにより、1台のドライブでデータを読み込む間に、別のドライブで巧のブロックの検索と読み込みができま 
す。 


serial ATA RAID 
configured for 
RAIDIevelO 



seomenti 


segment 2 

seoments 


segment 4 

seomentS 


segments 


hard drive I hard drive 2 


RAID レベル 0 清成のもう 1 つの利点は、をドライブの全容量を使用できることです。120 GB のドライブを2台取り付けている場合、データの保存に240 GB をほ巧できます。 

〇 ま意： RAID レベル0ではデータの冗長性がないため、いずれかのドライブに障害が発生した場合ロホ、その他のドライブ上のデータにもアクセスできなくなります。したがって、 RAID レべ 
ル0構成を使巧ずる場合は、定期めにバックアップを巧ってください。 


RAID レベル1 

RAID レベル1では、「ミラーリング J と呼ばれる、データの冗長巧を持たせたストレージ巧術を使用します。ブライマリドライブに書き込まれたデータは、他方のドライブに複製巧ラーリング)されます。 
RAID レベル1では、データアクセス速度を犠粗こして、データの冗長性が重視されます。 


serial ATA RAID 
configured for 
RAID level 1 



segment 1 


segment 1 duplicated 

segment? 


segment 2 duplicated 

segments 


segment 3 duplicated 

segmentA 


segment 4 duplicated 

segments 


segment 5 duplicated 

segments 


segment 6 duplicated 


hard かわ e 1 hard drive 2 


いずれかのドライブに暗害が発生した場合、それな降の読み書き操作は、正常に動作しているドライブに巧して巧われます。その正常なドライブのデータを使用して、交換用ドライブを再構柔できます。 
また、データが両方のドライブに複製されるため、2台の120 GB RAID レベル1ドライブでデータの巧巧に使用できる合計容量は、最大120 GB となりまず。 


RAID レベル5 


RAID レベル5では、「パリティチェック」と呼ばれるデータステージングストレージ巧術を使用します。 RAID 構成にデータのブロックが書き&まれると、データは RAID アレイ内の1台のドライブを除 
くすベてのドライブにまたがってストライピングされ、除がされる1台にはパリティデータが書きをまれまず。パリティデータは、ドライブのいずれか1台に障害が発生した場合に、ストライピングされた 
データのブロック全巧の計算を可能にする情裙です。 


パリティデータは実際に保存されているデータと比較してかなり小さしげこめ、パリティドライブが1台のハードドライブに相当する容量で対応できるデータ保存用ハードドライブの台数ロホ、制限がありま 
せん。ただし、パリティデータのすべてが同一のドライブにななされるわけではな〈、 RAID 捷巧に新たなデータブロックカ《書き这まれるごとに、異なるドライブが交互にデータ巧巧用ドライブまたはパリ 
ティドライブとして機能します。 































serial ATA RAID 
configured for 
RAID level 5 



hair Of data block 1 


half of data block 1 


parity data tor block 1 

hair of data block 2 


parity da 垃 for block 2 


halt of data blockZ 
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halt of data blocks 

half of data block 4 


parity da 田 for block 4 


half of data block4 

half of data block 5 


half of data blocks 


parity da は for block 5 

paritydataforblock6 


halt ot 化位 block t> 


halt ot data blockt) 


hard drive 1 hard drive 2 hard drivi 3 


RAID 0 構なの場合と同様、データが RAID 清成にまた力{つてストライピングされるため、アクセスは高まになります。また、パリティデータの働きにより、1台のドライブのみに障害が発生した場合に 
は、その化のドライブじ巧巧されているパリティデータを使用して、そのドライブを再構築できます。ドライブ1台分に相当する容量がパリティデータ用に確保されているため、3台の120 GB RAID レ 
ベル5ドライブでデータの保存に利用できるストレージスぺースは、240 GB です。 RAID レベル5構成を構築する口ま、かな<とも3台のドライブが必裏です。 


RAID 横成の構築方法 


コン ピュータの購入時に RAID 構成を選巧しなかった場合でも、後でお使いの コン ピュータに RAID 清巧を巧うことができます。 RAID 構成を巧うじは、お使いの コン ピュータじ少な<とも2台のハード 
ドライブが取り付けられている必要があります。ハードドライブの取り付け手順については、 「 ドライブ 」 を参.暗してください。 

RAID ハードドライブボリュームを構成するには、ハードドライブにオペレーティングシステムをインストールする前に Intel RAID Option ROM ユーティリティを使用して〈ださい。本書で説明されてい 
る RAID 構な手順を開始する前に、お使いのコンピュータを必ず RAID ち効モードに設定する必要があります。 


コンピュータを RAID 有巧モードに設定する方ま 

b メモ： この手順は、お使いのコンピュータを RAID 構な付きでま文された場合にのみ実行可能です。 

1. セットアッブユーティリティを起動します （ r セットアップユーティリテ" を参照）。 

2. 上下矢印キーを押して Drives (ドライカを/、イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

3. 上下矢印キーを押して SATA Operation を m イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

4. ユーザーの巧みに応じて、ち右矢印キーを巧して RAI D Autodetect / AHCI または RAI D Autodetect/ ATA をハイライトき示します。 < Enter > を巧してから、 < Esc > を押します。 

RAID オプションの詳細につい T は、 「 セットアップユーティリティのオプション J をを照してください。 

5. 左右矢印キーを押して Save/ Ex 化(保存/終了）をハイライト表示し、 < Enter > を巧してセットアップユーティリティを終了し、起動プロセスを再開します。 


Intel Matrix Storage Manager を巧用しでコンピュータを RAID 巧じ巧成する方法 


。 メモ： この手 II 民は、お使いのコンピュータを RAID 構な付きでを义された場合にのみ実行可能です。 


ホペレーティングシステムがインストールされたハードドライブ1台がすでにあり、そこに2台目のハードドライブを追加して、巧巧のホペレーティングシステムとデータの一切を失わずに両方のドライ 
ブを RAID ボリユームとして再構成する場合は、 RAID レベル0構成用 （ 「 RAID レベル0権巧への移行 I ホを照）. RAID レベル1構ホ巧 （ r RAID レベル1横巧への移行 ホを照）.まらは RAID レ 
ベル5構成巧 （「 RAID レべレ5横 ホへの移行 I ホを照）の移行オプションを巧巧する必きがあります。巧の場合にのみ新しいボリュームを巧成してください。 


I 既存のシングルドライブコンピュータに2台の新しいドライブをち加する予定で(オペレーティングシステムはそのシングルドライブじインストールされている）、2台の巧しいドライブを RAID ボ 
リュームとして構成する。 

I 2台のハードドライブが1つのボリュームとして構成されたコンピュータがすでにあり、そのボリューム上に残つているスぺースを2つ目の RAID ボリュームに指定ずる。 


RAID レベル0巧成の作成 

Q を意： この操作を実斤すると、[^1〇 ^>'ラィブ上のすべてのデータがえわれます。 

^ メモ： この手順は、お使いの コン ピュータを RAID 構巧付きでま文された場合にのみ実行可能です。 

1. コンピュータを RAID ちなモードに設定します （「 コンピュータを RAID ち効モードに設定す る 方法 」 を参照）。 

































2. スタートをクリックし、プログラム-> I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

揉作メニューオブションが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID ち効モードに話をされていません （「 コンピュータを RAID ち効モートじ謡をする方ま I )。 

3. 揉作メニューで RAID ボリュームの作巧を選がして RAID ボリュームの作成ウィザードを起動し，巧へをクリックします。 

4. Select Volume Location (ボリュームの場所の選が）画面で、 RAID レベル0のボリュームに含める最巧の"ードドライブをクリックし、右矢印をクリックします。 

5. 2台目のハードドライブをクリックします。 RAID レベル0のボリュームに3台目のハードドライブを追加するには、ち矢印をクリックし、 Selected (選巧巧み）ウィンドウに3台のドライブがき 
示されるまで3台目のドライブをクリックし、々へをクリックします。 

6. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで Volume She (ボリュームサイズ)をクリックし、 かへ をクリックします。 

7. ボリュームを巧巧するには完了をクリックし、内容の修正を行うには巧るをクリックします。 

RAID レベル1巧成の作成 

〇 ホ意： この操作を実斤すると、[^1〇 ^>'ライブ上のすべてのデータがえわれます。 

^ メモ： この手順は、おないのコンピュータを RAID 構な付きでま文された場合にのみ実行可能です。 

1. コンピュータを RAID ち劾モードに設定します （「 コンピュータを RAID もが)モードじ記をするちま I をき鹿）。 

2. スタートボタンをクリックし、プログラム-» I ntel(R) Matrix Storage Manager-^ I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel ® Storage Utility を起動します。 

巧巧メニューオブションが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID ち効モードに設をされていません （「 コンピュータを RAID を効モードに設定するホミ去 I )。 

3. 操作メニューで RAID ボリュームの作巧を選巧して RAID ボリュームの作なウィザードを起動します。 

4. 量巧の画面で巧へをクリックします。 

5. ボリューム名を確認し、 RAID レベルとして RAID 1 を選巧し、巧へをクリックして続斤します。 

6. Select Volume Location (ボリュームの場所の選巧）画面で、 RAID レベル1のボリュームの作成に使巧する最初のハードドライブをクリックし、ち矢印をクリックしまず。 Selected (選択 
済み)ウィンドウに2台のドライブが表示されるまで2台目のハードドライブをクリックし、々へをクリックします。 

7. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで Volume Size (ボリュームサイズ)を選巧し、々へをクリックしまず。 

8. ボリュームを作成するには完了をクリックし、内容の修正を斤うには R るをクリックします。 

9. 新しい RAID ボリューム上にパーテイションを作なするじは 、 Microsoft Windows の手順にがってください。 

RAID レベル5巧成の作成 

Q を意： この操作を実行すると、[^1〇 ^>'ライブ上のすべてのデータが失われます。 

^ メモ： この手順は、お使いのコンピュータを RAID 構ぶ付きでま文された場合にのみ実行可能です。 

1. コンピュータを RAID ちかモードに設をします （「 コンピュータを RAID ち効モードに詔をするちま I をを聞）。 

2. スタートボタンをクリックし、プログラム-> I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

3. 揉ホメニューオプションが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID 有なモードに設定されていません （「 コンピュータを RAID ち効モードに設きずる方 ま 」）。 

4. 巧ホメニューで RAID ボリュームの作巧を選巧して RAID ボリュームの作なウィザードを起動します。 

5. 量巧の画面で次へをクリックします。 

6. ボリューム名を確認し、 RAID レベルとして RAID 5 を選おし、巧へをクリックして続斤します。 

7. Select Volume Location (ボリュームの場所の選巧）画面で、 RAID レベル5のボリュームの作成に使用する最初のハードドライブをクリックし、ち矢印をクリックしまず。 Selected (選択 
巧み)ウィンドウに3台または4台のドライブが表示されるまで2台または3台の追加ドライブをクリックし、ホへをクリックします。 

8. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで Volume Size (ボリュームサイズ)を選巧し、ホへをクリックします。 







9. ボリュームを作成するには 完了 をクリックし、内容の修正を行うには ちる をクリックします。 


10. おしい RAID ボリユーム上にパーテイシヨンを作なするじは 、 Microsoft Windows の手順にがってください。 

RAID ボリユームの削除 

〇 ま 意： この手順を実行すると RAID 1ボリユームは削除されます力{、同時に RAID 1ボリユームが1つのパーテイシヨンを持つ2台の非 RAID ハードドライブに分割され、巧巧のデータフ 
アイルは損なわれずじ残ります。ただし 、 RAID 0または5ボリユームを削除すると、ボリユーム上のすべてのデータがミ肖失します。 

1. スタート ボタンをクリックし、 ブログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager-^ I ntel Matrix Storage Console の顺にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

2. 削除する RAID ボリユームのポリユームアイコンをちクリックし、 Delete Volume (ボリユームの削除)を選巧します。 

3. RAID ポリユームの 削除 ウイザード画面で，ホへをクリックします。 

4. Available (使巧可旨 g ) ボックスで削除ずる RAID ボリユームをハイライト表示しち矢 E ロボタンをクリックして、ハイライト表示された RAID ボリユームを Selected (選巧済み)ボックスに移動 
し、 夕へ をクリックしまず。 

5. ま 了をクリックしてボリュームを削除します。 


RAID 構成への務巧について 


RAID 間の移行は、工場出荷時に設定された RAID 構成からの移巧のみが可能です。すなわち、システムをを义された時に RAID 用に清巧されており、特定の RAID 構成の間で移行する場合で 
す。 



ドライプ 2 をによる RAID0 

ドライプ 3 をによる RAID0 

ドライプ 2 をによる RAID 

1 

ドライブ 3 をによる RAID 5 

ドライブ 2 をによる RAID 

0 


ドライブ2台からドライブ3台への移巧が可 
能 

不可能 

不可能 

ドライブ 3 台による RAID 

0 

不可能 


不可能 

不可能 

ドライブ 2 台による RAID 

1 

RAID 1から RAID 0への移行が巧 
能 

RAID 1から RAID 0への移行が巧能 


RAID 1から RAID 5への移行が可 
能 

ドライブ 3 台による RAID 

5 

不可能 

不可能 

不可能 



RAID レベル0巧成へのお巧 

1. コンピュータを RAID を劾モードに話をします （「 コンピュータを RAID .ち巧化ートしち'おするち;ま I をき鹿）。 

2. スタート ボタンをクリックし、 すぺてのプログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の I 頃にポイントして、 I ntel Storaae Utility を起動 
します。 

巧作 メニューオブシヨンが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID を効モードに設をされていません （「 コンピュータを- RA : 己丰.巧 1- とート亡蒂をするちま I )。 

3. 操作 メニュ ーで巧巧の"ードドライブからの RAID ボリュームの作 巧を選巧して、移行ウィザードを起動します。 

4. 移斤ウィザード固面で巧へをクリックします。 

5. RAID ボリュームの名前を入力する力、、デフオルトをそのまま使用しまず。 

6. ドロップダウンボックスから RAID レベルとして RAID 0 を選巧します。 

RAID ボリュームじ保存する平均めなファイルのサイズに最も近いストリッブサイズを選がします。平均のなファイルサイズがわからない場合は、ストリップサイズとして128 KB を選巧します。 













ドロップダウンボックスから適切なストリップサイズを選巧し、ホへをクリックします。 


ソースハードドライブとして使用するハードドライブを選がします （ RAID ボリューム上に取っておきたいデータファイルまたはオペレーティングシステムファイルが格納されているハードドライブを 
選巧する必要があります)。 

8. Select Source Hard Drive (ソースドドライブの選が）固面で移斤元の/ n - ドドライブをダブルクリックし，巧へをクリックします。 

9. Select Member Hard Drive (メンバー/ \- ドドライブの選が）画面で、 "ー ドドライブをダブルクリックして、ストライプアレイをスパンするメンバードライブを選巧し、巧へをクリックします。 

10. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）画面で、希望する Volume Size (ボリュームサイズ)を選キ尺し、々へをクリックします。 

Q を意： 手順11 で、メンバードライブに格細されているデータはすべて削除されます。 

11. 移斤を開始するには 完了 をクリックし内容の修正を行うには 戻る をクリックします。移斤プロセス中もコンピュータは通常どおりに使用できます。 

RAID レペル1巧成への移巧 

1. コンピュータを RAID ち劾モードに話をします （「 コンピュータを RAID ち効モードに記をするち;ま I をき随）。 

2. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム - » I ntel(R) Matrix Storage Managers I ntel Matrix Storage Console の顺こポイントして 、 Intel Storaae Utility を起動 
します。 

巧作 メニューオブシヨンが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID 有効モードに設定されていません （「 コンピュータを RAID ち効モードに設定する方 ま 」）。 

3. 揉巧 メニューで 巧巧のドドライプからの RAID ボリュームの巧 ホをクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4. 景なのち行ウィザード国面でホへをクリックします。 

5. RAID ボリュームのを前を入力するか、デフォルトをそのまま使用します。 

6. ド□ップダウンボックスから RAI D レベルとして RAID 1 を選巧します。 

ソースハードドライブとして使用するハードドライブを選がします （ RAID ボリューム上に取っておきたいデータファイルまたはオペレーティングシステムファイルが格納されているハードドライブを 
選巧する必要があります)。 

7. Select Source Hard Drive (ソースドドライブの選が）固面で移斤元の/、ードドライブをダブルクリックし、次へをクリックします。 

8. Select Member Hard Drive (メンバー/ \- ドドライブの選が)固面で、/、ードドライブをダブルクリックして、構な内でミラーとして使用するメンバードライブを選巧し、巧へをクリックします。 

9. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）画面で.希望するボリュームサイズを選巧し、巧へをクリックします。 

Q を意： 手匪 1 Q で、メンバードライブに格納されているデータはすべて削除されます。 

10. 移斤を開始するには 完了 をクリックし内容の修正を巧うには 巧る をクリックします。移斤ブロセス中もコンピュータは通常どお川こ使用できます。 

RAID レベル5構成へのを巧 

1. コンピュータを RAID ちかモードに設ホします （「 コンピュータを RAID ちな1+ —ドに詔をする方ま I をき鹿）。 

2. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の I 煩にポイントして 、 I ntel Storaae Utility を起動 
します。 

巧作 メニューオブシヨンが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID ちなモードに設定されていません （「 コンピュータを RAID を効モードに設まずる方法 」）。 

3. 揉ホ メニューで 巧存の/ドドライプからの RAID ポリュームのホ巧 をクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4. 贾巧の移行ウィザード国面でホへをクリックします。 

5. RAID ボリュームのを前を入力するか、デフォルトをそのまま使用します。 

6. ドロップダウンボックスから RAID レベルとして RAID 5 を選巧します。 

ソースハードドライブとして使巧ずるハードドライブを選巧します （ RAID ボリューム上に取っておきたいデータファイルまたはオペレーティングシステムファイルが格納されているハードドライブを 
選がする必要があります)。 








7. Select Source Hard Drive (ソースハードドライブの選択)画面で移行元のハードドライブをダブルクリックし、次へをクリックします。 


8. Select Member Hard Drive (メンバーハードドライブの選巧)画面で、2台または3台のドライブをダブルクリックして、構な巧で使用するメンバードライブを選巧し、 々へ をクリックしま 
す。 

9. Specify Volume Size (ボリュームサイズの巧定）画面で、希望するボリュームサイズを選がし、ホへをクリックします。 

〇 を意： 手順10 で.メンバードライブに格油されているデータはすべて削除されまず。 

10. 移斤を開始するには 完了 をクリックし内容の修正を行うには R る をクリックします。移斤プロセス中もコンピュータは通常どおりに使用できます。 

スペアハードドライブの作成 

〇 ホ 意： スペアドドライカま、それがサポートする RAID 構肋こなわれている2台のドライブのうちの大きいちとルなくとも同にサイズである必要があります。そうでないと、スペア/\-ドドラ 
イブは機能しません。 RAID ユーティリティは、ユーザーが選巧したドライブのサイズが十分かどうかの通そ日を行いません。 

スペアハードドライブは、 RAID レベル1清巧で作成できます。スペアハードドライブはホペレーティングシステムからは認識できません力 <、 Disk Manager または Intel RAID Option ROM ユー 
ティリティを使うと表示されまず。 RAID レベル1捷巧のメンバーディスクに障害が発生すると、コンピュータはな廣したメンバーの交換ディスクとしてスペアドライブを使巧し、ミラー構成を自動脚こ再構 
委します。 

ドライブをスペア M - ドドライブに指定するには、次の手順を実行します。 

1. スタート ボタンをクリックし、 ブログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager-^ I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

2. スペア"ードドライブに巧定するハードドライブを右クリックします。 

3. Mark as Spare (スペアに指定)をクリックします。 

スペア/、ードドライブのスペア指定をお除するには、巧の手順を実斤します。 

1. スペア M - ドドライブのアイコンをちクリックします。 

2. Reset Hard Drive to Non-RAID (ハードドライブを非 RAID にリセットする)をクリックします。 

劣化した RAID レベル1または5巧成の再巧集 

スペア/、— ドドライブがない コン ピュ —夕で RAID レベル1または5ボリュームの劣化が報告された場合は、 コン ピュータの冗長性ミラーを新しし、ハードドライブに手動で再構築できます。 

1. スタート ボタンをクリックし、 プログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager-^ I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

2. RAID レベル 1 または 5 ボリュームの再構勸こ使用する利用可能な/ \- ドドライブをちクリックし、 Rebuild to this Disk (このディスクに再構重する）をクリックします。 

3. RAID レベル1または5ボリュームの再清築中もコンピュータは使用できます。 


I ntel© RAID Option ROM ューティリティを使巧してコンピュータを RAID 用に構成する方法 

ft ホ 意： な下の手順で RAID 構巧を作なすると、お巧いのハードドライブ上のデータはすべて消ちされまず。続斤する前に、必要なデータのバックアップを巧ってください。 

A ま 意： 次の手順は、オペレーティングシステムの再インストールを巧う場合にのみ実行してください。巧の手順は、既存のストレージ構成を RAID レベル0構成に移行する目めでは使用しな 
W ぃでくださぃ。 

RAID レベル0巧成の作成 

〇 を 意： な下の手順で RAID 構成を作成すると、おほいの"ードドライブ上のデータはすべて消去されます。続行する前に、必要なデータのバックアップを巧って〈ださし、。 

1. コンピュータを RAID をが!モードに設ずします （「 コンピュータを RAID を効モー円こ設定するちま I ホ参鹿）。 

2. Intel RAID Option ROM ューティリティの起動を求めるプロンプトが表示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

3. 上下矢印キーを}甲して RAID ボリュームのかホ をハイライト表示し < Enter > を巧します。 


4. RAID ボリユームの名前を入力する力、、デフオルトをそのままほ用し、 < Enter > を巧します。 




5. 上下ち印キーを押して RAI DO ( ストライプ ) をハイライト表示し、 < Enter > を巧します。 

6. 3台な上の/\-ドドライブが利用可能な場合は、上下矢印キーとスぺースバーを押して、構巧にほ用する2台または3台のドライブを選巧し、 < Enter > を押します。 

RAID ボリュームじ巧巧する平均的なファイルのサイズに最も近いストリツブサイズを選がします。平均的なファイルサイズがわからない場合は、ストリップサイズとして128 KB を選がします。 

7. 上下矢印キーを押してストリップサイズをををし、 < Enter > を押します。 

8. ボリュームじ指をしたい容量を選巧し、 < EntGr > を押します。デフホルト値は、利届可能な畳大サイズです。 

9. < Enter > を巧してボリュームを作ぶします。 

10. < y > を押して、 RAID ボリュームを作なすることを確認します。 

11 .Intel RAID Option ROM ューティリティのメイン画面じ正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

12. 上下矢印キーを押してが了を選巧し、 < Enter > を巧します。 

13. オペレーティングシステムホインストールします （「 Windows XP の巧インス!ル I をを熙）。 

RAID レベル1巧成の作成 

〇 ま意： な下の手順で RAID 構成を作成すると、おほいの"ードドライブ上のデータはすべて消去されます。続行する前に、必要なデータのバックアップを巧って〈ださし、。 

1. コンピュータを RAID 有効モードに設まします （「 コンピュータを RAID 有効モードに謡定する方ま J を参照）。 

2. Intel RAID Option ROM ューティリティの起動を巧めるプロンプトが表示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

3. 上下矢印キーを押して RAID ボリュームの作巧 を M イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

4. RAID ボリュームのを前を入力する力、、デフォルトをそのまま使用し、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを押して RAID 1 ( ミラー） を選巧し、 < Enter > を押します。 

6. 3台な上のハードドライブが利用可能な場合は、上下矢印キーとスぺースバーを押して、ボリュームの構成に使用する2台のドライブを選おし、 < Enter > を巧します。 

7. ボリュームじ指定したい容量を選がし、 < Enter > を押します。デフォルト値は、利用可能な贾大サイズです。 

8. < Enter > を巧してボリュームを作巧します。 

9. < y > を押して、 RAID ボリュームを作なすることを確認します。 

10. Intel RAID Option ROM ューティリティのメイン画面じ正しいボリューム清成が表示されていることを確認します。 

11. 上下矢印キーを押してな了を選巧し、 < Ente 「> を巧します。 

12. オペレーティングシステムホインストールします （「 Windows XP の巧インス!ル I をを熙）。 

RAID レベル5横成の作成 

〇 ホ意： な下の手順で RAID 構成を作成すると、おほいの/\-ドドライブ上のデータはすべて消去されます。続行する前に、必要なデータのバックアップを巧って〈ださし、。 

1. コンピュータを RAID ち劾モードに設定します （「 コンピュータを RAID ちが)モードに設定する方ま I をき鹿）。 

2. Intel RAID Option ROM ューティリティの起動を巧めるプロンプトが表示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

3. 上下矢印キーを押して RAID ボリュームの作巧 を"イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

4. RAID ボリュームのを前を入力する力、.デフォルトをそのまま使用し、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを}甲して RAID 5( バリティ） を選択し、 < Enter > を押します。 






6. 上下矢印キーとスぺースバーを巧して、ボリュームの構成に使用する3台または4台のドライブを選巧し、 < Enter > を}甲します。 

7. ボリュームじ指定したい容量を選がし、 < Enter > を押します。デフォルト値は、利用可能な贾大サイズです。 

8. < Enter > を巧してボリュームを作巧します。 

9. < y > を押して、 RAID ボリュームを作成することを確認します。 

10. I ntel RAI D Option ROM ユーティリティのメイン国面に正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

11. 上下矢印キーを押してな了を選巧し、 < Ente 「> を巧します。 

12. オペレーティングシステムをインストールします （「 Windows XP の再インストール 」 を参照）。 

RAID ボリュームの削除 

Q ホ意： この操作を実斤すると、[^1〇 ^>'ライブ上のすべてのデータがえわれます。 

〇 ホ 意： お使いのコンピュータが現在 RAID で起動している場合 、 Intel RAID Option ROM ユーティリティを使届して RAID ボリュームを削除すると、コンピュータは起動できなくなります。 

1 .Intel RAID Option ROM ユーティリティの起動を求めるプロンプトが表示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

2. 上下矢印キーを押して RAID ポリュームの削 おを"イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

3. 上下矢印キーを押して、削除する RAID ボリュームをハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

4. < y > を押して、 RAID ボリュームを削除することを確認します。 

5. < Esc > を押して Intel RAID Option ROM ユーティリテイを終了します。 
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バッ了リー 

Dell PrecisiorT" Workstation 490ューザーズガイド 

♦ バッテリーについて 
• バッテリーの交換 

A 警告： 『把品 情報 ガイド』のま全にお巧いいただ<ためのま 意 事項に従い、この巧の手旧を曲巧してください。 

^ 警告： 巧■防止のため、カバーを曲<前に化ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

A 警告： 巧しし、バッテリーは、正しくち着しないと巧なするおそれがわ y ます。巧度するバッテリーは、メーカーが推ちする型、またはこれと同#のが品をご巧用ください。巧用巧 
^ みの バッテリーは、 製造元の 巧示にがって 巧棄 してください。 

〇 を意： コンピュータ巧卽の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


バッテリーについて 

コイン型バッテリーは.コンピュータの設定、日付、時刻の情報を保持します。バッテリーの寿命は巧年です。 

コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時刻と日付情報をリセットしたり、な下のメッセージのいずれかが表示される場合は、バッテリーを空換する必要がある場合があります。 

Time-of-day not set - please run SETUP program (日時が設定されていません。セットアッブユーティリティを実行してください。） 

または 

pllase rurSETUP program (i。 知 f 三 2" 定情報一七ットァッブューティリティを実行してください。） 

または 

F2 to run the setup utility (続巧するには FI キーを、セットアッブユーティリティを実巧するには F2 を巧してください。） 

バッテリーの交換が必要かどうか確認するには、セットアップユーティリティで日付と時刻を再入力し、プログラムを終了してその情報を巧巧します。コンピュータの電源を切り、コンセントから2〜3時 
間外しておきます。次に、コンピュータをコンセントじ接統しなおし、電源を入れてセットアップユーティリティを起動します （「セットアッブ‘ユーテと J テ; LI を参照）。セットアップユーティリティにき示される日 
付と時刻が間違っている場合は、バッテリーを交換します。 

バッテリーがなくてもコンピュータは動巧しまずが、電源をホフにしたり、コンセントから電源プラグを巧しザこ場合、コンピュータ設定情報は消去されます。その場合、セットアップユーティリティを起動して 
(「 セットアップユーティリティ J を参.聞)、設定ホブシヨンを再設定しなければなりません。 


バッテリーの交換 

1. セットアップューティリティじある設定情報を記録してし々い場合は、それを書き留めます （「 セットアップューティリティ 」 を参照）。 


2. 「 作業を開おする前にI の丰 I 旧に従います。 

3. コンピュータのカバーホ取りかします （「 コンピュータカバーのおりがし I をき照）。 


4. バッテリーソケットの位置を確認します （「 システム某巧のコンポーネントI ホを照）。 

5. 必要に応じて、バッテリーソケットへのアクセスの邪魔になるケーブルをすべてがします。 

© を意： 先端の銳< ない道具を使用してバッテリーをソケットから取り出す場合は、道具がシステム基板に触れないようを意してください。バッテリーを取り出ず前に、道具がバッテリーとソケット 
の間に挿入されていることを確認して〈ださい。確認しないと、ソケットをこに開けたり、システム基キ反の回路トレースを镇したりして、システム基板を損傷するおそれがあります。 

Q ホ意： バッテリーの取りがしの際には、バッテリーコネクタがが損しないようじしっかりミえてくださし、。 

6. コネクタのプラス側をしっかり押して、バッテリーコネクタをまえます。 


7. プラス側のバッテリーコネクタを支えながら、バッテリータブをプラス測のコネクタの方から持ち上げて、マイナス側コネクタの固定タブからかします。 














1 

システムバッテリー 

2 

プラス （+ ) 側のバッテリーコネクタ 

3 

バッテリーソケットタブ 

4 

バッテリーソケット 


Q ま意： バッテリーの取り付けの瞭には、バッテリーコネクタが破損しないようにしっかりまえて〈ださい。 

8. コネクタのプラス測をしっかり巧して、バッテリーコネクタをまえます。 

9. プラス側を上にしてバッテリーを持ち、コネクタのプラス側にある固定タブの下にスライドさせます。 

10. 所定の位置にカチッと収まるまでバッテリーをコネクタに巧し込みます。 

11. コンピュータのカバーを取り付けます （「 コンピュータカバーの取り巧け 」 を参照）。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接結して、電源を入れます。 

13. セットアッブユーティリティをお動し （「 セットアップユーティリティ I をを暖） . 丰 M 目1 で記録しも設をに扇します。 

14. 古いバッテリーは適切に廃棄します。詳細については、『製品情報ガイド J を参照してください。 


自次ぺ~ジに戻る 
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作業を開始する前に 

Dell PrecisiorT" Workstation 490 ューザーズガイド 

♦ 推獎ツール 

• コンピュータの電源を切る方ま 
♦ コンピュータ内部の作業をおめる前に 

本章では、お使いのコンピュータの部品の取り外しと取り付けの手順について説巧します。賴こ指示がない限り、それぞれの手順では W 下の条件を满たしていることを前提とします。 
I r コンピュータの電源を切る方ち I と 「 コンピュータ内部の作業をおめる前に I の丰順をすでに完了していること。 

I Del | TM の『製品情報ガイド』のま全に関する情報をすでに読んでいること。 


推奨する工具と ツール 

本書で説明する操巧には、な下のようなツールが必要です。 
I 小型のマイナスドライバ 
I プラスドライ/く 

I フラッシュ BIOS アップデートプログラムの CD 


コンピュータの電源を切る方法 

Q を意： データの損失を防ぐため.開いてし、るすべてのファイルを保巧してから閉じ、実行中のすべてのプログラムを終了してから、コンピュータの電源を切ります。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンするには、巧の手順を実斤します。 

a . 開いてし、るすべてのファイルを保存してから閉に、実行中のすべてのプログラムをお了します。次に、 スタート ボタンをクリックして、 巧了オプション をクリックします。 

b . コンビュータの■巧を切る ウィンドウで、 ■巧を切る をクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウン処理が完了すると、コンピュータの電源が切れます。 

2. コンピュータとすべての周辺磯器の電源が切れていることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンした際に、コンピュータおよび取り付けられているデバイスの電源が自動のに 
切れなかった場合は、ここでそれらの電源を切ります。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 

身体のを全を守り、コンピュータを損傷から巧塞するために、次のを全に関するま意事勒こがってください。 

A 善を： 『製品情報ガイド』のま全にお巧いいただ < ためのま意事項に従い、この巧の手旧を曲巧してください。 

© を 意： 卽品や力ードは T 寧に取り巧ってください。力ード上の部品や接続部分には触れないでください。力ードを持つ隐は縁を持つか、金属製の取り付けブラケットの部分を持って < ださい。プ 
□セッサチップなどの部品を持つ晩ホ、ピンではなく縁を持ってください。 

〇 を 意： コンピュータの修理は、認可されたお術をのみが行ってください。デルが認可していないサービスによるな障は、保証の対をになりません。 

〇 を 意： ケーブルを巧<晩ま、コネクタまたはストレイソ川ーフルーブの部分を持ち、ケーブルそのものを引っ張らないでください。ケーブルじよっては、ロックタブ付きのコネクタがあるケーブル 
もあります。このタイプのケーブルを取りかすときは、ロックタブを押し入れてからケーブルを巧きます。コネクタをかずときは、コネクタピンを曲げないようじまっすぐに引き巧きます。また、ケー 
ブルを接続するときは、両方のコネクタがまっすぐに向き合っていることを確認して〈ださい。 

の を 意： コンピュータの損協を防ぐため、コンピュータ内部の作業を始める前に、次の手順を実行します。 

1. コンピュータホシャットダウンします （「 コンピュータの雷源を切る方ま I を参照）。 

^ ホ意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次にケーブルをネットワークデバイスから外します。 

2. 電話ケーブルやネットワークケーブルをすべてコンピュータから取り外します。 

3. コンピュータ、および取り付けられているすべてのデバイスの電源コードを、コンセントから巧きます。 


4. 電源ボタンを押して、システム基板の電気を逃がします。 












A 警告： 巧 ■ 防止のため、カバ - を M く前に化ず、コンピユ — 夕の ■» プラグをコンセントからをいてください。 

〇 ま意： コンピュータ巧卽じ触れる前に、コンピュータ背面の金属部など塗装されていない金属面に触れて、身化の詩電気を逃がして〈ださい。作業中も、定期的に塗装されていない金属面に触 
れて、内蔵コンポーネントを損傷するおそれのある詩電気を逃がしてください。 
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力ード 

Dell PrecisiorT" Workstation 490 ューザーズガイド 

♦ 植張力ードのサポート 
• 拡張力ードの取り付け 
♦ 巧 i 張力ードの取り外し 

^ 警告： 『把品情報ガイド J のまをにお巧いいただくためのを*辜巧に従い、この巧のキ旧を M 巧してください。 

^ 警告： 巧■防止のため、カバーを曲く前に化ず、コンピュータの■おプラグをコンセントからはいてください。 

〇 を意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


拡お力ードのサポート 

お巧いの Deir " コンピュータには、 PCI および PCI Express 力ード用に次のス□ットが装棉されています。： 

I PCI 力ードスロット xl 
I PCI Express xl 6 力ードスロット X 1 
I PCI Express x 8 力ードスロット （ x 4 国己線） x 2 
I PCI - X 力ードスロット x 2 

デスクトップモード：スロット2〜4はフルレングスカード （PCI Express xl 6 スロット XI 、 PCI Express x 8 スロット x しおよび PCI x 1) をサポートし、スロットし5、および 6 はハーフレングス 
力ード （ PCI - X スロット x 2、 および PCI Express x 8 スロット x 1) をサポートします。 

タワーモード：スロット2〜5はフルレングスカード （PCI Express xl 6 スロット xl、PCI Express x 8 スロット x し PCI Express xl 6 スロット xl , および PCI スロット x 1) をサポートし、スロット 
1および6はハーフレングスカード （ PCI - X スロット XI 、および PCI Express x 8 スロット xl ) をサポートします。 



pa、PCI Express 、 または PCI - X 力ードの取り优ナや交換を巧う場合は、 「拡張力ードのを吐出±」 を参照してください。 Pa、PCI Express 、 または PCI - X 力ードの交換ではな < 取り外しを巧う場 
合は、 r 宇 也張力ードの取り外し 」 を参照してください。 

力ードを取り付ける前に、力ードの構成、巧卽接続、またはお使いのコンピュータに合わせてカスタマイズする方法について、力ードに付属のマニュアルを参照してください。力ードを交換する場合は、力一 
ドの巧巧のドライバをアンインストールします。 


拡張カードの取り付け 

1. 「 作業を開始ずる前に ■! の手順にないます。 

2. コンピユー々のカバーを取りかします （「 コンピユータカバーの おりかし I を参睛）。 

3. ハードドライブキヤリアを回乾させて.コンピユータから取りかします （「 ハードドライブ キヤリアを回転 させてコンピユータから巧りかすち ま I をき照）。 

4. 力ード保持ドアの両方のリリースタブを挟むようじ押し、ドアを開きます。 

ドアは固定まなので、開いてもかれません。 



















1 

力ードな持ドア 

2 

リリースタブ 


5. 新ししけードを取り付ける場合は、フイラーブラケットを取りがして、力ードスロット開口卽を作ります。次に 丰順7 に進みます。 



1 

リリースタブ 

2 

力ードな持ドア 

3 

位置合わせバー 


位置合わせガイド 

4 

メモ： ミ全性をより確実にするために、位置合わせガイド(逆向きのネジ)を取り巧して、正しし巧を上にして綿め、力ードを固定します。 

5 

フイラーブラケット 


Q を 意： 必ず固定タブをかしてから力ードを取り巧して〈ださい。力ードを正しく取りかさないと、システム基板が損傷することがあります。 


6. コンピュータに取り付けられたカードを交換する場合は、次の手順でカードを取りかします。 

a . 必要に応じて、力ードに接結されたすベてのケーブルを巧しまず。 

b . 力ードがフルレンヴスの場合は、フアンケースの巧置合わせガイドの端にあるリリースタブを巧します。 

C. コネクタにリリースタブがある場合は、力ード上端の角をつかんでリリースタブを}甲し、コネクタから引き巧きます。 


































































7. 取り付けるカードを準楠します。 


力ードの構巧、内部巧続、またはお使いのコンピュータに合わせてカスタマイズする方まについては、力ードに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

A 警吿： ネットヮークアダプタの中には、ネットヮークに巧なすると自曲的にコンビュータをち » するものがあ y ます。巧 ■ を巧ぐため、力ードを巧 y かける前に、コンビュータの ■ 
心 巧プラグをコンセントから巧いていることを巧度してください。 

8. 力ードがフルレングスの場合は、力ードのフアンケースについてし、るプラスチック製の力ードガイドの間に合わせまず。 

9. 力ードの位置がス□ットと揃い、固定タブがある場合は固定スロットと揃うようにします。 

10. 力ードをコネクタに置き、しっかりと巧し下げまず。力ードがスロットにしっかりと装着されていることを確認しまず。 

力ードスロットにリリースタブがある場合は、リリースタブを引きます。 



1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていないカード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 


11. 力ード保持ドアを閉じる前に、巧のことを確認します。 

I すべての力ードとフイラーブラケットの上端が、位置合わせ/く一と揃っている。 

I 力ードまたは フイ ラーブラケット上端の切り込みが、位置合わせガイドとかみ合っている。 

^ メモ： ま全性をより確実じするために、位置合わせガイド(逆向きのネジ)を取り外して、正しい方を上にして鋪め、力ードを固定します。 



1 

力ード保持ドア 

2 

リリースタブ 

























































12. 力ード保持ドアを所定の位置に戻して、カチッと固定します。 


Q ま意： カードケーブルは、カードの上やを側に配線しないでください。ケーブルをカードの上に配線すると、コンピュータカバーカ{きちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原因になります。 

13. 必要なすべてのケーブルを力ードに接結します。 

力ードのケーブル接続につい口よ、力ードにか属してしぶマニュアルを参,昭してください。 

14. カードをハードドライブキャリアに近いスロットに取り巧けた場合、ケーブルその他のはみ出しじよってカード保持機構の完全な装着が撕ずられる可能性がないかどうかを確認します。抑ずられ 
る可能性がある場合は、次の手順を実行します。 

a . 力ード保持锁構を/ \- ドドライブキャリアから引き上げて離します。 

b . 力ード保持裸構の下部、/ \- ドドライブキャリアのそばじあるリムーバブルカード保持デバイスの位置を確認します(装着されてし巧場合）。 

C. リムーバブルカード保持デバイスを親指と人差し指でつかみ、先端を押し込んだ状態で、リムーバブルデバイスをカードな持磯構から引き出します。 



1リムーバブルカード保持デバイス 
2カード保持撒構 

15. ハードドライブキャリアを回乾させて.コンピュータに取りがけます （「 ハードド ライブキャリアを回記させてコンピュータに取りがける方ま I をを照）。 

16. すべてのコネクタが正しく接続され、しっかりと固定されてし、ることを確認します。 

Q を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

17. コンピュータカバーを取り付け （「 コンピュー》カバーの取りせ け 」を参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 

18. サウンドカードを取りかけた場合は、次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し ( r セットアップユーティリティ _!を参照）、 Integrated Audio (内蔵才ーディオ)を選巧して、設定を〇け(オフ）にを要します。 

b . が付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。かがけオーディオデバイスは、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、またはライン入力 
コネクタには接続しないでください。 

19. ネットワークアダプタを取りがけたため、内蔵ネットワークアダプタを無础こする場合は.次の手順を実巧しまず。 

a . セットアップユーティリティを起動 ur セットアップユーティリテ" を参照）、 Integrated NIC (内蔵 N 1 C ) を選巧して、設定を〇け(オフ)に変更します。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接結します。ネットワークケーブルは、背面パネルのネットワークコネクタじは接結しないでください。 

20. 力ードのマニュアルの説明に従って、力ードに必要なすべてのドライバをインストールします。 


拡張カードの取り外し 


1. 「 作業を開妃す る前に I の丰 I 旧に従います。 


2. コンピュータのカバーホ巧りかします （「 コンピュータカ/く一のおりかし I をき照）。 


3. ハードドライブキヤリアを回乾させて、コンピュータから取り巧します （「ハードドライブキャリアを回転させてコンピュータから取り外す方法」 を参照）。 


4. 力ード保持ドアの両方のリリースタブを挟むように巧し、ドアを開きます。 
ドアは固定まなので、開いてもかれません。 














1 

リリースタブ 

2 

力ードな持ドア 

3 

位置合わせバー 


位置合わせガイド 

4 

メモ： ミ全性をより確実にするために、位置合わせガイド(逆向きのネジ)を取り巧して、正しし巧を上にして綿め、力ードを固定します。 

5 

フイラーブラケット 


5. 巧の手順でカードを取りかします。 

a . 必要に応にて、力ードに接結されたすベてのケーブルを巧します。 

b . 力ードがスレレングスの場合は、フアンケースの位置合わせガイドの端にあるリリースタブを巧します。 

C. コネクタにリリースタブがある場合は、力ード上端の角をつかんでリリースタブを押しコネクタから引き巧きます。 

6. 力ードを取りがしたままにする場合は、をの力ードスロット開口部に フィ ラーブラケットを取り付けます。 

じ メモ： コン ピュータの FCC 認証を満たすため、フィラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、 コン ピュータをほこりやゴミか 
ら保護できます。 

7. 力ード保持ドアを閉じる前に、巧のことを確認します。 

I すべての力ードと フィ ラーブラケットの上端が、は置合わせバーと揃っている。 

I をカードまたは フイ ラーブラケット上端の切り么みが、位置合わせガイドとかみ合っている。 


^ メモ： ま全なをより確実じするために、位置合わせガイド(逆向きのネ义を取り外して、正しい方を上にして締め、力ードを固定します。 
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1 

力ードな持ドア 

2 

リリースタブ 


8. カード保持ドアを所定の位置に戻して、カチッと固定します。 

Q を意： 力ードケーブルは、力ードの上や後側に配線しないでください。ケーブルを力ードの上に配線すると、 コン ピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原因になります。 

9. 必要なすべてのケーブルを力ードに接結します。 

力ードのケーブル巧続につい口よ、力ードにが属してし、るマニュアルを参,昭してください。 

10. すべてのコネクタが正しリ童続され、しっか y と固定されていることを確認します。 

11. M - ドドライブキャリアを回幸おせて、所定の位置に取りけけます （「 / N - ドドライブキャリアを回転させてコンピュータじ取り付ける方; ま 」 を参照）。 

Q を意： ネットワークケーブルを抵抗するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12. コンピュータカバーホ取 LJ かけ （「 コンピュータカバーの取りがけ I をを昭）、コンピュータとデバイスをコンセントに巧結して.電源を入れます。 

13. 取 y がした力ードのドライバをアンインストールします。特殊な手順につい口ま.力ードに付属のマニュアルを参障.してくださし、。 

14. サウンドカードを取りがした場合は、巧の手順を実斤します。 

a . セットアップユーティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ I を参照 ）. Integrated Audio (内蔵才ーディホ)を漂がして.設ホを On (オン）にを要します。 

b . が付けオーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのオーディホコネクタに接続します。 

15. ネットワークアダプタカードを取り巧した場合は、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動 ur セットアップユーティリテ" を参照 ）、 Integrated NIC (内蔵 N 1 C ) を選巧して、設定を On (オン）に変更します。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータ背面パネルのネットワークコネクタに接続します。 


目次ページに戻る 
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CD および DVD のコピー 

Dell PrecisiorT" Workstation 490 ューザーズガイド 

^ イモ： CD や DVD を巧なする場合は、必ずすベての著作権まに巧ってください。 

本項は CD - RW 、 DVD +/- RW 、 または CD - RW / DVD コンボドライブを持つコンピュータにのみ適用されまず。 

^ メモ： デルが提供する CD ドライブまたは DVD ドライブの種観ま、国によって異なる場合があります。 

レ: TF の説明では CD や DVD の完全なコピーを作成する方法を示しています。コンピュータの才ーディオファイルから音楽 CD を作巧したり、重要なデータをバックアップするなど、別の目めで Sonic 
DigitalMedia を使巧することもできます。詳細については 、 Sonic DigitalMedia を開き、ウィンドウのち上角じある疑問巧け）アイコンをクリックしてくださし、。 


CD または DVD のコピー方ま 

b メモ： CD - RW / DVD コンボドライブは DVD メディアへの書き込みができません。 CD - RW / DVD コンボドライブを使用していて、書き込みの際に問題が発生した場合は、 
www.sonicjapan.co.jp の Sonic サポートウェブサイトで利用可能なソフトウェアパッチを確認して〈ださい。 

Dell …コンピュータに取り付けられている DVD 書き込み巧能ドライブでは、 DVD +/- R 、 DVD +/- RW 、 および DVD+R DL (二層)メディアへの書き込みと読み取りが可能ですが、 DVD - RAM または 
DVD-R DL メディアへの書き込みはできず、読み取りもできない場合があります。 

^ メモ： ほとんどの巿販の DVD はき作おで保護されているため、 Sonic DigitalMedia をな用してコピーすることはできません。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラムー Sonic 一 DigitalMedia Projects ( DigjtalMedia プロジェクト)の 順 じポイントしてから、 バックアップ をクリックします。 

2. コピー タブで、 Disc Copy (ディスクの/くックアップ)をクリックします。 

3. CD または DVD をコピーするには、次の手順を実巧します。 

I CD または DVD ドライブカ 《 1台の場合は、設定が正しいことを確認して、 Disc Copy (ディスクのバックアップ)ボタンをクリックしまず。ソースの CD や DVD が読み取られ、データ 
がコンピュータのハードドライブにある一時フォルダじコピーされます。 

ブロンブトが表示されたら、ドライブにをの CD または DVD ディスクを挿入して、 OK をクリックしまず。 

I CD または DVD ドライブカ 《 2台ある場合は、ソースの CD や DVD を挿入したドライブを逞巧して、 Disc Copy (ディスクのバックアップ)ボタンをクリックします。ソースの CD や 
DVD のデータがをの CD や DVD にコピーされます。 

ソースの CD や DVD のコピーが お 了したら、巧成した CD や DVD が自動的に取り出されます。 

空の CD および DVD の使い方 

CD - RW ドライブでは CD 記録メディア（高速 CD - RW をさむ）にしか書き化みができませんが、 DVD 書き込み可能ドライブでは CD と DVD の両方の記録メディアに書き込みができます。 

音楽を録音したり、データファイルを永义保存する場合は、 をの CD - R を使用します。作巧した CD - R には再度書きをむことができません(詳細じついては、 Sonic のマニュアルを参照してください）。 
CD に書きをんだり、 CD のデータの消去、書換え、更新を巧う場合は、まの CD - RW を使用します。 

をの DVD +/- R を使巧すると、大量の情報をホ义巧巧することができます。ディスク作成ブロセスの最挺段階でディスクを「ファイナライズ」またはけ□-ズ」した場合は、作成した DVD +/- R ディスク 
に再度書き込むことができません。そのディスクの情報ををで消去したり、書き換えたり、アップデートしたりずる場合は、をの DVD +/- RW を使用して〈ださい。 

CD 書き込み可おドライブ 


メディアの種届 

読み取り 

書き込み 

書き換え可化 

CD-R 

〇 

〇 

X 

CD-RW 

〇 

〇 

0 


DVD 書き込み可おドライブ 


メディアの種毎 

読み取り 

書き込み 

書き#え可化 

CD-R 

〇 

0 

X 

CD-RW 

〇 

0 

〇 

DVD+R 

〇 

0 

X 

DVD-R 

〇 

0 

X 

















DVD+RW 

〇 

0 

〇 

DVD-RW 

〇 

0 

〇 

DVD+R DL 

〇 

0 

X 

DVD-R DL 

場合じよる 

X 

X 

DVD-RAM 

場合じよる 

X 

X 


役に立つヒント 


I Microsoft ® Windows ® エクスプローラでファイルを CD-R や CD-RW にドラッグアンドドロップする場合は、まず Sonic DigitalMedia を起動して DigitalMedia プロジェクトを開いて< 
ださし、。 

I 通常のステレオで再まする音楽 CD を作成するには、 CD-R を使用してください。 CD-RW は、ほとんどの家庭用ステレホや力ーステレオでは再生できません。 

I Sonic DigitalMedia では、才ーディオ DVD を作成することはできません。 

I 音楽 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤー、または MP 3 ソフトウェアがインストールされたコンピュータでのみ再生することができます。 

I ホームシアターシステム用の市販の DVD プレーヤーでは、利用巧能なすべての DVD フォーマットがサポートされていない可能性がありまず。お使いの DVD プレーヤーでサポートされて 
いるフォーマットの一黄については、 DVD プレーヤーに付属のマニュアルを参照するか、または製造元にお問い合わせください。 

I をの CD-R や CD-RW を最大容量まで巧かないでください。たとえば、650 MB のファイルを容量が650 MB のをの CD じコピーしないで〈ださい。 CD-RW ドライブは、録音を完了させる 
ために1〜2 MB のブランクスぺースを必要とします。 

I CD の録音巧術に慣れるまで 、をの CD-RW を使用して CD への録音を練習してください。間違えた場合は、 CD-RW のデータをミ肖去してやり直すことができます。また、音楽ファイルプロ 
ジェクトををの CD-R に永义保存する場合には、をの CD-RW を使用してプロジェクトをテストできます。 

I 追加情報については、 www . sonicjapan . co . jp の Sonic ウェブサイトを参照して〈ださし、。 
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コンピュータのクリーニング 

Dell Precision ™ Workstation 490ユーザーズガイド 

♦ コンピユータ、キーボード、およびモニター 

• マクス 

♦ フロッピードライブ 

♦ CD および DVD 

^ 警告： 『が品情巧ガイド J のまをにお巧いいただ<ためのを意事巧に従い、この巧のキ旧を闻巧してください。 


コンピュータ、キーボード、およびモニター 

A 警吿： コンピュータをクリーニングするがに、コンピュータの■源ケーブルをコンセントからなきます。コンピュータのクりーニングには、水で湿らせた柔らかい布をおない<ださ 
^ し、巧体クリーナーやエアゾールクリーナーはな用しないでください。巧巧せ巧資を含んでいる場をがあります。 

I 圧縮ま気のスブレーを巧巧して、キーボードのキーの間にあるほこりを除去します。 

Q を意： 反が防止コーティンヴの損傷を防ぐため、ディスプレイを石験やアルコールではかないでください。 

I モニター画面をクリーニングするには、水で轻〈湿らした柔らか<て清潔なホをほいます。または、画面クリーニング専用ティッシュや、モニターの帯電防止コーティング用に適した落巧を使ってく 
ださい。 

I キーボード、コンピュータ、およびモニターのプラスチック部分は、水と中性;夜体洗剤を3巧1で;’居ぜ合わせた落；巧で湿らした柔らかくて清;萬なクリーニングホを使ってがきます。 

クリーニング布を浸さないでください。またコンピュータやキーボードの巧部に水が入らないようじして〈ださし、。 


マウス 

Q ホ意： マウスは、コンピュータからあらかじめ外してからクリーニングしてくださし、。 

画面の力ーソルが巧んだり、異常な動きをする場合は、マウスをクリーニングします。 

光学式でないマウスのクリーニング 

1. まめたクリーニング;巧で湿らしたホを巧って、マウスのか側をクリーニングします。 

2. マウスの底のお持リングを反時計回りに回して、ボールを取り外します。 

3. 清漂で糸くずの出ないホでボールを试きます。 

4. ボールケージを啓く吹くか、圧縮を気のスプレーをほ用して、ほこりや糸くずを取り除きます。 

5. ボールケージ内側の□-ラーに巧れがせ積してし、る場合は、イソプロピルアルコールを辑く含ませた綿棒で取り除きます。 

6. □-ラーが溝からずれてしまった場合は、中央になおします。綿棒の綿毛が口ーラーに残っていないことを確認します。 

7. ボールと保挣シグを取り付けまず。カチッと所定の位置に収まるまで、保持リンヴを時計回りに回します。 

オプティカルマウスのクリーニング 

薄めたクリーニング巧で湿らした布を使って、マウスのが側をクリーニングします。 


フロッピードライプ 

〇 ホ意： 綿棒でドライブヘッドを巧かなし巧ください。誤ってヘッドがずれてしまい、ドライブが動かしな<なる場合があります。 

巿販のクリーニングキットを使ってフロッピードライブをきれいじします。市販のキットにはる常の動作中じ付着した巧れを取り除<よう前処理されたフロッピーディスクが入っていまず。 









CD および DVD 


〇 ま意： CD / DVD ドライブのレンズの手入れ(こは必ず圧縮を気を使用し、圧縮空気スプレーにが属しているマニュアルの手順に従ってください。ドライブのレンズには絶対に触れないでくださ 
W ぃ。 

CD や DVD がスキップしたり、音質や画質のあ下がみられる場合は、ディスクをクリーニングしてみます。 

1. ディスクの外側の縁を持ちます。中央の巧の縁に触れることもできます。 

〇 ま 意： 円を描くようにディスク封まくと、ディスク表面に協をがけるおそれがあります。 

2. 糸くずの出ない柔らかなホで、ディスクの案面(ラベルのない面)を中央から縁に向けて放射巧にそっと巧きます。 

巧固な巧れじは、水、または石酸をきめた水を使巧します。ディスクの巧れををとし、ほこりや指を文、ひっかき傷などからディスクを巧譲する市販のディスククリーナーもあります。 CD 用のクリ 
一ニング裝品は、 DVD にも使用できます。 


目次ページに戻る 
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プロセッサ 

Dell PrecisiorT " Workstation 490ューザーズガイド 

♦ プロセッサの取りがし 
• プロセッサの取り付け 

A 警告： 『把品情なガイド』のま全にお巧いいただ<ためのま意*巧に従い、この巧の手旧を曲巧してください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバ-を曲<前に必ず、コンピュ-夕の■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© ま 意： コンピュータ内部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


プロセッサの取り外し 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順にがいます。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （「 コンピュータカ/く一の取りかし 」 を参暖.）。 

3. /、ードドライブキャリアを回輯させて、コンピュータから取 y 列■します （「 ハードドライブキャリアを回転させてコンピュータから取り外す おち」 を参障.）。 

4. プロセッサアクセスドアを回転させて開きます。 



b メモ： ヒートシンクアセンブリの側面じある4本の巧まネジを緩めるには、長いプラスドライバが必要です。 

5. ヒートシンクアセンブリの側面にある4本の巧まネジを繰めます。 

A 警告： ヒ—トシンクアセンブリは、システム稼«中はホ常に*温になっている場合がわ y ます。十分な時 ffl を置いて、ヒートシンクアセンブリの温まが下がったことを? te してか 
^ ら触れてください。 


6. ヒートシンクアセンブリを持ち上げてコンピユータから取りかします。 












1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

巧束ネジハウジング (4) 


© を意： デル製のプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、元のヒートシンクアセンブリは廃责してください。デル製ではないプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、新ししヴロ 
セツサを取り付ける瞭は、元のヒートシンクアセンブリを再利用してください。 


7. ソケットの上にあるセンターカバーラッチの下のリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。レバーを後ろに引いて、プロセッサを取りかします。 



1 

プロセッサカバー 

2 

プロセッサ 

3 

ソケット 

4 

リリースレバー 


Q を意： プロセッサを交換する隐じは、ソケット内のどのピンにもちあれないで〈ださい。また、ソケット巧のピンの上に物が落ちたり異物が挟まったりしないようじを意してくださし、。 

8. プ□セッサを慎重にソケットから取り外します。 

9. 新ししヴロセッサを取り付ける場合は、新ししヴロセッサをソケットにすぐに取り付けられるように、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきます。 「プロセッサの取り付け」 を参照し 
てください。 

おししヴロセッサを取り付けない場合は、 手順10 へ進みます。 

10. プ□セッサアクセスドアを閉じます。 

11. すべてのコネクタが正し<抱隔され、しっか y と固定されてしぶことを確認します。 

12. ハードドライブキヤリアを回乾させて、所定の位置に取りがけます （「 ハードド ライフキャリアを回転させてコンピュータじ取り付ける 方 法」 を参照）。 


13. コンピュータのカバーホ巧リイ汁けます （「 コンピュータカ/く一のおリ讨け I ホを照）。 










































プロセッサの取り付け 


Q を意： コン ピュ ータ 背面の塗装されてし々い金属面に触れて、身化から詩電気を逃力んてください。 

Q ま意： ブロセッサを交換する際には、ソケット巧のどのピンにも邮れないでください。また、ソケット巧のピンの上に物がをちたり異物が挟まったりしなし、ようじミ主意してくださし、。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順にがいます。 

2. コンピュータのカバーを取りかします （「 コンピュータカバーのおりがし I を参睛）。 

3. ハードドライブキャリアを回乾させて.コンピュータから取りかします （「 ハードドライブキャリアを回提させてコンピュータから巧りがす方ま I をき照）。 

4. プ□セッサアクセスドアを回転させて開きます。 

5. プ□セッサを交換する場合は、プロセッサを取りかします （ r プロセッサの取りかし I を参暖）。 

6. プ□セッサの底部に触れないようにを意しながら、巧しいブロセッサをパッケージから取り出します。 

Q を意： コンピュータの電源を入れる際にプロセッサとコンピュータに修復できない損協をちえないようにするため、プロセッサをソケットに正しく装着してください。 

7. ソケットの上にあるセンターカバーラッチの下のリリースレバーをスライドさせて、プ□セツサカバーを開きます。リリースレバーが完全に開いてしぶことを確認します。 



1 

プロセッサカバー 

2 

プロセッサ 

3 

ソケット 

4 

リリースレバー 


8. プロセッサの前後にある位置合わせ切りをみを、ソケットの前後にある位置合わせ切り込みに合わせます。 

9. プロセッサとソケットの -1 まピンの角を合わせます。 


















1 

タブ 

5 

前面の位置合わせ切 y 込み 

2 

プロセッサソケット 

6 

ソケットとブ□セッサの1番ピンを示すマーク 

3 

センターカバーラッチ 

7 

背面の位置合わせ切り込み 

4 

ソケットリリースレバー 




Q を意： 損傷を巧ぐために、プロセッサとソケットの位置合わせを正確に巧って、プロセッサの取リイ寸け時に無理な力を加えないようにミ主意してください。 

10. プロセッサをソケット上に静かにセットし、プロセッサが正し〈置かれていることを痛認します。 

11. プ□セッサがソケットに完全に収まったら、プ□セッサカバーを閉じます。 

プロセッサカバーのタブカ S 、 ソケットのセンターカバーラッチの下にあることを確認します。 

12. ソケットリリースレバーを回輯させながらソケットの元のは置にはめ化み、プロセッサを固定します。 

Q を 意： デルのものでないプロセッサアップグレードキットを取りがける場合.プロセッサを交換する際は、元のヒートシンクアセンブリを再利届して〈ださい。 

デルのプロセッサ交換キットを取り付けた場合、元のヒートシンクアセンブリとプ□セッサを交換キットが送られてきたパッケージを使用して、デルに返がしてください。 

13. ヒートシンクアセンブリを取り付けます。 

a. ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに房しまず。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピュータベースに下ろし、4本の巧まネジを綿めます。 

Q を 意： ヒートシンクアセンブリがしっかりと固定されたことを確認します。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

构1束ネジハウジング (4) 


14. プロセッサアクセスドアを閉じます。 

15. すべてのコネクタが正し<抱损され、しっか y と固定されてしぶことを確認します。 

16. M - ドドライブキャリアを回幸おせて、所定の巧置に巧り巧けます （「 ハードド ライブキャリアを回転させてコンピユータじ取り付ける方; ま 」 を参照）。 

17. コンピユータのカバーを取り付けます （「 コンピ ユータカバーの取り巧け 」 を参醉-)。 

Q を意： ネットワークケーブルを抵损するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み.奶こ、コンピユータに差し込みます。 

18. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


目次ページに戻る 
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ドライブ 

Dell Precision ™ Workstation 490ユーザーズガイド 

♦ タワ~ コン ピユ~夕のドライブ 
♦ デスクトップ コン ピユータのドライブ 

♦ /、ードドライブ 
• ドライブパネル 
• フロッピードライブ 

♦ メディアカードリーダー 

♦ CD /_ DVD ドライブ 


タワーコンピュータの ドライブ 

フル実装時の構成は次のとおりです。 

I 3台のシリアル ATA ( SATA ) またはシリアル接統 SCSI ( SAS ) /\- ドドライブ、および2台までのオプティカルドライブ 

I 2台までの ( SAS または SATA ) ハードドライブに、2台までのオプティカルドライブと1台のフロッピードライブまたは1台のメディアカードリーダー 



1 

上側の 5.25 インチドライブベイ CCD / DVD ドライブを装着） 

2 

ド側の 5.25 インチドライブベイ（オプションの CD / DVD ドライブを装着） 

3 

FlexBay (オブションの3台目の/、ードドライブ、フロッピードライブ，またはメディアカードリーダーを装着） 

4 

回転式/\-ドドライブキャリア （2 台の SAS または SATA ドライブを装着） 


デスクトップコンピュータのドライブ 

フル実装時の構成はがのとおりです。 

I 3台までの SATA ハードドライブまたは2台の（内蔵） SAS と1台の SATA ハードドライブ、1台のホブティカルドライブ、および1台のフロッピードライブまたはメディアカードリーダー 
I 2台までのハードドライブ、2台までのオプティカルドライブ、および1台のフロッピードライブまたは1台のメディアカードリーダー 




































1 

上部 5.25 インチドライブベイ （ CD / DVD ドライブを装着） 

2 

下側の 5.25 インチドライブベイ（オプションの CD / DVD ドライブまたは SATA バードドライブを装着） 

3 

回転式/\-ドドライブキャリア （2 台の SAS または SATA ドライブを装着） 

4 

FlexBay (オプションのフ□ッピードライブまたはメディアカードリーダーを装着） 


一部のドライブ構成におけるメタルシールドについて 

-部のコンピュータ構成では、コンピュータのドライブベイにメタルシールドがあります。お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、メタルシールドは不可欠であり、適切なベイに常時取り付 
けてお < 必要があります。 

^ を意： お使いの コン ピュータにメタルシールドがある塌合、 コン ピュータの使用中は常時取り付けておく必要があります。取りがけないと， コン ピュータが正常に磯能しない塌合があります。 


Desktop Orientati 饥 



1 

5.25 インチメタルシールド 

2 

通気式メタルカバー 


メタルシールドを取り外してすぐに取りかけなおさない場合として、次の3つの例が想定されます。 

I FlexBay に3台目のハードドライブが装着されている（タワー構成の場合のみ）か、または空（どちらの構成の場合もあり〉で、正面に遇気式メタルシールドが取りがけられてお 
り、そのベイにフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取りがける場合、そのベイにシールドは不要です。 

I FlexBay にメディアカードリーダーまたはフロッピードライブが装着されていて（タワー構成の場合のみ）、その場硏こ代わりにハードドライブを取り付けるじは、 FlexBay 巧のハー 
ドドライブの正励こ通気式メタルシールドを取り付ける必要がありまず。 

I 5.25 インチドライブベイにメタルシールドが取り付けられており、その場所に巧わりにオプティカルドライブを取りかける場合、そのベイにシールドは不要です。 

上記のいずれの場合も.後で必要じなる場合におえて、メタルシールドは保管しておいてください。 


コンピュータからフロッピードライブ、メディアカードリーダー、またはオプティカルドライブを取り外した場合.その場刑こ化わりにメタルシールドを取り付ける必要がありまず。上記のいずれの場合で 
も、メタルシールドを取り付けないと、コンピュータが正制こ機能しない場合があります。追加のシールドが必要な場合は、デルにお問い合わせ < ださい （ [デルへのお問い合わせ J を参照）。 





















































































一般的なドライブ取りがけガイドライン 


Q 注き： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取り付けてお<必要があります。取り付けないと、コンピュータが正常に機能しない場合があります。 

ドライブを取りがける場合、2本のケーブル（電源装置からの DC 電源ケーブルとデータケーブル）をドライブの巧肺こ接統します。データケーブルのもう一方の端は、拡張力ードまたはシステム 
基板に接統しまず。ほとんどのコネクタは、正し<接統されるように設計されています。つまり、片方のコネクタの切り化みやピンの欠けが、もう一方のコネクタのタブや差し化み穴と一致します。 


電源ケーブルコネクタ 




1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


IDE データケーブルを接統するときは、一方のコネクタのタブを、もう一方のコネクタの坊リ么みに台わせます。 IDE データケーブルを取り外す場合は、色付きのプルタブをつかみ、引きないてコネ 
クタから外します。 

1本の IDE データケーブルに2個の IDE デバイスを接綿し、それらを [cable select ] に設定する場合、データケーブルの最後のコネクタに接統されたデバイスはプライマリデバイスまたは起 
動デバイス、データケーブルの中央のコネクタに接統されたデバイスはセカンダリデバイスとなります。デバイスの 「cable select 」 設定の詳細については、アッブグレードキットに含まれているド 
ライブのマニュアルを参照して〈ださい。 

SAS または SATA ケーブルを差し化むときは、ケーブルの両端にあるコネクタ部分を持ち、コネクタにしっかりと巧し化みまず。 SAS または SATA ケーブルを抜<ときは、ケーブルの両端にあるコ 
ネクタ部分を持ち、引き抜いてコネクタから外します。 


SATA データケーブルコネクタ 



1 

SATA データケーブル 

2 

システム基板上の SATA データコネクタ 

3 

SATA ドライブ 



SAS データケーブルコネクタ 




1 

電源ケーブル 

2 

SAS データケーブル 

3 

SAS コネクタ 

4 

SAS ドライブ 
























5 

SAS コネクタ 

6 

オブシヨンの PCI Express SAS コントローラカード 


ハードドライブ 

〇 注を： SATA ドライブと SAS ドライブを温在させる墙合は、回転まドライブベイに同じ租類のドライブ2台を取り付ける必要があります。 

〇 注き： SAS ケーブルはデルからご購入いただいたものだけを使用されることをお勧めします。他社のケーブルは， De りコンピュータでの動作が保証されてし、ません。 

回転式キャリアからハードドライブを取り外す方法（タワーまたはデスクトップコンピュータ） 

A を吿！ r 巧品情報ガイド J のま全にお植いいただくためのを意事項に従い、この項の手煩を開始してください。 

A をを= 感ち防止のため、カバーを開く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

© 注を： コンピュータ巧がの部品への静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子郎品に触れる飾こ、身体から静電気を逃してください。コンピュータシャーシの塗装されてし々いを属 
面に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

の を意！ /、ードドライブの損傷を防ぐため./\-ドドライブを硬い面の上に置かなし、でください。/\-ドドライブは，フォームパッドなど-卜々なクッシヨン性のあるものの上に置いてください。 

1. 残しておきたいデータをな存している/\-ドドライブをを換する墙合は、ファイルのバックアップを取ってから、 L ツドの手順を開始しまず。 

2. 「 化 業を 閒始 ずる的に 」 の手順に促います。 

3. コンピュータのカバーを取 y 外します C r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

〇 注を！ /、ードドライブを1台だけ取りがける墙合は、システム基板の SATA0 コネクタじ接舗する必要があります。 

4. 取り外すハードドライブから、ハードドライブ電源ケーブルを外しまず。 
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デー タコネクタ 

2 

電源コネクタ 

3 

/\-ドドライブ 


5. 取り外すハードドライブからデータケーブルを外します。 

取り外した M- ドドライブのデータケーブルをシステム基板から外さないでください。 

6. ハードドライブキヤリアを回転させて、コンピュータから取り外します （ 「ハードドライブキヤリアを 回を させてコンピュータから取り外す 方法 J を参照）。 


ハードドライブブラケットの両側面にある青色のタブを内麵こ巧しながら、ドライブを上方向にスライドさせてハードドライブベイから取り外します。 

交換用ドライブを取り付ける場合は、 [回おぶ キヤリアにハードドライブを U リリけるか 法 （タワーまたはデスクトップコンピユータ）」 を参照してください。 
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青色のタブ （2) 

2 

プライマリ/\-ドドライブベイの/\-ドドライブ 

3 

セカンドドドライブベイ 


8. すべてのコネクタが正し<接統され、しっかりと固定されていることを確認します。 

9. M- ドドライブキャリアを回おさせて、所をの位置に取 y がけます （ レ\-ドドライブキャリアを 回 おさせてコンピュータに取りがける ち法 J を参照）。 

10. コンピュータのカバーを取が寸けます （r コンピュータカバーの 化り がけ J を参照）。 

の 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントIこ接綿して、電源を入れます。 

回転式キャリアにハードドライブを取り付ける方法（タワーまたはデスクトップコンピュータ） 

A 巧を： [巧品情報ガイド J のを全にお怯いいもだ<ためのをちま巧に従い、この項の手おを開始してください。 

A 巧を： 感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントからほいてください。 

A 注き： コンピュータ内部の部品への静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部亂こ触れる前に、身体から静電気を逃してください。コンピュータシャーシの塗装されてし々いを属 
>面に触れることにより、静電気を逃がすこと力巧きます。 

の 注き： M- ドドライブの損應を防ぐため、/、ードドライブを硬い面の上に置かなし、でください。/\-ドドライブは、フォームパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの_卜-に置いてください。 

1. 残しても'きたいデータをな存している/、ードドライブを交換する墙合は、ファイルのバックアップを取ってから、しXドの手順を開始します。 

2. 交換用の/、ードドライブを箱から取り出して、取 y がけの罕補をします。 

3. ドドライブのマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータにをっているか確認します。 

4. 「 作業を開始する前に 」 の手順に促います。 

5. コンピュータのカバーを取り外します （r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

6. M- ドドライブキャリアを回転させて、コンピュータから取り外します （ レ\-ドドライブキャリアを 回ち させてコンピュータから取り外す 方を J を參照）。 

7. /、ードドライブを交換する場合は' を換するドライブを取り外します （ 「 回 fe 式キャリアからハードドライブを収りかす 方法- t ■タワーまたはデスクトッブコンピュータ） J を参照）。 

空のハードドライブベイにハードドライブブラケットがある場合は、ブラケットのタブを巧側に押し、ブラケットを引き上げてドライブベイから取り化します。 


8 . 


交換用ハードドライブにハードドライブブラケットが付いていない場合は、これまで使用していたドライブからブラケットをなり外します。 

ハードドライブブラケットを左右に開いて、新しいハードドライブの側面の巧をブラケットのプラスチックピンと合わせます。引いていたブラケットから手を放して、ハードドライブをブラケットにしつ 
かり固定します。 
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ドライブ 

2 

"―ドドライブブラケット 


O 注ま： 回お式ハードドライブキヤリア内に SAS ドライブと SATA ドライブを混をさせることはできません。ハードドライブキヤリア内のドライブには、どちらも SATA または SAS ハードドラ 
^イブを使用して〈ださし、。 

9. M- ドドライブを，カチッと音がして所定の位置にしっかりと収まるまでスライドさせて、/\-ドドライブベイに差し化みます。 

10. /、ードドライブに電源ケーブルを接舗します。 

Q 注意： M- ドドライブをサポートする基板上の SATA コネクタは， SATA0, SATA1, および SATA2 のラベルがついたものに限られます。 

11 .SATA ハードドライブを取り付ける場合は、ハードドライブにデータケーブルを接統します。 
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P 3 電源コネクタ 
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M - ドドライブ電源ケーブル 
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SAS ハードドライブを取りかける場合は、 SAS コントローラカードのデータケーブルをハードドライブに接統します。 
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電源ケーブル 

4 

ホブシヨンの SAS コントローラカード 
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SAS データケーブル 
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SAS ケーブル 

3 
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Q 注意： ハードドライブを 1 台だけ取り付ける場合は、システム基板の SATAO コネクタじ接統する必要があります。 

12. すべてのコネクタが正し<接綿され、しっかりと固をされてしぶことを確認します。 

13. M - ドドライブキャリアを回おさせて、所をの位置に取 y がけます （ レ、ードドライブキャリアを 回 おさせてコンピュータに取りがける ぶな - J を参照）。 

14. コンピュータのカバーを取 y 付けます （ r コンピュータカバーの 化り がけ J を参照）。 

。 注息！ ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

15. コンピュータとデバイスをコンセント I こ接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にか要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

〇 をち！ 2台の SAS ドライブと1台の SATA ドライブを温をさせる構成では • SATA ドライブを起動（ブライマリ）ドライブとし. FlexBay に取りがける必、要があります。 

16. 取 y かけたドライブがブライマリドライブの場台■は、起動用メディアをドライブ A に挿入します。 

17. セットアッブューティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ J を参照）、 Drive (ドライブ）オプションを更新します。 

18. セットアッブューティリティを終でして、コンピュータを再起動します。 

19. 次の手順に進む前に、ドライブにパーティションを作成して、論理フホーマットを実巧します。 

手順については，オペレーティングシステムのマニュアルを参照してくださし、。 

20. "-ドドライブをテストします。手順については 、 「 Dell Diagnostics (談断） プ□グラム 」 を参照してください。 

21. 取 y かけたドライブがブライマリドライブの場合は、その/、ードドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

オプションの3台目のハードドライブの取り外し（タワーコンピュータのみ） 

么 巧告： r 巧お情報ガイド J のま全にお使いいただ<ための注意事項に従い、この巧の手拒を開始してください。 

么 巧を： 感電防止のため、カバーを開<前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントからほいてください。 

A 注き： コンピュータ巧部の部品への静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電デ部刷こ触れる-軌こ、身体から静電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々いを属 
〜 面に触れることにより、静電気を逃がすこと力巧きます。 


Q 注を： ハードドライブの損傷を防ぐため、ハードドライブを硬い面の上に置かないで〈ださい。ハードドライブは、フォームパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの.ヒに置いて〈ださい。 




























1. 残しておきたいデータをが存しているハードドライブを交換する場合は.ファイルのバックアップを取ってから、しツドの手順を開始します。 


2. 「 化 策を開始する前に 」 の手順にがいます。 

3. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

4. ドライブのパネルを取り外します （ r ドライブパネルのがり 外し j を参照）。 

Q 注意： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取りがけてお<必要があります。おりがけないと、コンピュータが正常に機能しない場合があります。 

5. お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合 C r 部のドライブ 稱 成におけるメタルシールドについて 」 を参照）は、 

スライドプレートレ/く一を右側にスライドさせた状態で. FlexBay から通気式メタルカバーを取り外します。 

6. ハードドライブのが面から電源ケーブルを取り外しまず。 
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FlexBay に取りかけたオプションの SAS /\-ドドライブ 










































7. ハードドライブの背面とシステム基板のコネクタからデータケーブルを取りタトします。 

データケーブルがカー円こ接統されていて、ドライブを再度取り付けない場合、データケーブルは側面によけてください。 


8. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて段付きネジを取り外しドライブをスライドさせて FlexBay ベイから外します。 
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スライドプレートレバー 

2 

FlexBay に取り付けたオプションの3台目の/、ードドライブ 


9. ドライブを安全な場所に置いておきまず， 

^ 注意： お使いの コン ピュータにメタルシールドがある場合、 コン ピュータの使用中は常時取り付けておく必要があります。取りがけないと， コン ピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

10. ドライブベイに別のドライブを取りがけない場合は、な—ドの手順を実斤します。 

お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合 （ r 部の ドライブ 楠 成におけるメタルシールドについて j を参照）は、 

FlexBay とそのドの空のスぺースに通気式メタルカバーを取りがけます。 

a . メタルカバーの上側のネジ2本と ド 側のネジ2本を FlexBay 巧のミホ応するスロットに挿入します。 

b . 通気式メタルカバーを押し力于ッと所定の位置に収まって、金属製のタブがシャーンの面と拙-うまで押し込みます。 

ドライブパネルカバーを取り付けます （ r ドライブパネルカバーの 取り付け J をを照）。 

11. ドライブパネルを再度取り付けまず （ r ドライブパネルの 取り付け ■! を参照）。 

12. すべてのコネクタが正しく接綿され、しっかりと固をされてしぶことを確認します。 

13. コンピュータのカバーを取り讯ナます （ r コンピュータカバーの 取り付け J を参照）。 

。 注意！ ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

14. コンピュータとデバイスをコンセント I こ接綿して、電源を入れます。 

オプションの3台目のハードドライブの取り付け（タワーコンピュータのみ） 

^ * 巧： [巧品情報ガイド J のま全にお梗いいもだ<ための注ち事項にがい、この項の手馬を開始してください。 

么 を告： 感電防止のため、カバーを聞<がに必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントからあいてください. 

の 注き： コンピュータ巧がの部品への静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子郎品に触れる制こ、身体から静電気を逃してください。コンピュータシャーシの塗装されてし々いを属 
〜 励こ触れることにより、静電気を逃がすこと力巧きます。 

。 注意： M - ドドライブの損瘤を防ぐため、/、ードドライブを硬い面の.卜.に置かなし、でください。/\-ドドライブは、フォームパッドなど十分なクッション性のあるものの±に置いてください。 

1. 新しいドライブを取りがける塌合は、ドライブを箱から取り出して取り付けの準術をします。 

ドライブのマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っていることを確認します。 


















。 メモ： 


ドライブを取り付けるには、次の手順で取り付けるネジは、正面の4つのネジ穴に取り付ける必要があります。 


2. まだ取り付けていない場合は、ドライブ側面にある前方の4 つの 巧に4本のネジを取り付けます。 

取り付け済みの場合は.ネジがが方の4つの巧に取り付けられていることを確認します。 

3. 「 化 業を開始する前に 」 の手順に促います。 

4. コン ピュータのカバーを取り外します （ r コン ピュータカバーの取り外し J を参照）。 

5. ドライブのパネルを取り外します （ r ドライブパネルのおり 外し j を参照）。 

Q 注意： お使いの コン ピュータにメタルシールドがある場合、 コン ピュータの使用中は常時取りがけてお<必要があります。取りがけないと、 コン ピュータが正常 I こ磯能しない場台■があります。 

6. お使いの コン ピュータの FlexBay がをで、 メ タルシールドがある場合 （ 部のドライブ 楠 成におけるイタルシールドについて 」 を参照）は、 

スライドプレートレ/く一を右側にスライドさせた状態で. FlexBay から通気式メタルカバーを取り外します。 

7. FlexBay にフロッピードライブまたはメディアカードリーダーがすでに取り付けられている場合は、フロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取り外します （ 「フロッピードライブの取り 
外し（タワーコンピュ~夕） J または r メディアカードリーダーの取り外しけワーコンピュータ） J を参照）。 

8. FlexBay に/、ードドライブがすでに取リかけられている場合は、 "ー ドドライブを取リタトします （ 「 オプションの3 わ U のハードドライブの化りかし （ タワーコンピュータのみ） J を参照）。 

9. ドライブを FlexBay 巧の所定の位置にほまに巧し化みまず。ドライブは2つの切り化み I こカチッとはまり、所定の位置にしっかりと固定されます。 
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スライドプレートレバー 

2 

FlexBay に取りがけたオブシヨンの3台目の/\-ドドライブ 


10. ハードドライブの背面に電源ケーブルを接統します。 

11. ハードドライブの巧面にデータケーブルを接統し、 SATA ドライブの場合は、ケーブルのもう一方の端をシステム寡板の SATA 2コネクタじ接続しまず。 
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Q 注意： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取り付けてお<必要があります。取り付けないと、コンピュータが正常に機能しない場合があります。 

12. お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合は、 FlexBay とそのドの空のスぺースに追記式メタルカバーをあり付けます（詳細については、 [ がのドライブ 梅 成におけるメタルシール 
ドにっいて 」 を参照して〈ださい）。 

a . メタルカバーの上側のネジ2本とド側のネジ2本を FlexBay 巧のがあするスロットに巧入します。 

b . 通気式メタルカバーを押し力于ッと所定の位置に化まって、金属製のタブがシャーンの面と綱うまで押し化みます。 

13. ドライブパネルを再度取りがけます （ 「 ドライブパネルの 取りが け j をを照）。 

14. すべてのコネクタが正しく接輔され、しっかりと固をされてし、ることを確認します。 

15. コンピュータのカバーを取り付けます （ r コンピュータカバーの 化り けけ J を参照）。 

Q 注き： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 










































16. コンピュータとデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

17. 取 y かけたドライブがブライマリドライブの場合は、起動用メディアをドライブ A に挿入します。 

18. コンピュータの電源を入れます。 

19. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ J を参照）、 Drive (ドライブ）ホプションを更新します。 

20. セットアッブユーティリティを終/して、コンピュータを再起動します。 

21. みの手順に進む前に、ドライブにパーティションを作成して、論理フホーマットを実行します。 

手順 I こついては、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照してくださし、。 

22. M - ドドライブをテストします。手順については、 「 Dell Diagnostics (敌断） プ□グラム 」 を参照してください。 

23. 取 y 付けたドライブがブライマリドライブの場合は、その/、ードドライブにホペレーティングシステムをインストールします。 

オプションの3台目の SATA ハードドライブの取り外し（デスクトップコンピュータのみ） 

餐告： [巧お情報ガイド J のま全にお使いいもだ<ための注点事項に従い、この巧の手おを開始してください。 

么 巧を！ 感電防止のため、カバーを開 < 前に、必ずコンビュータの電源プラグをコンセントからほいてください。 

1. 「 ホ 業を開始ずる前に 」 の手順に促います。 

2. コンピュータのカバーを取 y 外します C r コンピュータカバーと 正面 パネルのかりホし 」 を敏照）。 

3. ドライブのパネルを取 y 外します C r ドライブパネルの 取 y かし 」 を参照）。 

4. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持プレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 



1 

デスクトップドライブ保持プレート 

4 

SATA システム基板コネクタ 

2 

電源ケーブル 

5 

ドドライブキャリアに取りかけたオプションの3台目の SATA ドドライブ 

3 

SATA データケーブル 




5. ハードドライブの背面'から電源ケーブルを取り外します。 



















氏ハードドライブの巧面とシステム基板のコネクタからデータケーブルを取りタトします。 

7. ハードドライブキヤリアを 5.25 インチドライブベイから引き出します。 



1 

デスクトップドライブ保持プレート 

2 

/、ードドライブキヤリアに取りがけたオプションの3台目の SATA /、ードドライブ 


8. ハードドライブブラケットの両側面にある青色のタブを内麵こ押しながら、ドライブをスライドさせてハードドライブキャリアから取り外します。 

9. ドライブとキャリアを安全な墙所に置いておきます。 

10. すべてのコネクタが正し<接綿され、しっかりと固をされてし、ることを確認します。 

^ 注意： おほいの コン ピュータにメタルシールドがある場合、 コン ピュータの使用中は常時取り付けておく必要があります。取りがけないと， コン ピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

11. ドライブベイにほかのドライブを取り付けない場合は、ドライブパネルカバーを取 y 付けます （ r ドライブパネルカバーの 取り 怖ナ J をを照）。 

次に、お使いのコンピュータじメタルシールドがある場合 （ 「- がのドライブがリなじおけるメタルシールドじっいて J を參照）は、 5.25 インチのメタルシールドを所定の位置に取りがけます。 
ネジを金属製のレールに合わせ、カチッと所定の位置に収まるまでシールドを後方へ押します。 

12. CD/DVD ドライブベイに別のドライブを取 y がける場合は、該当する手順を参照してください。 

13. デスクトップドライブ保持ブ レー トを取りがけ、/\ンドルを倒します。 

14. ドライブパネルを再度取りがけます （ 「 ドライブパネルの 取り付け j を藝照）。 

15. コンピュータのカバーを取り讯ナます （ r コンピュータカバーの おりが け J を参照）。 

つ 注意： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

16. コンピュータとデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

オプションの3台目の SATA ハードドライブの取り付け（デスクトップコンピュータのみ） 

A 餐を： r 巧品巧巧ガイド J のま全にお馆いいただくための注ち事項に従い、この項の手順を M 始してください. 

A 宙告： 感電防止のため、カバーを聞く前に、必ずコンビュータの電源プラグをコンセントからおいてください。 

〇 注を： 3台目の SATA ハードドライブを 5.25 インチドライブベイに取り付けるには、が属のハードドライブキャリアにセットする必要があります。次に、ド側の 5.25 インチドライブベイに 
W 取り付けて〈ださし、。 

1. 新しいドライブを取りがける場合は、ドライブを箱から取り出して取りがけの準滿'をします。 

ドライブのマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合つていることを確認します。 


2. 「化 策を開始する前に」 の手順にがいます。 
















3. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの化り外し J を参照）。 


4. ドライブのパネルを取り外します （ r ドライブパネルの取り外し 」 を参照）。 

5. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持ブレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 



1 

デスクトツブドライブ保持プレート 

2 

/\-ドドライブキヤリアに取り付けたオプションの3台目の SATA ドドライブ 


6. CD / DVD ドライブベイにほかのデバイスが取り付けられている場合は、取り外します （ 「 CD / DVD ドライブのかり外し（デスクトップコンピュータ） J を参照）。 

Q 注ま： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取りがけてお<必要があります。おりがけないと、コンピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

7. CD / DVD ドライブベイが空で、お使いのコンピュータにメタルシールドがある場を （ 「 部のドライブ構成におけるメタルシールドじついで J を参照）は、 5.25 インチのメタルシールドを取り外 
します。 

次に 5.25 インチのドライブベイからシステムパネルカバーを取 y 外します （ 「 ドライブパネルカバーのおり外し J を参照）。 

8. M - ドドライブブラケットを左右に開いて， M - ドドライブの測面の巧をブラケットのプラスチックピンと合わせます。引いていたブラケットから手を放して、/\—ドドライブをブラケットにしっかり固 
定しま3。 

1 


2 


1 

/\-ドドライブ 

2 

/\—ドドライブブラケット 



9. ハードドライブブラケットじセットされたハードドライブを、ハードドライブキヤリアにスライドして挿入しまず。 






















1 

/、ードドライブキヤリア 

2 

/\-ドドライブブラケットにセットされた SATA /\- ドドライブ 


10. ハードドライブキヤリアを 5.25 インチドライブベイに差し化んで、所定の位置に収めます。 



1 

デスクトップドライブ保持ブレート 

2 

/、ードドライブキヤリアに取りがけたオプションの3台目の SATA /、ードドライブ 


11. デスクトップドライブ保持プレートをありかけ、ハンドルを倒します。 

12. ハードドライブに電源ケーブルを接統しまず。 



1 

電源ケーブル 

3 

SATA _2 コネクタ 

2 

SATA データケーブル 

4 

M - ドドライブキヤリアに取りがけたホブシヨンの3台目の SATA /\- ドドライブ 





























13. データケーブルをドライブの背面とシステム基板上のコネクタに接統します。 


14. すべてのコネクタが正しく接統され、しっかりと固定されていることを確認します。 

15. ドライブパネルを再度取りがけます （ 「 ドライブパネルの 取り付け j を藝照）。 

16. コンピュータのカバーを取り付けます （ r コンピュータカバーの 化り けけ J を参照）。 

Q 注き： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 

17. コンピュータとデバイスをコンセントに摆統して、電源を入れます。 

ドライブの動化にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

18. 取 y がけたドライブがプライマリドライブの場合は、起動用メディアをドライブ A に挿入します。 

19. コンピュータの電源を入れます。 

20. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ J を参照）、 Drive (ドライブ）オプションを更新します。 

21. セットアッブユーティリティを終丫して、コンピュータを再起動します。 

22. 次の手順に進む前に、ドライブにパーティションを作成して、論理フホーマットを実斤します。 

23. 手順については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださし、。 


ドライプパネル 


^ ぞ吿： r 巧品情報ガイド J の安全にお使いいただ<ための注意ま巧に従い、この巧の手顺を M 始してください。 


^ 巧吿： 感電防止のため、カバーを閉<前に、必ずコンビュータの電おプラグをコンセントからおいてください， 


ドライブパネルの取り外し 


1. 「作業を閒おする化に」 の手順にがいます。 


2. 正面パネルを取りタトしまず （ 「正面’ パネルの取り外し J を参照）。 


3. スライドプレートのレバーを持ち、ドライブパネルがカチッと開<まで、コンピユータの底面に向けて押します。 


















1 

ドライブパネル 

2 

スライドプレート 

3 

スライドプレートレバー 


Desktop Orientation 


1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 


4. ドライブパネルを外側に回して、サイドヒンジから持ち上げて外します。 

5. ドライブパネルをま全な場所に置いておきます。 

ドライブパネルカバーの取り外し 

の 注意： ドライブパネルカバーの内側には本ジが忖いている攝合■があります。新しいドライブじネジが付いてしぶい場合は，このネジを取 y がけて使用できます。 

1. 「 化 葉を 閒始 ずるがりこ 」 の手順においます。 

2. コンピュータのカバーを取り外します C r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取り外します C r ドライブパネルの取り外し 」 を参照）。 

〇 注を： ドライブパネルカバーのタブを墙さなし、ようにするため、カバーの一端をドライブパネルから引き離す距離は1 cm 程度だけにして.その後スロットからタブを引き披いてくださし、。 

4. ドライブパネルカバーのリリースタブをつまんで、リリースタブカ{浮く種巧までカバーの一端を手前に引きます。 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブパネルカバー 

3 

ドライブパネルカバーのリリースタブ （2) 


































I 4 I タブスロットにはまっているドライブパネルカハ‘一のタブ I 


5. ドライブパネルカバーのタブを、タブスロットから引き巧きます。 

6. ドライブパネルカバーを安全な場所に置いておきます。 


ドライブパネルカバーの取りがけ 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブパネルカバー 

3 

ドライブパネルカバーのリリースタブ （2) 

4 

タブスロットにはまっているドライブパネルカハ’一のタブ 


2. ドライブパネルカバーのリリースタブをつまみ、ドライブパネルカバーを所定の位置にはめ化みます。 

3. ドライブパネルカバーがドライブパネルに正しく固をされてし、ることを確認します。 

ドライブパネルの取りがけ 

1. 「化渠を開始ずる的に」 の手順にがいます。 



1 

ドライブパネルタブ 

2 

ドライブパネル 

























Desktop Orientation 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブパネルタブ 


2. ドライブパネルタブを側面ドアヒンジに合わせます。 

3. ドライブパネルをコンピュータの方向に倒して所をの位圏こカチッと固定します。 

4. 正面パネルを取りがけます C 「 正面 パネルのありがけ J を参照）。 

5. コンピュータのカバーを取り付けます （ r コンピュータカバーの取り付け J を参照）。 


フロッピードライブ 

^ ® を： r 巧お情報ガイド J のま全にお使いいただ<ためのを意事項に従い、この項の手おを開始してください。 

巧を： 感電防止のため、カバーを開<前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

A 注意： コンピュータ内部の部品への静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電デ部亂こ牠れる-軌こ、身体から静電気を逃してください。コンピュータシャーシの塗装されてし々いを属 
W 面に触れることにより、静電気を逃がすこと力巧きます。 

^ メモ： タワーコンピュータにフロッピードライブを追加する場合は、 「 フロッピードライブの取り付け（タワーコンピュータ） J を参照してください。 

& メモ： デスクトップコンピュータにフロッピードライブを追加する墙をは、 [ フ□ッピードライブのおり 讯ナ f デスクトップコンピュータ） 」 を参照してください。 

フロッピードライブの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 化 葉を 閒始 ずるがに 」 の手順に促います。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取り外します C r ドライブパネルのがりかし 」 を参照）。 

4. フロッピードライブの巧面から、電源ケーブルとデータケーブルを取り外します。 


5 . 


ドライブケーブルのもう一方の端を、システム基板の 「 DSKT 」 とラベルがけされたコネクタから取り外します。このコネクタの位置については、 [システムな板のコンポーネント J を参照 
してください。 


















1 

スライドプレートレハ‘一 

2 

データケーブル 

3 

電源ケーブル 

4 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 


6. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて段付きネジを取り外し、ドライブをスライドさせて FlexBay ベイから外します。 



1 

スライドプレートレバー 

2 

フ□ッピードライブ 


Q 注る： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取り付けてお〈必要があります。あり付けないと、コンピュータが正常に機能しない場合があります。 

7. FlexBay に別のドライブを取り付けず、お使いのコンピュータじメタルシールドがある場合 （ 「 •がのドライブ 梢规 こおけるメタルシールドについて J を參照）は、 FlexBay とそのドの空の 
スぺ ースに 通気式メタルカバーを取りがけます。 

a . メタルカバーの上側のキジ2本と-ド側のネジ2本を FlexBay 巧のミホ応するスロットに挿入します。 

b . 通気式メタルカバーを押し，力于ッと所定の位置に収まって、金属製のタブがシャーシの面と拙-うまで押し込みます。 

ドライブパネルカバーを取り付けます （ r ドライブパネルカバーの 取り付け 」 をを照）。 

8. FlexBay I こ別のドライブを取りがける場合は，この巧の謡当する取り付け手順を参照してください。 

9. ドライブパネルを再度取り付けまず C 「 ドライブパネルの 取りけ け 」 をを照）。 

10. すべてのコネクタが正し<接統され、しっかりと固定されていることを確認します。 


11. コンピュータのカバーを取り付けます （ r コンピュータカバーの 化り がけ J を参照）。 




































Q 注意： ネットワークケーブルを接統するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し化みまず。 


12. コンピュータとデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 


フロッピードライブの取り付け（タワーコンピュータ） 


〇 注き： 3台のハードドライブを取りかけたタワー構成では、3台目のハードドライブが FlexBay じ取り付けられているため、フロッピードライブはサポートされません。 

1. 「 化 葉を 閒始 ずるがに 」 の手順に髓います。 

2. コンピュータのカバーを取 y 外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取り外します C r ドライブパネルの取り外し 」 を参照）。 

4. FlexBay にほかのデバイスが取リがけられてし、る場合は、取り外します（デバイスに応じてこの巧の謡当する取り外し手順を参照してくださし、）。 

Q 注意： お使いのコンピュータにメタルシールドがある塌合、コンピュータの使用中は常時取り付けておく必要があります。取りがけないと，コンピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

5. お使いのコンピュータにメタルシールドがあり C r -- 沛の ドライブ 構成に おけるメタルシールドについて J を參照）、 FlexBay が空の場合は、スライドプレートレバーを右側にスライドさせた状 
態で、 FlexBay から通気式メタルカバーを取り外します。 

6. FlexBay ドライブパネルカバーを取り外します （1" ドライブパネルカバーの取り外し J を参照）。 

7. ドライブにネジが付いていない場合は、ドライブパネル内から段付きネジを取り外し、新しいドライブに取りがけます。 



1フロッピードライブ 


2ネジ（4〉 


8. ドライブを.カチッと音がするまで、または所定の位置に固定されるまで. FlexBay 巧 I こゆつ〈り巧し化みます。 



1スライドプレートレバー 


2フロッピードライブ 


9. 電源ケーブルとデータケーブルをフロッピードライブに接続します。 























10. データケーブルのもう一方の端を、システム基板の 「 DSKT 」 とラベル巧けされたコネクタに接統します。システム基板のコネクタの位置については、 「システム 基 おのコンポーネント」 
を参照してください。 



1 

データケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

フ□ッピードライブシステム基板コネクタ （ DSKT ) 


11. すべてのケーブル接続を確認します。冷却ファンと通気孔の間に空気が流れるようにケーブルをまとめておきます。 

12. ドライブパネルを再度取りがけます （ 「 ドライブパネルの 取り付け J を藝照）。 

13. すべてのコネクタが正しく接綿され、しっかりと固をされてしぶことを確認します。 

14. コンピュータのカバーを取 y 付けます （ r コンピュータカバーの 取り付け J を参照）。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 


15. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

16. セットアッブユーティリティを起動し （ 「 セットアップユーティリティ J を参照）、過助な Diskette Drive (ディスケットドライブ）オプションを選択します。 

17. Dell Diagnostics (診断）プ□グラムをま巧して、コンピュータが正しく動作することを確認します。 [Dell Diagnostics (敌断） ブ□グラム 」 を参照してください。 


フロッピードライブの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 化' 巢を開始する刖じ 」 の手順に促います。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取 y 外します C r ドライブパネルの取り外し 」 を参照）。 

4. フロッピードライブの巧おから、電源ケーブルとデータケーブルを取り外します； 


5. ドライブケーブルのもう一方の端を、システム基板の 「 DSKT 」 とラベル付けされたコネクタから取り外します。このコネクタの位置については、 [システム 巧 板のコンポーネン H を参照 
してください。 
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電源ケーブル 

2 

データケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 


氏ハンドルをつかんでデスクトップドライブ f 呆持ブレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 



1 

ドライブ保持ブレート 

2 

フ□ツピードライブ 


7. フロッピードライブを FlexBay から取り外します。 

8. FlexBay に別のドライブを取り付けず、お使いのコンピュータじメタルシールドがある場合 （ 「 •がのドライブ 梢 成におけるメタルシールドについて J を參照）は、 
スぺ ースじ 通気式メタルカバーを取りがけます。 

a . メタルシールドを少し角度をつけてつかみ、上部の2本のネジを FlexBay 巧のスロットに巧入します。 

b . 通気式メタルカバーの底部をド方向に回転させ、底部の2本のネジを FlexBay のドの空きスぺースじあるス □ット じ巧入します。 

C. 通気式メタルカバーを押し、カチッと所定の位置に収まって、金属製のタブがシャーシの面と細-うまで押し込みます。 

次に、ドライブパネルカバーを取り付けまず （ 「ドライブパネルカバーの取りりけ」 を参照）。 


FlexBay とそのドの空の 
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通気式メタルカバー 


9. FlexBay じ別のドライブを取り付ける場合は、この巧の該当する取り付け手順を参照してください。 

10. デスクトップドライブが持プレートを取り付け，/、ンドルを倒します。 

11. ドライブパネルを再度取りがけまず C 「 ドライブパネルの 取りが け j をを照）。 

12. すべてのコネクタが正しく接輔され、しっかりと固定されてし巧ことを確認します。 

13. コンピュータのカバーを取り付けます （ r コンピュータカバーの 化り 付け J を参照）。 

。 注を： ネットワークケーブルを接窺す对こは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

14. コンピュータとデバイスをコンセント I こ接統して、電源を入れます。 

フロッピードライプの取りがけ（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 化 葉を開始ずるがに 」 の手順に促います。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取り外します C r ドライブパネルの取り外し 」 を参照）。 

4. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持プレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 
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ドライブ保持プレート 
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フ□ッピードライブ 


5. FlexBay にほかのデバイスが取り付けられている場合は、取り外します（デバイスにあじてこの巧の該当する取りタトし手順を参照してください〉。 

Q 注ち： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使巧中は常時取りがけてお<必要があります。取り付けないと、コンピュータが正常に磯能しない場台■があります。 

6. FlexBay が空で、お使いのコンピュータにメタルシールドがある墙合 C 「 - がのドライブ構成におけるメタルシールドについて J を参照）は.通気式メタルカバーを取り外します。 

a . 巧気式メタルカバーの面が周囲のシャーンの面と刷うまで、通気式メタルカバーを前方 I こ引きます。 

b . メタルシールドの底部を手前に回あさせ.ド側のネジを周囲の金属から外します。 

こ上部のネジと金属製のタブを周困のを属から外して、メタルシールドをコンピュータから外します。 
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FlexBay 

2 

通気式メタルカバー 


7. FlexBay ドライブパネルカバーを取りタトします （ 「 ドライブパネルカバーのかり外し J を參照）。 

8. ドライブにネジが付いていない場合は、ドライブパネル巧から段付きネジを取り外し新しし、ドライブにありがけます。 



1 

ドライブ 

2 

ネジ 


9. ドライブを.カチッと音がするまで、または所定の位置に固定されるまで. FlexBay かこゆつ〈り押し込みます。 

10. 電源ケーブルとデータケーブルをフロッピードライブに接続します。 


11. データケーブルのもう一方の端を、システム基板の 「 DSKT 」 とラベル巧けされたコネクタじ接統します。システム基板のコネクタの位置については、 「システム基板のコンポーネント」 
を参照してください。 
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電源ケーブル 

2 

データケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 


12. デスクトップドライブ保持プレートをあり付け、ハンドルを倒します。 

13. すべてのケーブル接統を確認します。冷却フアンと通気孔の間にを気が流れるようにケーブルをまとめておきまず。 

14. ドライブパネルを再度取り付けまず （ 「 ドライブパネルの取り付け J を参照）。 

15. すべてのコネクタが正しく接統され、しっかりと固をされてし巧ことを確認します。 

16. コンピュータのカバーを取り付けます （ r コンピュータカバーの取り付け J を参照）。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

17. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接綿して、電源を入れます。 

ドライブの動作にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

18. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアッブユーティリティ J を参照）、過切な Diskette Drive (ディスケットドライブ）オプションを選択します。 

19. Dell Diagnostics (終断）プログラムを実巧して、コンピュータが正し〈動作することを確認します。手順については 、 「Dell Diagnostics (診断） プログラム」 を参照してください。 


メディアカードリーダー 

A を告： [巧お情報ガイド J のま全にお硬いいもだ<ための注意事項にがい、この項の手おを聞始してください. 

么 ® を： 感电防止のため、カバーを開<前に必ず、コンビュータの竜源プラグをコンセントから核いてください。 

の 注を： コンピュータ内部の部品への静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部亂こ触れる前に、身体から静電気を逃してください。コンピュータシャーシの塗装されてし々い金属 
〜 面に触れることにより、静電気を逃がすこと力巧きます。 

メモ： タワーコンピュータにメディアカードリーダーをお加する墙をは、 「 メディアカードリーダーの 取り付け （タワーコンピュータ） J を参照してください。 
b メモ： デスクトップコンピュータにメディアカードリーダーを追加する場合は 、 r メディアカードリーダーの取り付け（デスクトッブコンピュータ） J を参照してください。 

メディアカードリーダーの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 化 業を 閒始 ずるがじ 」 の手順においます。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し _ j を参照）。 


3. ドライブのパネルを取り外します （ [ドライブパネルの取り外し」 を参照）。 























4. メディアカードリーダーの巧面からインタフエースケーブルを取りタトします。 


5. インタフェースケーブルのもう一方の端を、システム基おの [ USBJ とラベル付けされたコネクタから取り外します。システム基板のコネクタの位置については、 [システム 碟 板のコンポー 
ネント J を参照してください。 
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インタフェースケーブル 
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メディアカードリーダーシステム基版コネクタ ( USB ) 
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メディアカードリーダー 


6. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて段付きネジを取り外しリーダーをスライドさせて FlexBay ベイから外します。 
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スライドプレートレバー 
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メディアカードリーダー 


Q 注意： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取り付けてお<必要があります。取り付けないと、コンピュータが正常に機能しない場合があります。 

7. ドライブベイに別のドライブを取り付けず、お使いのコンピュータじメタルシールドがある場合 （ 「 じのドライブ 輸ぶ におけるメタルシールドについて」 を参照〉は、 FlexBay とそのドのをの 
スぺ ースに 通気式メタルカバーを取りがけます。 

a . メタルカバーの上側のネジ2本とド側のネジ2本を FlexBay 巧のがあするスロットに巧入します。 

b . 巧気式メタルカバーを押し，カチッと所定の位置に化まって、金属製のタブがシャーンの面と細-うまで押し込みます。 

次に、ドライブパネルカバーを取り付けます C 「 ドライブパネルカバーの 取 り ft け 」 を参照）。 

8. FlexBay に別のドライブを取リ付ける場合は、この巧の謡当する取り付け手順を参照してください。 

9. ドライブパネルを再巧取り付けます （ 「ドライブパネルの 取り付け J をを照）。 


10. すべてのコネクタが正しく接統され、しっかりと固定されていることを確認します。 



































11. コンピュータのカバーを取り付けます （ r コンピュータカバーのおりがけ J を参照）。 


Q 注意： ネットワークケーブルを接統するじは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し化みまず。 


12. コンピュータとデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 


メディアカードリーダーの取り付け（タワーコンピュータ） 


〇 注意： 3台のハードドライブを取りがけたタワー構成では、3台目のハードドライブを FlexBay じ取りがける必要があるため、メディアカードリーダーはサポートされません。 

1. 「 化葉を閒始ずるがに 」 の手順に捉います。 

2. コンピュータのカバーを取 y 外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライプのパネルを取 y 外します C r ドライブパネルの取 y かし 」 を参照）。 

4. FlexBay にほかのデバイスが取リがけられてし、る墙合は、取り外します（デバイスに応じてこの巧の謡当する取り外し手順を参照してくださし、）。 

Q 注意： お使いのコンピュータにメタルシールドがある塌合、コンピュータの使用中は常時取り付けておく必要があります。取りがけないと，コンピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

5. お使いのコンピュータにメタルシールドがあり C r なのドライブ構成におけるメタルシールドについて J を参照）、 FlexBay が空の墙合は、スライドプレートレバーを右側にスライドさせた状 
態で、 FlexBay から通気式メタルカバーを取り外します。 

6. FlexBay ドライブパネルカバーを取り外します （1" ドライブパネルカバーの取り外し J を参照）。 

7. メディアカードリーダーにネジが付いていない場合は、ドライブパネルカバー内にネジがないかどうかを確認しネジを新しいメディアカードリーダーに取り付けます。 


V 



1メディアカードリーダー 


2キジ 


8. リーダーを.カチッと音がするまで.または所定の位置に固定されるまで、 FlexBay 内にゆっくり押し化みます。 



1スライドプレートレバー 


2 メディアカードリーダー 


























9. インタフエースケーブルをメディアカードリーダーに接統します。 

10. インタフエースケーブルのもう一方の端を、システム基板の [ USBJ とラベル付けされたコネクタに接統します。このコネクタの位置については、 「システム 爲 板のコンポーネント」 を参照 
してください。 
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インタフェースケーブル 
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メディアカードリーダーシステム基板コネクタ ( USB ) 
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メディアカードリーダー 


11. すべてのケーブル接統を確認します。冷却ファンと通気孔の間に空気が流れるようにケーブルをまとめておきます。 

12. ドライブパネルを再度取りがけます （ 「 ドライブパネルの 取り付け j を藝照）。 

13. すべてのコネクタが正しく接綿され、しっかりと固をされてしぶことを確認します。 

14. コンピュータのカバーを取りかけます （ r コンピュータカバーの 化り けけ J を参照）。 

。 注意！ ネットワークケーブルを接韶するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 

15. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

16. セットアッブユーティリティを起動し （ 「 セットアップユーティリティ J を参照）、過切な USB for Flexbay CFlexBay 巧の USB ) ホブシヨンを選択します。 

17. Dell Diagnostics (診断）プ□グラムをま巧して、コンピュータが正しく動作することを確認します。手順については . 「 Dell Diagnostics (設断） プ□グラム 」 を参照してください。 

メディアカードリーダーの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 化' 業を開始する刖じ 」 の手順に促います。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取り外します （ r ドライブパネルの取り外し j を参照）。 

4. メディアカードリーダーの巧面からインタフェースケーブルを取りタトします。 

5. インタフェースケーブルのもう一方の端を、システム暮板の [ USBJ とラベル付けされたコネクタから取りタトします；システム基あのコネクタの位置については、 [システム 巧 板のコンポー 
ネント 」 を参照してください。 
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インタフェースケーブル 
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メディアカードリーダーシステム基板コネクタ ( USB ) 
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メディアカードリーダー 


6. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持プレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 
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ドライブ保持プレート 
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メディアカードリーダー 


7. メディアカードリーダーの取り外し 

8. FlexBay じ別のドライブを取り付けず、お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合 （ 「 がのドライブ 構成 I こおけるメタルシールドについて J を参照）は、 
スペースに通気式メタルカバーを取りがけます。 

a . メタルシールドを少し角巧をつけてつかみ、上部の2本のネジを FlexBay 内のスロットに巧入します。 

b . 巧気式メタルカバーの底部を下方向に回転させ、底部の2本のネジを FlexBay のドのをきスぺースにあるス□ットに挿入します。 

こ通気式メタルカバーを巧し、カチッと所定の位置に化まって、金属製のタブカ《シャーシの面と揃うまで押し込みます。 


FlexBay とそのドの空の 


次に、ドライブパネルカバーを取りがけます （ 「ドライブパネルカバーのありりけ J を參，稍）。 
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2 

通気式メタルカバー 


9. FlexBay じ別のドライブを取り付ける場合は、この巧の該当する取り付け手順を参照してください。 

10. デスクトップ保持プレートを取 y がけ./\ンドルを侦Iします。 

11. ドライブパネルを再度取りがけまず （ 「 ドライブパネルの 取り讯 が をを照）。 

12. すべてのコネクタが正しく接輔され、しっかりと固定されてし巧ことを確認します。 

13. コンピュータのカバーを取り付けます （r コンピュータカバーの 化り けけ J を参照）。 

。 注を： ネットワークケーブルを接窺す对こは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

14. コンピュータとデバイスをコンセントIこ接統して、電源を入れます。 

メディアカードリーダーの取り付け（デスクトップ コン ピュータ） 

1. 「 化 葉を 閒始 ずるがりこ 」 の手順に促います。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取り外します C r ドライブパネルの取り外し 」 を参照）。 

4. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持プレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 
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5. FlexBay にほかのデバイスが取り付けられている場合は、取り外します（デバイスにあじてこの巧の該当する取りタトし手順を参照してください〉。 

Q 注を： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使巧中は常時取りがけてお<必要があります。取り付けないと、コンピュータが正常に磯能しない場台■があります。 


6. FlexBay が空で、お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合 （ 「 •部のドライブ構成におけるメタルシールドについて J を参照）は、 FlexBay から通気式メタルカバーを取り外しま 
す。 

a . 巧気式メタルカバーの面が周囲のシャーンの面と揃うまで、通気式メタルカバーを前方 I こ引きます。 

b . メタルシールドの底部を手前に回おさせ.ド側のネジを周囲の金属から外します。 

こ上部のネジと金属製のタブを周西のを属から外して、メタルシールドをコンピュータから外しまず。 
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7. 

8 . 


FlexBay ドライブパネルカバーを取りタトします （ r ドライブパネルカバーの取り外し J を参照）。 

リーダーにネジが付いていない場合は、ドライブパネル内から段付きネジを取り外し、新しいメディアカードリーダーに取りがけます。 



1 

ドライブ 

2 

キジ 


9. リーダーを，ヵチッとまがするまで、または所定の位置に固定されるまで、ゆつ<リ押し込みます。 

10. インタフエースケーブルをメディアカードリーダーに接輔します。 

11. インタフエースケーブルのもう一方の端を、システム基おの [ USBJ とラベル付けされたコネクタに接統します。システム基板のコネクタの位置については、 [システム 房が のコンポーネン 
hJ を参照してください。 
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インタフェースケーブル 

2 

メディアカードリーダーシステム基板コネクタ ( USB ) 

3 

メディアカードリーダー 


12. デスクトップドライブ保持ブレートを取り付け、ハンドルを倒します。 

13. すべてのケーブル接綿を確認します。冷却ファンと通気孔の間にを気が流れるようにケーブルをまとめておきます。 

14. ドライブパネルを再度取りがけます （ 「 ドライブパネルの 取り付け j を藝照）。 

15. すべてのコネクタが正し<接綿され、しっかりと固をされてし巧ことを確認します。 

16. コンピュータのカバーを取が寸けます C r コンピュータカバーの 取 y 付け J を参照）。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

17. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

18. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ J を参照）、過切な USB for Flexbay CFlexBay 用の USB ) ホブシヨンを選択します。 

19. Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行して、コンピュータが正し<動作することを確認します。手順については、 「Dell Diagnostics (診が） プログラム」 を参照してください。 


CD/ DVD ドライブ 

^ を告： [巧品情報ガイド J のを全にお巧いいもだ<ための注意事項にがい、この巧の手おを開始してください。 

A 巧告！ 感電防止のため、カバーを聞 < 前に必ず、コンビュータの竜源プラグをコンセントから核いてください。 

A 注る： コンピュータ巧がの部品への静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に触れる制こ、身体から静電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々いを属 
>励こ触れることにより、静電気を逃がすこと力巧きます。 

CD / DVD ドライブの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 化 業を 閒始 ずるがに 」 の手順に促います。 

2. コンピュータのカバーを取 y 外します C r コンピュータカバーの 取 y 外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取り外します （ [ドライブパネルの取り外し.」 を参照）。 


4. ドライブの巧面から、電源ケーブルとデータケーブルを取り外します。 




















5. 現だ IDE CD/DVD ドライブカ《 1 つしか取りがけられておらず、そのドライブを取り外して、当面は別のドライブを取り付けない場合は、システム基あからデータケーブルを巧いて保管して 
おきます。 

SATA オプティカルドライブを取り外して、別のドライブを取り付けない場合は、システム基板から SATA データケーブルをほきます。 



1 

IDE データケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

SATA データケーブル 

4 

システム基板 SATA オプティカルコネクタ 

5 

システム基板の IDE コネクタ 


氏スライドプレートレバーを右側にスライドさせて段付きネジを取り外し、ドライブをスライドさせてドライブベイから外します。 



1 

スライドプレートレバー 

2 

CD/DVD ドライブ 


Q 注を： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取りがけてお〈必、要があります。あり付けないと、コンピュータが正常に機能しない場合があります。 

7. CD/DVD ドライブベイに別のドライブを取り付けず、お使いのコンピュータ I こメタルシールドがある場合 （ 「 さじのドライブ 構成 におけるメタルシールドじついて J を参照）は、次の手順を実 
がします。 

a. 5.25 インチのメタルシールドを所定の位置に取り付けます。ネジを金属製のレールに合わせ.カチッと所定の位置に収まるまでシールドを健方へ押します。 

。 メモ： CD/DVD ドライブベイ用のメタルシールドはデルからお取り寄せいただけます。 「 デルへのお問い合わせ 」 を参照してください。 

b . ドライブベイにドライブパネルカバーを取り付けます （ r ドライブパネルカバーの! な リリけ」 を参照）。 


8. CD/DVD ドライブベイに別のドライブを取り付ける場合は、 [CD/DVD ドライブの化り付け（タワーコンピュータ）」 を参照して〈ださい。 





































9. ドライブパネルを再を取り付けます （ [ドライブパネルの おり仲 ナ J を参照）。 


10. すべてのコネクタが正し<接統され、しっかりと固定されていることを確認します。 

11. コンピュータのカバーを取が寸けます （ r コンピュータカバーの 化り がけ J を参照）。 

〇 注を： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

12. コンピュータとデバイスをコンセント I こ接統して、電源を入れます。 

CD / DVD ドライブの取り付け（タワーコンピュータ） 

1. 「 ホ 業を開始ずるがに 」 の手順に捉います。 

2. 新しいドライブを取りがける場合は、ドライブを箱から取り出して取りがけの準術をします。 

ドライブじ付属のマニュアルを參照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っていることを確認します。 IDE ドライブを取り付ける場合は、ドライブを [cable select ] に設定しま 
す。 

3. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

4. ドライブのパネルを取 y 外します C r ドライブパネルの 取 y 外し 」 を参照）。 

5. CD / DVD ドライブベイにほかのデバイスカ巧又り付けられている場合は，取り外します C 「 CD / DVD ドライブの 取り外し （タワーコンピュータ） J を參照）。 

の 注意： おほいのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取り付けておく必要があります。取りがけないと，コンピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

6. CD / DVD ドライブベイがをで、おほいの コン ピュータにメタルシールドがある場合 （ 「 - がのドライブ構成におけるメタルシールドじついて J を参照）は，スライドプレートレバーを右側にスライ 
ドさせた状態で、 5.25 インチのメタルシールドを取りタトします。 

7. ドライブパネルカバーをおりタトします （ r ドライブパネルカバーの 取り外し J を参照）。 

8. ドライブにネジが付いていない場合は、ドライブパネル巧に段付きネジがないかどうかを確認し.ネジを新しいドライブに取り付けます。 



1 CD / DVD ドライブ 


2キジ 


9. ドライブを.カチッと音がするまで、または所定の位置に固定されるまで.ゆっくり押し&みます。 
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スライドプレートレバー 

2 

CD / DVD ドライブ 


10. 電源ケーブルとデータケーブルを CD / DVD ドライブに接統します。 

11. IDE ドライブを取り付ける場合は、別のコネクタを使用して、別の CD / DVD ドライブを同じデータケーブルに接統することができます。データケーブルのもう一方の端は、システム基板の 
riDEJ とラベル付けされたコネクタに接統する必要があります。システム基おのコネクタの位置については、 「 システム基板のコンポーネント J を参照してください。 

SATA ドライブを取りがける場合は、データケーブルのもう一方の端を、システム暮板の SATA コネクタに接統します。 
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IDE データケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

SATA データケーブル 

4 

システム基板 SATA オプティカルコネクタ 

5 

システム基板の IDE コネクタ 


12. すべてのケーブル接統を確認します。冷却ファンと通気孔の間に空気が流れるようにケーブルをまとめておきます。 

13. ドライブパネルを再度取りがけます （ 「 ドライブパネルの 取り付け j を藝照）。 

14. すべてのコネクタが正し<接綿され、しっかりと固をされてし、ることを確認します。 

15. コンピュータのカバーを取が寸けます （ r コンピュータカバーの 化り' 付け J を参照）。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に，コンピュータじ差し化みます。 


16. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 







































ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに巧属のマニュアルを参照して〈ださし、。 


17. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ J を参照）、 Drive (ドライブ）オプションを選択します。 

18. Dell Diagnostics (診断）プ□グラムをまげして、コンピュータが正しく動作することを確認します。手順については . 「 Dell Diagnostics (敌断） プ□グラム 」 を参照してください。 

CD / DVD ドライブの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 ホ 業を開始ずる前に 」 の手順においます。 

2. コンピュータのカバーを取 y 外します C r コンピュータカバーの化り外し J を参照）。 

3. ドライブのパネルを取 y 外します C r ドライブパネルの取り外し j を参照）。 

4. ドライブの巧巧から、電源ケーブルとデータケーブルを取り外しまず。 

5. 現在 IDE CD / DVD ドライブカ《1つしか取りがけられておらず.そのドライブを取り外して、当面は別のドライブを取り付けない場合は、システム基あからデータケーブルを巧いて保管して 
おきます。 

SATA ホブティカルドライブを取り外して、別のドライブを取りがけない場合は、システム基板から SATA データケーブルをなきます。 
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電源ケーブル 
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IDE データケーブル 
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SATA データケーブル 

4 

システム基板 SATA オプティカルコネクタ 

5 

システム基板の IDE コネクタ 


6. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持プレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 
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ドライブ保持プレート 

2 

CD / DVD ドライブ 


7. ドライブベイから CD / DVD ドライブを取り外します。 

〇 注意！ お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取りがけてお<必要があります。取りがけないと、コンピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

8. CD / DVD ドライブベイに別のドライブを取り付けず、お使いのコンピュータ I こメタルシールドがある場合 （ 「 さじのドライブ 愤 成におけるメタルシールドじついて J を参照）は、次の手順を実 
がします。 

a . 5.25 インチのメタルシールドを所定の位置に取りかけます。ネジを金属製のレールに合わせ、カチッと所定の位置に収まるまでシールドを健方へ押します。 
b メモ： CD / DVD ドライブベイ巧のメタルシールドはデルからお取り寄せいただけます。 r デルへのお問い合わせ 」 を壑照してください。 

b . ドライブベイにドライブパネルカバーを取りがけます （ 「 ドライブパネルカバーの取りり-け 」 を参照）。 

9. CD / DVD ドライブベイに別のドライブを取 y がける場合は、 rCD / DVD ドライブの取り付け（デスクトップ コン ピュータ> J を参照してください。 

10. デスクトップドライブ保持ブレートを取りがけ， M ンドルを倒します。 

11. ドライブパネルを再度取り付けまず C 「 ドライブパネルの 取りが け J を截照）。 

12. すべてのコネクタが正し<接綿され、しっかりと固をされてし巧ことを確認します。 

13. コンピュータのカバーを取 y 付けます C r コンピュータカバーの 化り' 村け J を参照）。 

〇 注ち： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に，コンピュータじ差し込みます。 

14. コンピュータとデバイスをコンセント I こ抬綿して、電源を入れます。 

CD / DVD ドライブの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 化 葉を 閒始 ずるがに 」 の手順に捉います。 

2. 新しいドライブを取りがける場合は、ドライブを箱から取り化して取りがけの準術をします。 

ドライブに付属のマニュアルを參照して，ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っていることを確認します。 IDE ドライブを取り付ける場合は、ドライブを 「cable select 」 に設定しま 
す。 

3. コンピュータのカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し J を参照）。 

4. ドライブのパネルを取り外します （ [ドライブパネルの取り外し」 を参解、）。 


5. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持ブレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 























1 ドライブ保持プレート 


2 CD/DVD ドライブ 


6. CD/DVD ドライブベイにほかのデバイスが取り付けられている場合は、取り外します （ 「 CD/DVD ドライブの化り 外し （デスクトップコンピュータ） J を参照）。 

Q 注意： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使巧中は常時取りがけてお<必要があります。おりがけないと、コンピュータが正常に磯能しない塌合があります。 

7. CD/DVD ドライブベイが空で、お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合 （ 「- 部のドライブ 構成に おけるメタルシールドについて J を参照）は、 5.25 インチのメタルシールドを取り外 
します。 

8. ドライブパネルカバーを取が卜します （ r ドライブパネルカバーの おり外し J を参照）。 

9. ドライブにネジが付いていない場合は、ドライブパネル巧から段付きネジを取り外し新しし、ドライブにありがけます。 



1 CD/DVD ドライブ 


2キジ 


10. ドライブを.力于ッと音がするまで、または巧をの位置に固定されるまで.ゆつ<リ押し化みます。 

G 注る ： SATA オプティカルドライブをシステム基板の HDD コネクタに接統しないでください。接統しても動作しません。 SATA オプティカルドライブは、システム基板の SATA とラベル付け 
W されたコネクタに接統してください。 

11. 電源ケーブルとデータケーブルを CD/DVD ドライブに接統します。 

12. IDE ドライブを取 y 付ける塌合は、別のコネクタを巧巧して、別の CD/DVD ドライブを同じデータケーブルに接綿することができます。データケーブルのもう一方の端は，システム基板の 

riDEJ とラベル付けされたコネクタに接統する必要があります。システムを极のコネクタの位置については、 「システム 韋 板のコンポーネント J を参照してください。 


SATA ドライブを取りがける場合は、データケーブルのもう一方の端を、システム基あの SATA コネクタに接統します。 
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IDE データケーブル 

3 

SATA データケーブル 

4 

システム基板 SATA オプティカルコネクタ 

5 

システム基板の IDE コネクタ 


13. デスクいプドライブ保持ブレートを取り付け、ハンドルを倒します。 

14. すべてのケーブル接統を確認します。冷却ファンと巧気孔の間にを気が流れるようにケーブルをまとめておきまず。 

15. ドライブパネルを再度取り付けまず C 「 ドライブパネルの 取りかけ 」 をを照）。 

16. すべてのコネクタが正し<接綿され、しっかりと固をされてし巧ことを確認します。 

17. コンピュータのカバーを取がホけます （ r コンピュータカバーの 化り 村け J を参照）。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

18. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接綿して、電源を入れます。 

ドライブの動作にか要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブにお属のマニュアルを参照してくださし、。 

19. セットアップユーティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ J を参照）、 Drive (ドライブ）オプションを選択しまず。 

20. Dell Diagnostics (終断）プログラムを実巧して、コンピュータが正し〈動作することを確認します。手順については 、 「Dell Diagnostics (终が） プログラム」 を参照してください。 


II かページにをる 
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FCC の通達げメリカ合を国のみ) 

Dell PrecisiorT " Workstation 490ューザーズガイド 


FCC クラス B 

この装置は、ラジオ周波なのエネルギーを生成、巧用、および放がする可能巧があります。製造元のマニュアルに巧わずにインストールし、巧巧した場合、ラジオおよびテレビ受信に電放皆害を生じさせ 
る場合があります。この装置はテストの結果、 FCC 規定の第15をに準拠したクラス B のデジタルデバイスに対する制限を満たずことが確認されています。 

このデバイスは FCC 規定の第15条じ準拠してし、ます。装置は、巧の2つの条件に従って動作するものとします。 

1. このデバイスが有害な電波障害をちじさせないこと。 

2. 好まし<ない操巧を弓陪起こす可能性のある電波障害を含め、このデバイスが受信した電巧障害を受け入れること。 

〇 を意： FCC 規定口よ、デルによる明示的な承認のない変更や修正を巧うと、この装置を操作する権限が取り消されることがあると定められています。 

これらの制限は、この装置が住を地域に設置された場合、有害な電肢障害から適切に保譲されるように設定されたものです。ただし、特定の設定で電波障害がを生しないとし巧お証はありません。こ 
の装置力《ラジオやテレビの受信に電波障害を引き起こすかどうかはその装置の電源をオンまたはホフにすることによって判定できますので、な下のちまを1つ、またはそれレ: i 上実行して巧題を辑ホし 
てください。 

I 受信アンテナのち向を変える。 

I 受信锭に対するシステムの位置を変える。 

I システムを受信機から離す。 

I システムを別のコンセントに接続し、システムと受信機が別々の分歧回跡こ抵损されてし、るが態にする。 

必要に応じて、弊なのカスタマーケアまたはラジオ/テレビの経験を積んだ技術者に連絳し、アドバイスをもらって〈ださし、。 

巧の情報は、本書で扱っているデバイスに巧して、 FCC 規をに巧って提供されるものです。 

I 製品ち ； Dell PrecisionTM Workstation 490 

I モデル番号 ； DCTA 

I をな名： 

Dell I nc . 

Worldwide Regulatory Compliance & Environmental Affairs 

One Dell Way 

Round Rock , TX 78682 USA 

512-338-4400 
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コンピュータについての情報 

Dell Precision ™ Workstation 490ューザーズガイド 

♦ 情報の入手方ミち 

• 遞 

♦ コンピュータのメンテナンス 


情報の検索 


& メモ： 一部の機能やメディアはオプションなので、コンピュータに搭載されていない場合があります。一部の機能やメディアは、国によってはご利用になれない場合があります。 
& メモ： 追加の情報がコンピューかこ同捆されてしぶ場合があります。 


何をお探しですか？ 


こちらをご jr < ださい 


I コンピュータの該断プログラム 
I コンピュータのドライバ 
I コンピュータのマニュアル 
I デバイスのマニュアル 
I デスクトップシステムソフトウェア （ DSS ) 


『Drivers and Utilities CDJI (『 ResourceCDJI とも巧ばれます） 


マニュアルおよびドライバは、コンピュータじプリインストールされています。この CD を使巧し 
て、ドライバをちインストールしたり（「 ドライバとユーティリティの再インストール 」 を参,頃 ）、 Dell 
Diagnostics (該が）プログラムを実巧しわり （「 Dell Diagnostics (をが）ブロヴラム i ををお）. 
マニュアルを表示したりできます。 



CD 巧の Readme ファイルロホ、コンピュータの技術的を更に関ずる最新のアップデートや、巧 
術者または専門が識をお持ちのユーザーを巧まとした高度な巧術資料が記載されています。 


メモ： ドライバとマニュアルのアップデートに関しては、 support.jp.dell.com をご賣〈ださい。 


コンピュータのセットアップ方ま クイックリファレンスガイド 

コンピュータのメンテナンス方ま 
基本めなトラブルシューティング情報 


Dell Diagnostics (診断)プログラムの実行方ま 
エラー コードと該がライト 
部品の取り外しおよび取り付け方法 
コンピュータカ/く一の開を方 


メモ： このマニュアルはホプシヨンであり、同おされていないコンピュータもありまず。 


メモ： このマニュアルは support.jp.dell.com から PDF おまで入手できます。 


保証に関する情報 
契が)を巧（米国巧のみ） 

ま全におほいいただくためのま意 
認可谜関の情報 


Del | TM 『製品情報ガイド J 


快適な使いち 


エンドユーザーライセンス契約 



サービスタグとエクスプレスサービスコード サー ビスタグと Microsoft ® Windows ⑥ ライセンス 

Microsoft Windows ライセンスラベル 


ラベルは コン ピュータじ貼付されています。 



























1 \ ムー 子 

1 j 11111111111111111111 f 

1 サービスタグは、 support . jp . dell.com を使用の瞭、またはテクニカルサポートへの 

お問い合わせの樹こ、コンピュータの識別に使用します。 

1テクニカルサポートに連絡したときにエクスプレスサービスコードを入力すると、通話が直 
接を続されまず。 

1 巧術情報一 QScA 検索、トラブル解消ナビ、 Diagnostics (餘断)プログラム、インストー 
ルガイド、 お問い合わせのをい質問 

1 アップグレードーメモリ、ハードドライ义またはホペレーティングシステムなどのコンポー 
ネントに関するアップグレード情報 

1 を種サービスのご案内ーサービスプラン、登録内容変更申込、リサイクル•貢取サービ 
ス、引き取り修理状況確認など 

1 サービスおよびサポートーサービスコールのが況とサービス履歴、サービス契約 

1参照資料ーコンピュータのマニュアル、コンピュータの設定の詳細情報、製品の仕樣、お 
よびホワイトペーパー 

1 ダウンロードー認定されたドライバ、パッチ、およびソフトウェアのアップデート 

1 デスクトップシステムソフトウェア （ DSS ) ?コンピュータにオペレーティングシステムを再イ 
ンストールする場合、一切のドライブを取り付ける前に DSS ユーティリティも再インストー 
ルする必要があります。 DSS は、ホペレーティングシステムの重要なアップデート 、 Deli 
3.5 インチ USB フロッピードライブ、ホブティカルドライ义および USB デバイスに関する 
サポートを提供しまず。 DSS は、 Dell コンピュータが正しく動巧するために必要です。こ 
のソフトウェアは、お使いのコンピュータとオペレーティングシステムを自動めに検そ日して、 
設定に適した更新をインストールします。 

デルサポートサイトー support . jp . dell.com 

メモ： お住まいの地域を選がし、おぶくのサポートサイトを表示します。 

メモ： 企業、政府および教育関巧のューザーには、カスタマイズされた Dell Premier サポート 

ウェブサイト premier . dell . co . jp / premier もご利用いただけます。 

デスクトップシステムソフトウェアをダウンロードするには、 support . jp . dell.com に移動しま 
す。 

1 サービスコール状況とサポート履歴 

1コンピュータの重要テクニカル事巧 

1お問い合わせのをい質問 

1 ファイルのダウンロード 

1コンピュータの詳細設定 

1コンピュータのサービス規約 

Dell Premier サポートウエブサイトー premier . dell . co . jp / premier 

デルのプレミアウェブサイトは、企業、政巧、および教育域関向けにカスタマイズされています。 

1 Windows XP の使い方 

1 プログラムとファイルの巧い方 

1 自分だけのデスクトップの作り方 

Windows ヘルプとサボートセンター 

1. スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. 問題に関連ずる用語やフレーズを検索ボックスじ入力して、ち印アイコンをクリックしま 
す。 

3. 問題に関連ずるトピックをクリックします。 

4. 画面に表示される指示にがってください。 

1 オペレーティングシステムの再インストールちま 

ちインストール用 CD 

メモ： 『オペレーティングシステム CDJ はオプションなので、 同 巧されていないコンピュータもあり 
ます。 

オペレーティングシステムは、コンピュータじプリインストールされています。オペレーティングシ 
ステムホちインストールするじは.『ちインストール田 CDJ ! ホ巧います - 「Windows XP のちイ 
ンストール 1 奈を照してください- 

オペレーティングシステムを再インストールした後 、 『Drivers and Utilities CD 』 
( ResourceCD ) を使用して、コンピュータに付属しているデバイス用のドライバを再インストール 
します （「ド っイ/かユー千ィ Ut ィの巧インストール1 ホ参照）。 

/ :.W 'X 

オペレーティングシステムの Product Key (プロダクトキー)ラベルはコンピュータに貼付されてい 
ます~ (「サービスタヴ<^ Microsoft 巧; Windows 衍ぅイセンス ホ惹鹿）。 

メモ： CD の色はごを文になったホペレーティングシステムによって異なります。 





















I Linux の使い方 

I Dell Precision …製品および Linux オペレーティングシステムのユーザーとの E - メー 
ルディスカッション 

I Dell Precision および Linux に関するその他の情報 


デルがサポートする Linux サイト 


I Linux . dell , com 

I Lists . us . dell . com / mailman / listinfo / linux-precision 


仕様 


マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサの種類 

Dual-Core Intel ⑥ Xeon ® プロセッサ 5 xxx シリーズ 

内部キャッシュ 

4 MB 


メモリ 

タイプ 

Q を意： 667 MHz DIMM にはフルレングスヒートスプレツ 
ダ ( FLHS ) が必要です。 


533 MHz および667 MHz 完全バッファ型 DDR 2 SDRAM (完 
全バッファ型 DIMM または FBD ) 

メモリコ木クタ 

8 

メモリ容量 

512 MB またはし2、または4 GB ECC 

最小メモリ 

1 GB 

晶大搭載メモリ 

32 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンビュータ 情報 

チップセット 

Intel 500 OX 

データパス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

36ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ ( NVRAM ) 

8 Mb 

NIC 

DMTF によって定義されている ASF 2.0 サポートを維み込んだネ 
ットワークインタフェース 


10/100/1000通信が可能 

システムクロック 

667、1066、1333 MHz データ転送率(プロセッサの選キ尺によっ 
て異なります） 


ビデオ 


タイブ 

PCIe xl 6( 最大150 W をサポート） 


ホーデイオ 

タイブ 

Sigmatel STAC 9200ハイデフィニションオーディホ CODEC お 
よび 

Azalia / ハイデフィニションデジタルコントローラ 

ステレオ変換 

24ビット AD 変換および24ビット DA 変換 


コントローラ 


ドドライブ 

SATA ： 内蔵シリアル ATA(RAID 0/1/5およびコマンド待機あリ） 

SAS: オプションの PCI Express S AS ( RAID あり、または無し） 


巧巧バス 














































バスのタイプ 

PCI 2.3 

PCI Express l.OA 

PCI-X 2.0 A 

USB 2.0 

バス速度 

PCI：133 MB / 抄 

PCI-X: 800 MB / 秒 

PCI Express ： 

x 4 / x 8 スロット双方向速度- 2 GB / が、 

Xl 6 スロット双方向速度- 8 GB / 砂 

力ードス□ット 

デスクトップ モー ド：スロット2~4はフルレングスカード （PCI 
Express xl 6 スロット x 1 、 PCI Express x 8 スロット x 1、およ 
び PCI xl ) をサポートし、スロット1、5、および已はハーフレング 
スカード （ PCI - X スロット x 2、 および PCI Express x 8 スロット 
xl ) をサポートします。 

タワーモード： スロット2 〜 5はフルレングスカード （PCI 

Express xl 6 スロット x 1 、 PCI Express x 8 スロット x 1 、 PCI 
Express xl 6 スロット xl 、 および PCI スロット x 1) をサポートし、 
スロット 1 および6はハーフレングスカード （ PCI - X スロット XI 、 
および PCI Express x 8 スロット x 1) をサポートします。 

PCI 


コネクタ 

1個 

コネ、クタ甘イズ 

120ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

32 ビット 

PCI-X 


コネクタ 

2 個 

コネ、クタ甘ィズ 

188ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

64ビット 

PCI Express x 8( x 4 取線） 


コネクタ 

2個の x 8( x 8、 x 4、 および xl モード/力ードをサポート；最大リ 
ンク幅 x 4) 

コネ、クタ甘ィズ 

98ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

PCI Express レーン x 4 

PCI Express xl 6 


コネクタ 

1個の X 16 スロット ( X 16、 x 8、 x 4、 xl モード/力ードをサポート） 

コネ、クタ甘ィズ 

164ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

PCI Express レーン x 16 


ドライブ 


列■部アクセス可能 

3.5 インチドライブベイ （ FlexBay ) 1つ 

5.25 インチドライブベイ2つ 

内部アクセス可能 

3.5 インチ/、ードドライブベイ2つ 


コネクタ 

列•付けコネクタ 



パラレル 


2個の1655 0 C 互換 



双方向25ピンコネクタ(双ち向） 


IEEE 1394(オプシ a ン） 


正面パネル 



ネットワークアダプタ 



PS /2 ( キーボード/ 




USB 2.0 互換コネクタが、正面パネルに2個、背面パネルに5 
個 


オーディホ 

システム基板コネクタ 



2個の正面パネルコネクタ（マイク、ヘッドフォン） 

2個の背面パネルコネクタ（ライン入力とラインアウト/ヘッドフオ 
ン） 


40ピンコネクタ 


34ピンコネクタ 


5個の7ピンコネクタ 


オプションのメディアカードリーダー用の10ピンコネクタ （3. 5イン 
チべイデバイス） 






































































キーの 巧み合わせ 


< F 2> 

内蔵のセットアップユーティリティを起動(起動時のみ） 

< F 12> または < Ct : rl >< Alt >< F 8> 

Boot Device (起動デバイス)メニューを起動(起動時のみ） 

< Ctrl >< Alt >< F 10> 

起動時にユーティリティパーティシヨンを始動(インストールされてい 
る場合） 


ボタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

緑をのライトー緑をの点;巧はスリープ状態です。緑をの点'灯は電 
源巧入状態です。 


稳をのライトー稳をの点滅は内部電源に問題がある可能巧を示し 
ます。梧色の点灯はデバイスの巧障または誤った取り付けが行わ 
れたことを示します。 （「雲源の閣詣」 を参辟、） 

/\ードドライブライト 

掃色のライト-コンピュータが M - ドドライブからデータを読み書き 
している隐に点灯します。このライトは、 CD / DVD ドライブなどのデ 
バイスが動作しているときにも点灯します。 

通信が態ライト 

背面 パネル：10 Mb 伝送時は緑をのライト、100 Mb 伝送時は 
梧をのライト、1000 Mb ( lGb ) 伝送時は黄をのライト 
正面 パネル：ネットワーク接続中は緑をが点灯 


メモ： セットアップユーティリティでオンボードの LAN コントローラ 
を無効化した場合は、ネットワーク接続がアクティブなときでもこれ 
らのライトは点巧しません。 

動作ライト 

ネットワーク上にアクティビティが存在するときは背面パネルの黄を 
のライトが点滅 


メモ： セットアップユーティリティでオンボードの LAN コントローラ 
を無効化した場合は、ネットワーク接続がアクティブなときでもこの 
ライトは点'灯しません。 

診断ライト 

前面パネルにライトが4つ （「誇 断ライト 1を参照） 

スタン/くイ電源ライト 

システム基巧上の AUX PWR 


■巧 

DC 電源ユニット 

ワット数 

750 W 

熱消費 

2559 BTU / 時間 


メモ： 熱消費は電源ユニットのワット数定格に基づして算出したも 
のです。 

電圧 

自動検出電源一日0/60 Hz で90 V 〜265 V 

バックアップバッテリー 

3 V CR 2032 コイン型リチウムバッテリー 


サイズと■量 

縦値 

44.8 cm 

横値 

17.1 cm 

長さ 

46.7 cm 

重量 

17.7 kg 

サポートされてし、るモこ夕一の重量(デスクトップ型） 

45.4 kg 


巧境 

温度 

動作時 

10。〜35。〔 

お管時 

-40 〜65。〔 

相対湿度 

20〜80 % (結露しないこと） 

最大振動 

動作時 

0.0002 g 2/ Hz で5〜350 Hz 























































丄0.00 1 〜0.01 g2/Hz で5〜500 Hz 


最大耐义衝撃 

動作時 

パルス持続時間2ミリ抄 +/- 10%で40 G +/- 5〇/〇 (51 cm / 
秒にネ目当） 

保管時 

パルス持続時間2ミリ妙 +/- 10%で105 G +/- 5% (127 
cm / 砂に相当） 

高度 

動作時 

-15.2 m 〜3,048 m 

保管時 

-15.2 m 〜10,668 m 


コンピュータのメンテナンス 

巧の指針じがってコンピュータのメンテナンスを斤ってください。 

I データ消失や破損をお止するため、/\-ドドライブのライトが点灯してしぶときは、コンピュータの電源を切らなしでください。 
I ウイルス対策ソフトウェアを巧用して定期的にウイルススキヤンを巧ってください。 

I 定期のに不要なファイルの削除やドライブのデフラグを巧って、/、ードドライブのをき容量を管理してください。 

I を巧的にファイルをバックアップして〈ださい。 

I モニターの画面、マウス、キーボードは定期めに清掃してください （「 コンピュータのクリーニング 」 を参照）。 


目次ページに房る 
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困ったとさは 

Dell Precision ™ Workstation 490ューザーズガイド 

♦ テクニカルサポート 
• ごま文に関ずる問題 
♦ 製品情强 

♦ 保証お間中の修理もしくは返品につし、て 

♦ お問い合わせになる前に 
• Dell お園いをわせを号 


テクニカルサポート 

巧術上の問題のサポートを受けなければならないときは、巧の手順に従ってください。 

A 警告： コンビュ-タカバ-を巧 y ホすお巧がある場合、まずすベてのコンセントからコンビュ-夕の■巧ケ-プルとモデムケ-ブルを® y ホします。 

1. 「固 題些避を」 の手順を完了します。 

2. Dell Diagno な ics (診断)ブログラムを実斤します 。 「 Dell Diagnostics (診断）プログラム I を参暧してください。 

3. Dia 口 nostics (該断） チェック リスト ホ巧刷し、情報を記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、デルのサポートウェブサイト （ support . jp . dell . com ) をご黃ください。 

5. これまでの手順で問題が解,まされない場合は、デルにお問い合わせください。 

メモ： デルへお巧い合わせ I こなるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの巧くから電話をおかけください。テクニカルサポート担当者がコンピュータでの操巧をお願いすることがあ 
ります。 

メモ： デルエクスプレスサービスコードシステムをご利用できない国もあります。 

デルの才ートテレフォンシステムの指示に巧って、エクスプレスサービスコードを入力ずると、電話は適切なサポート担当者に乾送されます。エクスプレスサービスコードをお持ちでない場合は 、 Dell 
Accessories フォルダを開き、 エクスプレスサービスコードア イコンをダブルクリックします。そのをは、表示される指示じ従ってください。 

テクニカルサポートにお問い合わせになるときは 、 r テクニカル サポートサービス 」 に記載の番号じご連絡ください。 

メモ： これらのサービスは必ずしもアメリカ本 ±] iL 外でご利用できるとは限りません。サービスに関する情報は、お近くのデル担当者へお問い合わせください。 

オンラインサービス 

デルのサポートへは、 support . jp . dell . com からアクセスすることができまず。 サポートサイトへようこそ ぺージから、サポートツール、情報などをお選びください。 

インターネット上でのデルへのアクセスには、巧のアドレスをご利用ください。 

I World Wide Web 

www . dell . com / (ホ国） 
www . dell . com / ap / (アジア/太平ず諸国） 
www . dell . com/ip (日本） 
www . euro . dell . com ■(ヨ ーロツ パ） 
www . dell . com / la / (ラテンアメリカ諸国） 
www . dell.ca (カナダ） 

I 匿を FTP ロァイル転送ブロトコル） 
ftp . dell . com / 

ロヴインユーザ—を： anonymous。 パスワードには E - メ ールアドレスを入力してくださし、。 

I ホンラインサポートサービス 
mobile . support @ us . dell.com 


support @ us . dell.com 














apsuppo け © dell . corrK アジア/太平洋諸国） 

suppo け . jp.dell.com (曰本） 
suppo け . euro.dell.com (ヨ ーロツ パ） 

I ホンライン見積りサービス 
sales @ dell.com 

apmarketing @ dell.com (アジア/太平洋諸国） 
sales , canada @ dell . com (カナブ） 

I ホンライン情報サービス 
info @ dell.com 


FAX 情報サービス 

オペレーティングシステムの再インストール情報など、巧術めなサポート資料をお手持ちの FAX にお届けするサービスです。音声応答により、 FAXB0X から必要な資料を;ま文することができます。 
プッシュホンまの電話を巧って、必堂なトピックを選巧します。 

FAX 情報サービスは、年中お化、毎日 24 時間いつでもご利用いただけます。 FAX 情報サービスは、テクニカルサポートサービスからもご利巧いただけます。デル営業担当をの電話番号について 
は' r デルへのお問いさわせ J をを照してください。 

24時間納期案内電話サービス 

を文したデル製品の巧況を巧設するには、 support.jp.dell.com にアクセスするか、または、 24 時間納期情報案内サービスじお問い合わせ〈ださい。電話サービスでは、録音された指示に従っ 
て' ごを文の製品のが期を確認することができまず。デル営業担当者の電話番号については、 「 デルへのお問い合わせ 」を参照してください。 

テクニカルサポートサービス 

デル製品に関するお問い合わせは、デルのテクニカルサポートをご利用ください。サポートスタッフはその情報を元に、正確な回答を迅速に提供します。 

テクニカルサポートじお問い合わせになる場合、まず r テクニカルサポート J を参照してから、 r デルへのお問い合わせ " こ記載されているお住まいの地域の番号にご連絡〈ださい。 


ごを义に関する問題 

义品、誤った部品、間違った請求書などのを义に関する問題がある場合は、 Dell カスタマーケアじご連絡ください。お電話の瞭は、納品書または出荷伝票をご用意ください。デル営業担当者の電話番 
号については 、 r デルへの お問い合わせ 」を参照して〈ださい。 


製品情報 

デルのその他の製品に関する情報や、ごを义に関しては、デルウェブサイト www.dell.com をご監<ださい。弊社セールスの電話番号は、 「 Dell へのお問い合わせ i をを鹿してください。 


保証期間中の修理または返品について 

修理と返品のいずれの場合も、返さするものをすべて用意してください。 

1. デルにお電話いただき、担当者がおがらせずる返品番号を箱の外側に明記してください。 

デル営業担当者の電話番号については、 「 デルへのお問い合わせ I をを暧してください。 

2. 請巧書のコピーと返品の理由を記したメモを同描してください。 

3. 実斤したテストと Dell Diagnostics (診断)プログラムから出力されたエラーメッセージを記入した Diagnostics ( 驗断） チェックリスト のコピーを同袖してください。 

4. 修理や交換ではなく費用のミ化いを希望される場合は、返品する製品のアクセサリ（電源ケーブル、ソフトウェアフロッピーディスク、マニュアルなど)も同袖してください。 

5. 返品する製品の捆包には、元の(またはそれと同等の）お包材と箱を使巧してください。 


送料はお客巧のご負キ旦となります。返品する製品が弊なじ到着するまでのリスク、および製品に掛ける保険も、お客様のご負担となります。着化いの荷物は受領できませんので、予めご了承〈ださ 













い。 

レ: ■ Lb のを件が満たされていない場合は、そのままお客樣へ返送させていただ〈ことがあります。 


お問い合わせになる前に 

メモ： キーボードからコマンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自休でのみ可能な他のトラブルシューティング手順を試してみるようにお願いする場合があります。 ェ クスプレ 
スサービスコードがあると、デルの電話自動サポートシステムによって、より迅速にサポートが受けられます。 


必ず Diaanostics (お断）チェック リストに 記入してください。デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータのぶ<から電話をおかけください。キーボードからコ 
マンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自がでのみ可能な化のトラブルシューティング手 I おを試してみるようにお願いする場合があります。システムのマニュアルがあることを 
巧詔してください。 


^ 警吿： コンピュータ巧巧の作業を巧める前に、 i ■製品情宙ガイト 1のまをに田するを意事項をお読みください。 


Diagnostics ( 診断 ） チェックリスト 

御ち前： 

曰か： 

御住所： 

電話番号： 

サービスタグナンバ ー( コンピュータ背面のバーコードの番号）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号(デルのサポートほ術者から提供された場合）： 

オペレーテイングシステムとパージョン； 

周辺機器： 

お張カード： 

ネットワークに接続されていますか？はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、ネットワークアダプタ； 

プログラムとバージョン： 

システムのスタートアップファイルの内容を確認するときは、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださい。コンピュータじプリンタを接続している場合、をファイルを印刷します。印刷で 
きない場合は、をファイルの内容を記録してからデルにお問い合わせください。 

エラーメッセージ、ビープコードまたは診断コード： 

巧題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 


デルへのお問い合わせ 

インターネット上でのデルへのアクセスには、次のアドレスをご利用ください。 

I www.dell.com/jp 
I support.jD.dell.com (サポート） 


デルへお問い合わせじなる際には、次の表の電子アドレス、電話番号、およびコードをご利用ください。 


国（巧市） 

国巧電ほアクセスコード国番号 
市か局る 

巧署ちまたはサービス巧を 
ウェブサイトおよび E - メールアドレス 

市か局番 
市巧番ちまたは 

フリーコール 


ウェブサイト： support . jp . dell.com 



テクニカルサポート （Dell Precision 、 OptiPlex 、 Latitude ) 

フ U -= i —ル: 0120-198-433 


テクニカルサポ ー K おかから ） (Dell Precision 、 OptiPlex 、 Latitude ) 

81-44-556-3894 


FAX 情報サービス 

044-556-3490 

日本 (川 か 

24 時間納期情報案内サービス 

044-556-3801 

国際電話アクセスコード： 001 

カスタマーケア 

044-556-4240 


ビジネスセールスネ部(従業員数400人未満） 

044-556-1465 

国ま号： 81 

ミ去人営ま本卽(従業員数400人な上） 

044-556-3433 

巿列■局番： 44 

エンタープライズ営業本部(が業員数3500人な上） 

044-556-3430 


官公庁/巧巧•お育裸関/医療裸関セールス 

044-556-1469 


デルグ□ーバルジャパン 

044-556-3469 


個人のお客様 

044-556-1760 








































I 代表 


044-556-4300 


目次ページに戻る 






目次ページに戻る 


用語集 

Dell PrecisiorT " Workstation 490ューザーズガイド 

みを CpEFGHLKLMNPR さ TUVW ^^ Z をう至をかきくこさし丈をを〇でとを扫をひ基竺ををもよ义る 
この用語集に収録されている用語は、情報の目的として提供されています。おほいのコンピュータに搭載されている機能についての記載がない場合もあります。 


A 

AC - alternating current (交流）ーコンピュータの AC アダブタ電源ケーブルをコンセントに差し込わと供給される電気の様ま。 

ACPI — advanced configuration and power interface — Microsoft® Windows® オペレーティングシステムの電源管理規格。コンピュータをスタンバイモードや巧止状態モードにして、 
コンピュータに接統されたをデバイスに割り当てられた電力を節約できます。 

AGP - accelerated graphics port - システムメモリをビデオ関連の化理じ使用できるようにする専巧のグラフィックスポート。 AGP を巧うとビデホ回路とコンピュータメモリ間のインタ フエー スが 
高速化され、 True-Color のスムーズなビデホイメージを伝送できます。 

ALS — ambient light sensor — アンビエントライトセンサー。 

APR - advanced port replicator - ノートブックコンピュータでモニター、キーボード、マウス、およびその他のデバイスが使えるようになるドッキングデバイス。 

ASF - alert standards format - 管理コンソールにハードウエアとソフトウェアの警告を報告する方式を定義する標準。 ASF は、どのブラットフホームやオペレーテイングシステムにも対応でき 
るよう設計されています。 


B 

BIOS - basic input/output system (ぶ本入出カシステム）ーコンピュータのハードウェアとオペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つプログラム（またはユーティリティ）。設定 
がコンピュータにどのような影響をちえるかについて熟巧している場合なかは、設定を変更しないで〈ださい。「セットアップユーティリティ」とも呼ばれます。 

Bit - コン ピュータが認識するデータの最小単位。 

Bluetooth® ワイヤレステクノロジー短距離内 （9 m ) にある複数のネットワークデバイスが、お互いを自動めに認識できるようにするワイヤレステクノロジ標準。 
bps - bits per second (ビット/秒）ーデータの転送速度を計測する標準単位。 

BTU — British thermal unit (巧国熱）一熱量の単位。 

C 

C - 摂氏に elsius )- 温度の測定単枝。0度が水の氷点、100度が水の沸点となります。 

CD - compact disc (コンパクトディスク）一光をおまのストレージメディア。通常、音楽やソフトウェアプログラムに使用されます。 

CD-R - CD recordable -書き込み可能な CD 。 データは CD - R に1回のみ記録できます。一度記録されたデータは削除したり上書きできません。 

CD-RW - CD rewritable -書き換え可能な CD 。 データを CD - RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きできます(再書き込み）。 

CD-RW/ DVD ドライプー 「コンボドライブ」とも呼ばれます。 CD および DVD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータ 
を書きをむことができるドライブです。 CD - RW ディスクには、燥り返し書き込むことが可能ですが、 CD - R ディスクには一度しか書き込むことができません。 

CD-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD - RW ディスクや CD - R ディスクにデータを書き込むことができるドライブ。 CD - RW ディスクには、燥り返し書き込むことが可能です力 《 、 CD-R 
ディスクじは一度しか書き込むことができません。 

CD ドライブー光を技術を使用してデータを CD から読み取るドライブ。 

CD プレイヤ——音棄 CD を再生するソフトウてア。 CD プレーヤーのウィンドウに表示されるボタンを巧用して CD を再ますることができます。 

COA - Certificate of Authenticity - Windows の英数文字のコードで、コンピュータのラベルに印刷されています 。 rproduct Kev (プロダクトキー)」や 「Product I D (プロダクト I D )」 とも呼 
ばれます。 

CRIMM — continuity rambus in-line memory module — メモリチップのない特別なモジュールで、使巧されていない RIMM スロットに取り付けます。 


D 

DDR SDRAM — double-data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 SDRAM) - データバーストサイクルを 2 倍にして、システムのな能を向上させる SDRAM の一種。 

DDR 2 SDRAM - double-data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度 2 SDRAM) - 4 ビットプリ フェッチ およびその他のアーキテク チャ 上のを更により、メモリ速度を 400 MHz な 上じしたタイ 
プの DDR SDRAM 。 

DIMM - dual in-line memory module - システム基巧のメモリモジュールに巧続されるメモリチップを搭載した回路基板。 







DMA - direct memory access - DMA チヤネルを使うと、 RAM とデバイス間でのデータ転送がプロセッサを介さずにおこなえるようになります。 

DMTF - Distributed Manaaement Task Force - 分散型デスクトツ义ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理標準を開をずるハードウェアおよびソフトウェア会化の団 
休。 

DRAM - dynamic random-access memory (ダイナミックランダムアクセスメモリ）ーコンデンサが搭載された集積回路に情報を保巧するメモリ。 

DSL - Digital Subscriber Line - アナ□ヴ電話回線をかして高速常時インターネット抱続を提供するテクノロジ。 

DVD - digital versatile disc -通常、映画を収録するのに使用するディスク。 DVD ドライブはほとんどの CD を読み取ることができます。 

DVD 牛 RW - DVD rewritable -再書き込み可能な DVD 。 データを DVD + RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きできます(再書き込み）。 ( DVD + RW テクノロジは DVD - RW テクノ 
ロジとは異なります。） 

DVD+RW ドライブー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができるドライブ 。 DVD + RW ディスクじ書き込むこともできます。 

DVD-R - DVD recordable -書き込み巧能な DVD 。 データは DVD - R に1回のみ記録できまず。一度記録されたデータは削除したり上書きできません。 

DVD ドライブー DVD および CD から、光学巧術を使用してデータを読み取るドライブ。 

DVD プレーヤ—— DVD 映画を猛賞するときに巧用するソフトウェア。 DVD プレーヤーのウィンドウに表示されるボタンをほ用して、映画を再ちすることができます。 

DVI - digital video interface (デジタルビデオインタフエース）ーコンピュータとデジタルビデホディスプレイ間のデジタル送信の標準。 


E 

ECC — error checking and correction (エラーチェックおよび訂正）ーメモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取ったりするときに、データの正確さをお査する特別な回路を搭載 
しているメモリ。 

ECP - extended capabilities port -双方巧のデータ軍5送を提供するパラレルコネクタのお張仕梯の1つ。 EPP と同樣に、データ転送にダイレクトメモリアクセスを使用して性能を向上させま 
す。 

EIDE — enhanced integrated device electronics — ハードドライブと CD ドライブ巧の IDE インタフェースの向上したバージヨン。 

EMI — electromagnetic interference (電磁放障害）一電磁巧姑棵によって引き起こされる電気障害。 

ENERGY STAR ® - Environmental Protection Agency (ホ国環境巧證局）が規まする、全体的な電力の消費量を減らす要件。 

EPP - enhanced parallel port -巧方向のデータ乾送を提供するパラレルコネクタの仕様の1つ。 

ESD - electrostatic discharge (詩電気障害）一静電気の急激な放電。 ESD は、コンピュータや通信機器にほわれて し、 る集積回路を損協することがあります。 

ExpressCard — PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I / O 力ード。 ExpressCard 力ードの一般的なものには、モデムやネットワークアダプタがあります。 ExpressCards は 、 PCI 
Express と USB 2.0 の両方の標準規格をサポートしています。 


F 

FBD - fully-buffered DIMM (完全バッファ型 DIMM ) - DDR 2 SDRAM チップと、 DDR 2 SDRAM チップとシステムの間の通信を高速化する Advanced Memory Buffer ( AMB ) を搭載した 
DIMM 。 

FCC - Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）ーコンピユータやその化の電子機器が放出する巧が線の量を規制する通信関連の条例を執斤するアメリカの機関です。 
FSB - front side bus -ブロセッサと RAM の間のデータ経路と物理的なインタフエース。 

FTP - file transfer protocoK ファイル転送プロトコル)ーインターネットに接続されているコンピュータ間でのファイルの交換に利用される標準のインターネットプロトコル。 


G 

G - グラビティー重力の計測単な。 

GB - ギガバイトーデータの単位。 1 GB は1024 MB (1, 073,741,824バイト)です。/\-ドドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000,000バイトに切リ捨てられることもあります。 

GHz - ギガへルツー周波数の計測単位。1 GHz は10億 Hz または1，000 MHz です。通常、コンピュータのプ□セッサ、バス、インタフェースの地理速度は GHz 単位で計測されます。 

GUI - graphical user interface - メニュ ー 、 ウィンドウ、およびアイコンでユーザーとやり取りする対話型ソフトウェア。 Windows オペレーティングシステムで動かするほとんどのブログラムは 
GUI です。 


H 


HTML - hypertext markup language -インターネットブラウザ上で表示できるよう、インターネットのウェブぺージに挿入されるコードセットです。 






HTTP — hypertext transfer protocol —インターネットに接続されたコンピユータ間でファイルを交換するためのプロトコル。 

Hz - ヘルツー周波数の単位。 1 抄間 1 サイクルで面波数1 Hz です。コンピュータや電気デバイスでは、キロへルツ ( kHz )、 メガヘルツく MHz )、 ギガへルツ ( GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位 
で計測される場合もあります。 


I/O - mput / outpuU 入出力）ーコンピュータにデータを乂力したり、コンピュータからデータを出力したりする動作、またはデバイス。キーボードや、プリンタは I / O デバイスです。 

I/O アドレスー特定のデバイス（シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡張ス□ツトなど）に関連する RAM のアドレスで、プロセッサがデバイスと通信できるようじします。 

1C - Industry Canada - ホ国での FCC と同巧、電子装置からの巧がを規制するカナダの規制団体。 

1C - integrated circuit (集積回路)ーコンピュータ、才ーディホ、およびビデホ装置巧に製造された、何百巧もの極小電子コンポーキントが搭載されてし、る半導おウェー/\、またはチップ。 

IDE - integrated device electronics -ハードドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタフエース。 

IEEE 1394 - Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . - コン ピュータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの 、I EEE 1394互換デバイスを接続するのに使巧される 
高性能シリアルバス。 

I rDA — Infrared Data Association (赤外線通信協会)一赤外線通信の国瞭規格を標準化する団体。 

IRQ - interrupt request (割り込み要ホ）一特をのデバイスがマイク□プロセッサと通信できるようじ、デバイスじ割り当てられた電子経巧。すべてのデバイス接続に I RQ を割り当てる必要が 
あります。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできます力 《 、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP - Internet service provider (インターネット接続業者)ーインターネットへの接統、電子メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスをおこなうためにホストサーバへのアクセスを提供 
する会社。 ISP はソフトウェアのパッケージ、ユーザーち、およびアクセス巧の電話番号をち料（月キムい)で提供します。 


K 

Kb - キロピットー1024バイトに巧当するデータの単位。メモリ集積回路の容量の単位です。 

KB - キロバイトーデータの単位;。1 KB は1024バイトです。または1000バイトとすることもあります。 
kHz - キロへルツー1000 Hz に相当する周波数の単位。 


L 

L1 キャッシュープロセッサ内に搭載されているプライマリキャッシュ。 

L2 キャッシュープロセッサのが部にある力、、またはブロセッサアーキテクチャに綿合されているセカンドキャッシュ。 

LAN - local area network (口ーカルエリアネットワーク）一小さい範囲にわたるコンピュータネットワーク。 LAN は通常、1巧の建物巧や隣接する2、3巧の建物巧に限定されます。 LAN は電 
話回線や電波を使って他の離れた LAN とお続し、 WAN (ワイドエリアネットワーク)を構成できます。 

LCD - liquid crystal display (巧晶ディスプレイ）ーノートブックコンピュータのディスプレイやフラットパネルのディスプレイに用いられる巧術。 

LED - light-emitting diode (発光ダイホード)ーコンピュータのが態を示す光をおする電子卽品。 

LPT - Line print terminal -プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続の通常の指定先。 


M 

Mb - メガビットー1024 KB に巧当するメモリチップの容量の単位。 

MB - メガバイトー1,048,576バイトに相当するデータストレージの単位。または1024 KB を表します。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000バイトに切り捨てられることも 
あります。 

MB/ sec - メガバイト/砂一1,000,000バイト/秒。通常、データの乾送速度の計測単位に使巧しまず。 

Mbps - メガビット/秒一1,000,000ビット/秒。通常、ネットワークやモデムなどのデータおさ速度の計測単位に使用します。 

MHz - メガヘルツー周版数の単位。1秒間に1,000,000サイクルで1 MHz です。通常、コンピユータのブロセッサ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単巧で計測されます。 
ms - ミリ抄一1000分の1抄にネ目当する時間のを位。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に使巧します。 


N 


NIC -r ネットワークアダプタ」を参照してください。 







ns - ナノが、 一 10 億分の 1 巧に巧当する時間の単位。 

NVRAM - nonvolatile random access memory (不擇発性ランダムアクセスメモリ）ーコンピユータの電源が切られたり、外卽電源が停止した場合にデータを保存ずるメモリの一種。 
NVRAM は、日付、時刻、およびお客様が設定できるその他のセットアッブホブシヨンなどのコンピュータ設定情報を保持するのに利用されます。 


P 

PCI - peripheral component interconnect - PCI は、32ピットおよび 64 ピットのデータパスをサボートする口ーカルバスで、プロセッサとビデオ、を種ドライブ、ネットワークなどのデバイス 
間に高速データ経路を提供します。 

PCI Express - PCI インタフエースの巧良版で、プロセッサとそれ I こ接続されているデバイスの間のデータ乾送を高速化します 。 PCI Express は、250 MB / 抄一 4 GB / 巧でデータをき云送でき 
ます 。 PCI Express チップセットとデバイスがサポートしている速度が異なる場合は、これよりほ速になります。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card International Association — PC 力ードの規格を協議している国瞭的細織。 

PC 力ードー PCMCIA 規樹こ準拠してし、る取り外し可能な I / O 力ード。 PC 力ードの一般的なものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 

PIN - personal identification number (個人識別番号)ーコンピュータネットワークやその化のを全が保護されてし、るシステムへの不正なアクセスを防ぐためにな用される一連の数字や义字。 
PIO - programmed input/output - データパスの一部にマイクロブロセッサを経由した2つのデバイス間のデータ転を方法。 

POST - powe 卜 on self-test (電源お入時の自己テスト）一 BIOS が自動的に口ードする該断プログラム。メモリ、ハードドライ义およびビデオなどのコンピュータの主要コンポーネントの基本め 
なテストを実行します。 POST で問題が検出されなかった場合、コンピュータは起動を統巧しまず。 

PS/2 - personal system /2 - PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを接結するコネクタ。 

PXE — P 化 - boot execution environment — WfM (Wired for Management ) 標華で、ホペレーティングシステムがないネットワークコンピュータを設定し、リモートで起動できるようじしま 
す。 


R 

RAID - redundant array of independent disks -データの冗長性を提供する方式。 RAID の実装レベルには 、 RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5、 RAID 10、および RAID 50 などがあります。 

RAM - random-access memory (ランダムアクセスメモリ）ーブログラムの命令やデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域。 RAM じ保存されている情報は、コンピュータをシャット 
ダウンすると失われます。 

readme ファイルーソフトウェアのパッケージまたはハードウェア製品に添付されているテキストファイル。通常、 readme ファイルには、インス!ル手 II 頃、ま斤しく付け加えられた機能の説明、マニ 
ュアルに記載されていない修正などが記載されています。 

RFI - radio frequency interference (お線電ミ皮障害）一10 kHz から100,000 MHz までの範囲の通常の無線周ミ皮数でを生ずる摩害。お線周放は電磁面肢数帯域のほ域に属し、ホ列■線や 
光などの高周ぶよりも障害をおこしやすい巧向があります。 

ROM - read-only memory (読み取り専巧メモリ）ーコンピュータが削除したり書き込んだりできないデータやプログラムを保存するメモリ。 RAM と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れても 
内容を保持しまず。コンピュータの動作に不可欠のプログラムで ROM に常,招しているものがい<つかあります。 

RPM - revolutions per minute -1分間に発まする回転数。/\-ドドライブ速度の計測に使用します。 

RTC - real time dock (リアルタイムク□ック）ーシステム基板上にあるバッテリーで動<時計で、 コン ピュータの電源を切った後も、日付■と時刻を保持します。 

RTCRST - real-time clock reset -コンピュータによっては搭載されているシステム基板上のジャンパで、問題が発生した場合のトラブルシューティングじ利用できます。 


S 

S/ PDIF - Sony/Philips Digital Interface - ファイルの質がほ下する可能性があるアナログおまに変換せずに、1つのファイルから別のファイルに才ーディホを転送できるホーディオき云送用フ 

ァイルフォーマット。 

SAS - serial attached SCSI - な来のパラレル SCSI に対し、より高まなシリアルおまの SCSI インタ フエー ス。 

SATA - serial ATA - より高速なシリアルおまの ATA ( IDE ) インタ フエー ス。 

SCSI - small computer system interface - ハードドライブ、 CD ドライブ、プリンタ、スキャナなどのデバイスをコンピュータに接続するのに使用する高速インタフエース。 SCSI は、1つのコン 
トローラでをくのデバイスを接続できます。をデバイスは、 SC 引コントローラのバス上の個々の ID 番号じよってアクセスされます。 

SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）ーブロセッサの最適クロック速度と同期された DRAM の一種。 

Strike Zone - ハードドライブを保護するために強化されたプラットフォームベース部分。コンピュータの電源力《オンのときでもホフのときでも、コンピュータを落としたとき、または巧動などのショック 
が与えたれたときに、衝撃吸収休として機能します。 

SVGA - super-video graphics array - ビデオカードとコントローラ巧のビデオ標準規格。一賊的に、 SVGA 解像度とは800 x 600および1024 x 768を表します。 

プ□グラムで表示できるを数とお像度は、モニター、ビデオコントローラ、ドライバの性能と、コンピュータにインストールされてし、るビデオメモリの容量で巧定されまず。 

SXGA — super-extended graphics array —1280 x 1024 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準。 


SXGA+ — super-extended graphics array —1400 x 1050 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準。 





S ビデホ TV 化 力ーテレビまたはデジタルオーディオ機器をコンピュータに接続するために使われるコネクタ。 


T 

TAPI — telephony application programming interface —音声、データ、ファックス、ビデホなどのを種テレフホニーデバイスが Windows のプログラムで使用できるようになります。 


U 


UMA - unified memory allocation -ビデホに動的に割り当てられるシステムメモリ。 

UPS - uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気的な垣害が起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に巧巧されるバックアップ電源装置。 UPS を設置すると、電源が切れた 
場合でも限られた時間はコンピュータが稼動します。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで数分間バッテリー電力を供給しますので、コンピュータを正しく 
シャットダウンすることが可能です。 

USB - universal serial bus (ユニ/くーサルシリアルバス）一 USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキャナー、スピーカー、プリンタ、ブロードバンドデバイス （DSL およびケーブルモデ 
ム）、擾像装置、またはストレージデバイスなどのほ速デバイス用ハードウェアインタフェース。コンピュータの4ピンソケットかコンピュータに接続されたマルチポーいづに直接デバイスを接続します。 
USB デバイスは、コンピュータの電源が入っていても接続したり取りかすことができます。また、デージーチェーン型に接続することもできます。 

UTP - unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一大半の電話回線利用のネットワークやその化の一部のネットワークで利用されているケーブルの種類。電磁放摩害から巧譲する 
ためじワイヤのペアに金属裝の巧覆をほどこすけわりに、シールドなしのワイヤのペアがよられています。 


UXGA - ultra extended graphics array -1600 x 1200 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準。 


V 

V — ボルトー電位または起電力の計測単位。1 V は、1アンペアの電流が1 Q の抵抗器を通過ずるときの電圧です。 


W 

W -ワットー電力の計測単位。1ワットは1ボルトで流れる1アンペアの電流を指します。 

WHr -ワット時一おおよそのバッテリー容量を示すのに通常利巧される計測単位。たとえば、6已 WHr のバッテリーは66 W の電力を1時間、または33 W を2時間供給できまず。 
WLAN — wireless local area network (ワイヤレスローカルエリアネットワーク）。 

WWAN — wireless wide area network (ワイヤレスワイドエリアネットワーク）。 

WXGA — wid 卜 aspect extended graphics array — 1280 x 800 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準。 


X 

XGA - extended graphics array - 1024 x 768 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準。 


Z 

ZIF - zero insertion force -コンピュータチッブにもソケットにもまった<力を加えないで、チップを取り付けまたは取り巧しできるソケットやコネクタの一種。 

Zip - -般めなデータの圧縮フォーマット。 Zip フホーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイルちのお張子が . zip となります。特别な Zip ファイルじ自己おま型ファイ 
ルがあり、ファイル名のお張子は . exe となります。自己解ま型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動めに辑まできます。 

Zip ドライブー Iomega Corporation によって開発された大容量のフロッピードライブで、 rzip ディスク」と呼ばれる 3.5 インチのリムーバブルディスクを使用します。 Zip ディスクは標準のフロッ 
ピーディスクよりもやや大きくが)二倍の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 


お 


アンチウイルスソフトウェアー コンピュータからウイルスを見つけ出して隔離し、除去するように設計されたプログラム。 











ウイルスー 嫌がらせ、またはコンピユータのデータを破壊する目的で作られたプログラム。ウィルスプログラムは、感染したディスク、インターネットからダウンロードしたソフトウェア、 E - メールのホ付 
ファイルによって、コンピュータからコンピュータへと感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、ブログラムに潜伏したウイルスも起動します。 


-般的なウィルスとしては、フロッピーディスクのブートセクターじ仕掛けられるブートウィルスがあります。フロッピーディスクを挿入したままコンピュータをシャットダウンすると、巧回の起動時に、コンピ 
ュータはオペレーティングシステムを探すためフロッピーディスクのブートセクターにアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスに感染します。一度コンピュータがウイルスに感染すると、ブ 
-トウイルスは除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクにウイルスをコピーしまず。 


元 


エクスプレスサーピスコードー Deir " コンピュータのラベルに付いている数字のコード。デルテクニカルサポートにお巧い合わせになる瞭に、エクスプレスサービスコードを使用します。ェクスプレ 
スサービスコードが利用できない国もあります。 


お 

オプティカルドライブー CD 、 DVD または DVD + RW から、巧学な術を使用してデータを読み書きするドライブ。オプティカルドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD - RW ドライブ、および 
CD - RW / DVD コンボドライブがさまれます。 


か 

力ーソルー キーボード、タッ于パッドまたはマウスが次にどこで動かするかを示すディスプレイや固面上の目印。通常は点滅する棒線かアンダーライン、または小さな矢印で表示されます。 

拓かを一 す J ンタで印刷画像や、またはモニターに表示される画像がどのくらい鮮明かとし、う度合。偶像度が高いほど、画像は鮮明になります。 

書き込み巧 R - データの内容が変更不可に設定されたファイルやメディア。データを変更、または巧壊されないようにデータを保護するには、書きをみ保譲を設定します。 3.5 ィン于のフロッピーデ 
ィスクに書き込み巧譲を設定する口ま、書き込み巧譲設定タブをスライドさせて書き込み不可の位圍こします。 

巧 巧 力ードー コンピュータのシステム基板上のお張スロット I こ装着する電子回路基巧で、コンピュータのな能を向上します。拡弓長力ードの例口ま、ビデホ、モデム、およびサウンドカードなどがありま 
す。 

巧 巧 型 PC 力ードーお 弓長型 PC 力ードは、取り付けた時に PC 力ードスロットから力ードの端が巧き出しています。 

巧: 巧 スロットー拡張力ードを挿入してシステムバスに接続する、システム基板上（コンピュータによって異なる場合もあります）のコネクタ。 

巧 巧 ディスプレイモー ドーお巧いのディスプレイの植張として、2台目のモニターを巧えるようにするディスプレイの設定。「デュアルディスプレイモード」とも呼ばれます。 

華氏一 Fahrenheit -温度の測ま単位。32度が水のか点、212度が水の涨点になりまず。 

壁化一 Windows デスクトップの背景となる模様やお巧。壁紙を変更するには Windows コントロールパネルから変更します。また、気に入った絵柄を読み込んで壁紙をイ乍なすることもできます。 


を 

キーの巧み合わせ一 同時に複数のキーを押してコンピュータを操作します。 

な動 CD - コン ピュータを起動するために使用する CD 。 M - ドドライブが損惕した場合や、 コン ピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりますので、常備し 
ておきます 。 『Drivers and Utilities CD 』 または 『Resource CD 』 が起動 CD です。 

起 巧 旧巧ーコンピュータが起動を試みるデバイスの順をを指をしまず。 

ち動 ディスクーコンピュータを起動するためにほ用するディスク。ハードドライブカ 《 損傷した場合や、コンピュータがウイルスじ感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりますの 
で、常楠しておきます。 

キャッシュー特別な高速記憶領域。メインメモリのリザーブセクションまたは独立した高速記憶デバイス。キャッシュは、プロセッサのオペレーションスピードを向上させます。 

化止坊巧モー ドーメモリ巧のすべてをハードドライブ上の持別なモ約領域に保存してからコンピュータの電源を切る省電カモード。コンピュータを再起動すると、ハードドライブに保存されてしぶメモリ 
情報が自動的に復元されまず。 


< 

グラフィックモード ー X 水平画素致、 y 垂直画素数および Z 色数で表されるビデオモード。グラフィックモードによって、どんなおやフォントも表示することができます。 
クロックをまーシステムバスじ接統しているコンピュータコンポーネントカ《どの < らいのまさで動作しているかを示す速度で、 MHz で表されます。 


a 巧ぶ行わ可書一 物品を外国に一時的に持ち込むことを許可する国際通関用文書。「商品パスポート」とも呼ばれます。 
コントローラー プロセッサとメモリ間、またはプロセッサとデバイス間のデータ転送を制御するチップ。 








コントロールバネルー画面設定などのオペレーティングシステムやハードウエアの設定を変更するための Windows ユーティリテイ。 


さ 

サージプロテクター雷雨などの時に発生する電圧ノイズがコンセントを通してコンピュータじさられるのを巧ぎます。サージプロテクタは、を雷や通常の AC ライン電圧レベルが20 %な上ほ下す 
る電圧を動で起こる停電からはコンピュータを保護することはできません。 

ネットワーク接結は、サージプロテクタではお護されません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネットワークコネクタから外してください。 

サー ビスタグーコンピュータに貼ってあるバーコードラべル。デルサポートの support.jp.dell.com にアクセスしたり、デルのカスタマーサービスやテクニカルサポートじ電話でお問い合わせにな 
る場合に必要な識別番号が書いてあります。 


し 

システム里巧ーコンピュータに搭載されてし巧主要回路基板。「マザーボード J とも呼ばれます。 

システムトレイ ー r 通知領域 J を参照してください。 

シャットダウンーウィンドウやプログラムを閉じ、オペレーティングシステムを終了して、コンピュータの電源を切るプロセス。シャットダウンが完了する前にコンピュータの電源を切ると、データを損失ず 
るおそれがあります。 

ショートカットー頻繁に使巧ずるプログラム、ファイル、フォルダ、およびドライブにすばやくアクセスできるようじするアイコン。ショートカットを Windows デスクトップ上に巧巧し、ショートカットアイコ 
ンをダブルクリックすると、それに対応するフホルダやファイルを検索せずに開〈ことができます。ショートカットアイコンは、ファイルが置かれている場所を変更するわけではありません。ショートカットを 
削除しても、元のファイルじは何の影響もありません。また、ショートカットのアイコンちををますることもできます。 

シリアルコネクターコンピュータにハンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためによ < 巧用される I / O ポート。 


す 

スキヤンディスクーファイル、フホルダ、およびハードディスクの表面にエラーがないかどうかをチェックする Microsoft ユーティリティ。コンピュータの反応が止まって、コンピュータを再起動したとき 
じスキャンディスクが実行されることがあります。 

スタンバイモードーコンピュータの不必要な動巧をシャットダウンし電力を節約ずる省電カモード。 

スマートカードープロセッサとメモリチップに内蔵されているカード。スマートカードを使用すると、スマートカー円こ対応しているコンピュータでユーザーの認証を巧うことができます。 


せ 

ホホなセンサ——ケーブルを使用しなくても、コンピュータと IR 互換デバイス間のデータ転送ができるポート。 

セットアッププログラムーハードウェアやソフトウェアをインストールおよび設定するために使用ずるプログラム。ほとんどの Windows 用ソフトウェアパッケージには、 setup.exe または 
install.exe としうプログラムが付属してし巧す。「セットアッブプログラム」は「セットアッブユーティリティ」とは異なります。 

セットアップユーティリティーコンピュータのハードウエアとオペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つユーティリティ。セットアップユーティリティを使用して、 BIOS で、日時やシステム 
パスワードなどのユーザー定義可能なホプシヨンを設定できます。このユーティリティの設定をを更する場合は、コンピュータじどのような影響があるか把握してから行ってください。 


そ 


ソフトウェアーコンピュータフアイルやプログラムなど、電子のじ保存できるすべてのもの。 


〇 

通巧巧读ーコンピュータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、ブログラムやコンピュータの機能に素早くアクセスできるアイコンがき示されている Windows タスクバーの領域。「システム 
トレイ」とも呼ばれまず。 


て 

ディスクのストライピングー複数のディスクドライブにまたがってデータを分散させる巧術。ディスクストライピングは、ディスクストレージからデータを取り出す動作を高ま化します。通常、ディスクス 
トライピングを利用しているコンピュータではユーザーがデータユニットサイズまたはストライプ幅を選ぶことができます。 


テキストエディター Windows のメモ帳など、テキストファイルを作成および編集するためのアプリケーションプログラム。テキストエディタでは、通常、ワードラップ機能やフホーマット機能（下線や 
フォントのをまオプションなど）は提供されません。 









デバイスーディスクドライんプリンタ、キーボードなどコンピュータに内蔵またはかイ寸けされたハードウ エア。 

デバイスドライバー「ドライバ」を参照してください。 

デュアルコアー演算を巧う物理ユニットを単一の CPU パッケージ巧に搭載した Intel のテクノロジで、演算の効率とマルチタスク磯能を向上させます。 

デュアルディスプレイモードーお使いのデイスブレイのお張として、2台目のモニターを使えるようにするデイスブレイの設定。「拡張ディスプレイモード」とも呼ばれます。 


と 

ドッキングデバイス ー「 APRJ を参照してください。 

ドメインーネットワーク上のコンピュータ、ブログラム、およびデバイスのグループで、特定のユーザーグループじよって使用される共通のルールと手順のある単位として管理されます。ドメインにログ 
ホンすることで、リソースにアクセスできるようじなります。 

ドライバープリンタなどのデバイスカ《、オペレーティングシステムじ制御されるようにするためのソフトウェア。多くのデバイスは、コンピュータじ正しいドライバがインストールされてないと、正常に動作 
しません。 

トラベルモジュールーノートブックコンピュータの重量を減らすために、モジュールベイの中じ設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイス。 


な 

巧 度一 通常、コンピュータのシステムを板上に物理的に搭載されているコンポーネントを指します。「ビルトイン」とも呼ばれます。 


わ 

ネットワークアダプターネットワーク機能を提供するチッ义 コン ピユータのシステム基板にネットワークアダプタが内蔵されていたり、アダプタが内蔵されている PC 力ードもありまず。ネットワークア 
ダプタは、 「 NIC (ネット ワーク インタ フエース コント ローラ)」 とも呼ばれます。 


は 

バーテイシヨンー/\-ドドライプ上の物理ストレージ領域。1つまたは複数の論理ストレージ領域(論理ドライブ)に割り当てられます。をパーティシヨンは複数の論理ドライブを持つことができます。 

ドドライブーハードディスクのデータを読み書きするドライん M - ドドライブと"ードディスクは同じ意巧としてどちらかが使われています。 

バイトー コン ピュータでほわれる基本的なデータ単巧。1バイトは8ビットです。 

ハイバースレッデイングー I ntel ® のテクノロジで、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして機能させることでパフホーマンスを全がのじ向上し、複数のタスクを同時に処理することを可 
能にします。 

バスーコンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路。 

バス巧度ーバスがどのくらいの速さで情報を転をできるかを示す、 MHz で示される速度。 

バックアップーフロッピー、 CD 、 DVD 、 またはハードドライブなどにプログラムやデータファイルをコピーすること。不測の事態に棉えて、定期的にハードドライブをバックアップすることをお勤めしま 
す。 

バッテリ——ノートブックコンピュータが AC アダプタおよびコンセントに接結されてし、ない場合に、コンピュータを動作させるためにほわれる内商の巧電型電源。 

バッテリーの»命ーノートブックコンピュータのバッテリーが、消巧と再巧電を繰り返すことのできる期間（年数）。 

バッテリー助巧時 W - ノートブックコンピュータのバッテリーがコンピュータに電源を供給する間、充電量を維持できる時間（分または時間数）。 

パラレルコネクターコンピュータにパラレルプリンタを接続する場合などに使用される I / O ポート。 「 LPT ポート」とも呼ばれます。 


ひ 

ヒートシンクープロセッサに取りがけられて、放熱の役目をする金属巧。 

ピクセルーデイスブレイ国面のシングルポイント。画像は、ピクセルを縦横に配置ずることで作成されます。ビデオの锅豫度 （800 X 600など)は、上下左ちに並ぶピクセルの巧で表します。 
ビデオ 解な 巧一「解像度」を参障.してくださし、。 

ビデホ コントローラー ビデオカードやシステム基巧（巧蔵ビデオ コント ローラを持つ コン ピュータ ）1 こ ある回路。モニターと組み合わせることで、 コン ピュータじビデオ巧能を提おします。 

ビデオメモリービデオ機能専用のメモリチップで構ぶされるメモリ。通常、ビデホメモリはシステムメモリよりも高速です。ビデオメモリの容量によって、プログラムで表示できるを数が大き < ちちされ 
ます。 


ビデオモードーテキストやグラフィックをモニターに表示する踪のモード。グラフィックをべースにしたソフトウェア ( Windows ホペレーティングシステムなど）は、 x 水平ピクセル数、 y ま直ピクセル 







数、 z を数できされるビデオモードで表示されます。文字をベースにしたソフトウェア斤キストエディタなど)は、 X 列 X y 行の文字数で表されるビデホモードで表示されます。 


ふ 

フォーマットーファイルを保をするためじドライブやディスクを準備すること。ドライブまたはディスクをフホーマットするとデータはすべて消失します。 

フホルダーディスクやドライブ上のファイルを整頓したリヴループ化したりする入れ物。フホルダ中のファイルは、名前や日がやサイズなどの順番で表示できます。 

プラグ アンド プレイーデバイスを自動的に設定するコンピュータの機能。 BIOS 、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドプレイは、自動イ 
ンストール、設定、既存のハードウてアとの互換性を提供します。 

プログラムー表計算ソフト、ワープ□ソフト、データベースソフト、ザームソフトなどデータ化理をするソフトウてア。これらのブログラムは、オペレーティングシステムの実行を必要とします。 
プロセッサーコンピュータ内部で中む的に演富をおこなうチップ。プロセッサは、 「 CPU (中央演富処理装置)」とも呼ばれます。 

フロッピ——電磁おまのデータ格納5某巧。り□ッピーディスク J や「ディスケット J とも呼ばれます。 

フロッピードライブーフロッピーディスクじデータを読み書きできるディスクドライブ。 


へ 

ヘルプファイルー製品の説明やを種手順を記したファイル。ヘルプファイルの中には 、 Microsoft Word のヘルプのように特定のプログラムに適用されるものがあります。他にも単巧で参照できる 
ヘルプファイルもあります。通常、ヘルブファイルのお張子は、 . hip または. chm です。 


ま 

マウスー 画面上の力ーソルを移動させるポインティングデバイス。通常は、マウスを硬 < て平らな面で動かし、画面上の力ーソルやポインタを移動します。 


め 

メモリー コン ピユータ巧卽にある、一時的にデータを保存する領域。メモリにあるデータは一時的に格袖されてしぶだけですので、作業中は時々ファイルを保存するようお勧めします。 ますこ、 コン ピユー 
夕をシャットダウンする時もファイルを保存してください。 コンピユータのメモリには、 RAM 、 ROM およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM メモリを指します。 

メモリアドレスーデータを一時的に RAM に巧巧する特まの場所。 

メモリマッピングースタートアップ時に、コンピユータが物理的な場丽ソモリアドレスを割り当てる処理。デバイスとソフトウェアが、プ□セッサがアクセスできる情報を識別できるようになりまず。 
メモリモジュールーシステムさあに接続されている、メモリチップを搭載した小型回路基板。 


ち 

モジ ユール ベイーオプティカルドライ义セカンドバッテリー、または Dell TravelLite TM モジュールなどのようなデバイスをサボートするベイ。 

モデムーアナロゲ電話回線を通じて化のコンピュータとコミュニケーシヨンをとるためのデバイス。モデムには、巧巧けモデム、 PC 力ード、および内蔵モデムの3種類がありまず。通常、モデムはイ 
ンターネットへの接続や E メールの送受信に使用されます。 

モニタ——高解像度のテレビのようなデバイスで、コンピュータの出力を表示します。 


よ 

R み巧 y 専用一 表示することはできますが、編集したり削除したりすることができなしザータやファイル。次のような場合に読み取り専用になります。 
〇フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み保護にしている場合 

〇ファイルがネットワーク上のディレクトリじあり、システム管理をがアクセス権限に特定の個人だけを許可している場合 


y 

リフレッシュレートー画面上のビデオイメージが再描画される周ぶ数。単位は Hz で、このリフレッシュレートの周波数で画面の水平走査線（またはま直面波数）が巧描画されます。人の目には、リ 
フレッシュレートが高いほど、ビデオのちらつきが少な<なります。 










ろ 


口ーカルバスー デバイスにプロセッサへの高まスループットを提供するデータバス。 
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I / O パネル 

Dell Precision ™ Workstation 490ューザーズガイド 

♦ I/O パネルのコンポ~ネント 

♦ I / O パネルの取りかし 

♦ I / O パネルの取りがけ 

A 警告： 『»品情報ガイド』のまをにお巧いいただくためのを*辜巧に従い、この巧のキ旧を曲巧してください。 

^ 警告： 庙■防止のため、カバーを曲<前にかず、コンビュータの■おプラグをコンセントから巧いてください。 

〇 を 意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


I / O パネルのコンポーネント 



1 

USB ポート 

2 

彭断ライト、 M - ドドライブアクセスライト、ネットワーク保全ライト 

3 

ヘッドフホンつ木クタ 

4 

マイクコネクタ 


正面パネルサーマルダイオードコネクタ 


を意： 正面パネルのサーマルダイホードケーブルは、コンピュータの実行中は常にこのコネクタに取り讯ナておし、てください。取り付けられてし、ないと過熱するをれがあります。 


I / O パネルの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順にがいます。 

2. コンピュータのカバーを取り外しまず （「 コンピュータカバーの取りがし 」 を参照）。 

3. M - ドドライブキャリアを回乾させて、コンピュータから取りかします （「 ハードドライブキャリアを回転させてコンピュータから取りがす方ま 」 を参照）。 

4. オプションのスピーカーコネクタがシステム基祝このりかけられてしぶ場合は、取り巧します。 

5. システム基板からカードフアンコネクタを取りがします。 





























1 

カードフアン 

2 

力ードフアンケーブル 

3 

力ードフアンシステム基キ反コネクタ （FAN CCAG ) 

4 

前面ファン 

5 

フルレングスの力ードリテイナ 


6. システムがタワーモードの場合は、力ードファンの横じあるフルレングスの力ードリテイナを取りかします。 

7. 力ードファンと前面フアンの間のタブを力ードフアンの方へ巧し持ち上げてコンピユータから取り外します。 

Q ホ意： 後で正し <配線しなおせるよう、をケーブルの配線経巧をメモしておし、てください。ケーブルが抜けてし、たり配線が間違ってし、たりすると、コンピユータに問題が生じることがありまず。 

8. I/O パネルに接続されているケーブルを巧くときはケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださい。 



1 

I / O パネル 

2 

取り巧けネジ 


9. I/O パネルから取り付けネジを外します。 

10. I/O パネルをコンピュータから取り外します。 


I / O パネルの取り付け 


〇 を*: I / O パネルにち続されてしけこすベてのヶーブルを元に戻したことを確認してください。房されてし々し A コンピュータの問題が生じることがあります。 
































n / o パネルの取りかし」 ををに実行します。 


ぺージに量る 
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メモリ 

Dell Precision™ Workstation 490 ューザーズガイド 

♦ 完全バッファ型 DIMM ( FBD ) メモリの概要 

• 4 GB な上の構成のメモリアドレス指定口2ビットホペレーティングシステムのみ) 

♦ メモリの取りかし 
• パモリの取り付け 

お巧いのコンピュータは、完全バッファ型 ECC DDR 2 メモリのみに対応しています。お使いのコンピュータでサポートされてし、るメモリの種類については、 「 仕様 I を参,昭してください。 

〇 を意： 新しし、メモリモジュールを取り付ける前に、お使いのコンピュータ用の最新の BIOS をデルサポートウェブサイト support.jp.dell.com からダウンロードしてください。 
b メモ： デルからご購入されたメモリは、おほいのコンピュータの保証じ含まれます。 


完全バッファ型 DIMM ( FBD ) メモリの概要 


最適なパフホーマンスを実現するため、完全バッファ型 DIMM ( FBD ) は、同じものを4個のセットで取り付ける必要があります。これにより、クワッドチャネルオペレーシヨンが可能じなり、最高のメモリ 
帯域幅が実現されます。4個のセットは、サイ义ランク、構成が同じである必要があります。この情制ホ、 FBD のラベルに記載されています。たとえば、4個のセットの各 FBD のラベルに 、 PIG 
2 R x 8」 のように書かれている場合、 riG 」 はメモリモジュールのサイズ、口 R 」 はランク番号、 「 x 8」 は構成です。 


Q を意： メモリライザー巧のすべてのメモリ、および667 MHz DIMM ロホ、フルレングスヒートスプレッダ （ FLHS ) が必要です。 



1 

完全バッファ型 DIMM 

2 

フルレングスヒートスプレッダを楠えた完全バッファ型 DIMM 

3 

情報ラベル 


メモリの取 y 付け 


完全バッファ型 DDR 2 メモリモジュールは2個ペアで取リイ寸けることもできまずが、その場合、コンピュータは動イ乍しまずが、パフオーマンスがややほ下します。ペアは、サイズ、ランク、構成が同じで 
ある必要があります。 


メモリモジユールは、システム基キ反のラベルに書かれた順をで取り付けて < ださい。4個のセットの場合は、まずシステム基板の DIMM スロット！〜4、次に DIMM スロット5〜8に取り巧けまず。 
ペアの場合は、まずスロット DIMM 1と DIMM _2 、そのを DIMM 3と DIMM 4のように取り付けます。 


〇 を意： ホ ECC 、 またはホ バッファ 型のメモリモジュールを使用しないでください。使用すると、コンピュータカ{起動しない場合があります。 


4 GB お上の構成のメモリアドレス指定 （32 ビットナペレーテイングシステムのみ) 


このコンピュータは、4 GB DIMM が8個取り付けられている場合、最大32 GB のメモリをサポートします。 Microsoft ® Windows ⑥ XP など、現なの32ビットオペレーティングシステムでは、 
アドレスを間を最大で4 GB までしか使用することができません。ただし、オペレーティングシステムで利用可能なメモリ容量は、取り付けられているメモリより少な<なります。コンピュータ内の一部の 
部品は、4 GB の範囲のアドレススぺースを必要とします。このようなが品にお保されるアドレススぺースは、コンピュータメモリが使用することはできません。 

メモリアドレススペースを必要とずるコンポーネントは次のとおりです。 


I システム ROM 
I APIC 

I ネットワークコネクタおよび SCSI コントローラなどの内蔵 PCI デバイス 


PCI 力ード 






















I グラフィックカード 


I PCI Express 力ード(該当ずる場合） 


システムの起動時に、 BIOS はアドレススペースを必要とするコンポーネントを識別します。 BIOS は予約された必要なアドレススぺースの容量を動めに計算して、4 GB からそ約をみのアドレススぺ 
ースを減算し、利巧可能なメモリスペースの容量をみ定します。 


I 取り付けられたコンピュータメモリの総量力《、利用可能なアドレススペースより少ない場合、取り付けられたすべてのコンピュータメモリは、オペレーティングシステムのみによって利巧可能になり 
まず。 

I 取り付けられたコンピュータメモリの総量が、利用可能なアドレススペースと同じかそれより多い場合、取り付けられたコンピュータメモリの一部は、オペレーティングシステムでは使用できなくな 
ります。 


メモリの取り外し 

^ 警告： 本巧の手巧を聞姑する前に、『»品 情報 ガイド JI の r 安全にお巧いいただ<ためのを 意 J を#旧してください。 

© を意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリを取りかした場合、新しく装着するモジュールをデルからお買い上げ I こなったとしても、元のメモリを新しいメモリとは別に保管してく 
ださい。できるだけ、巧ししゾモリモジュールと元のメモリモジュールをペアにしないでください。ペアにすると、コンピュータが正しく起動しないことがあります。 

© ま意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き巧から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

& メモ： デルからご購入されたメモリは、おほいのコンピュータの保証じ含まれます。 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順にがって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （「 コンピュータカバーの取り外し I をを鹿）。 


3. ハードドライブキャリアホ回乾させて.コンピュータから取りかします （「 ハードトライ フキ V り/を回較 させてコンピュータから巧りがすち ま I をき照）。 

A 警吿： 完全バッファ型メモリモジュ—ルは、システムな!働中は非#に B 温になっている場合があります。メモリモジュールが十みにホえるのを待ってから手を触れるようにして< 
^ ださい。 

4. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、巧し開きます。 



1 

メモリモジ ユール 

2 

固定クリッブ (2) 


5. メモリモジュールをつかんで引き上げ、メモリライザーカードからかします。 

モジュールが取り外しじ<い場合、カードを前後に慎重に動かしてゆるめ、コネクタから取り外します。 

6. ハードドライブキャリアを回乾させて、所定の位置に取り付けます （「ハード ドライブキャリアを回隨させてコンピュータじ取り付ける方 ま」 を参照）。 


7. コンピュータのカバーを取り付けます （「コンピュータカバーの取 リイ 寸け」 を参照）。 


メモリの取り付け 

A 警告： 本巧のキ巧を聞巧する前に、『»品情宙ガイド JI の r 安をにお巧いいただくためのま意 J を参旧してください。 

© を意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き巧から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

1. 「 作業を開賠する前に I の辛 I 隔じ従って操作してください。 


〇 を意： 新しし、メモリモジユールを取り付ける前に、お使いのコンピユータ用の最巧の BIOS をデルサポートウエブサイト support.jp.dell.com からダウンロードして〈ださい。 













2. コンピュータカバーを開きます （「コンピュータカバーの巧り 外し」 を参照）。 


3. ハードドライブキヤリアを回乾させて.コンピユータから取りがします （「 ハードドライブキヤリアを回転させてコンピユータから取りかすちま 」 を参照）。 

4. メモリモジユールをを換する場合は、 「 メモリの取り外し 」 を参照してください。 

A 警告： 完をバッファ型メモリモジユールは、システム稼働中は非常に高温になっている場合がをります。メモリモジユールが十分に冷えるのを待ってから手を触れるようにして< 
^ ださい。 

5. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、巧し開きます。 



1 

固をクリップ (2) 

2 

メモリコネクタ 


〇 を意： 667 MHz DIMM じはフルレングスヒートスプレッダ （ FLHS ) が必要です。 

6. メモリモジュールの底面の切り这みを、コネクタ内のクロスバーに合わせまず。 



1 

切り义き (2) 

2 

メモリモジ ュール 

3 

切り込み 

4 

ク□スバー 


Q を意： メモリモジュールへの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に力を加えて、モジュールをコネクタに向けてまっすぐ下へ挿入します。 

7. メモリモジュールをカチッと所定の位置に収まるまで、しっかりと巧し込みます。 

モジュールが適切に挿入されると、固定クリップはモジュール両端の切り欠きにカチッと化まりまず。 



8. ハードドライブキヤリアを回乾させて、所定の位置に取りがけます （「 ハード ドライブキヤリアを回おさせてコンピュータじ巧リイ寸ける 方法 」 を参照）。 

9. コンピュータのカバーを取り付けます （「 コンピュータカバーの取り巧け 」 を参照）。 

10. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接結し、電源を入れます。 

11. < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動し 、 Memory Info (メモリ情報）の値を確認します。 


コン ピュータはま斤し<取り付けたメモリを設識して 、 Installed Memory (取り付けメモリ）の値ををまします。メモリの新しい値を巧設します。値が正しい場合は、 を!111 へ 進みます。 



















12. メモリの合計が正し < ない場合は、コンピュータとデバイスの電源を切ってコンセントからがします。 

丰 II 恒1 に戻り、新しし、メモリを取り付ける代わりに、取り付けられたメモリモジュールカ{ソケットに適切に装着されているか確認します。 

13. Installed Memory (巧 y 付けメモリ）の合計容量が正しく表示された場合は、 < Esc > キーを押してセットアップユーティリティを終了します。 

14. Dell Diagnostics (を断)プログラム （「 Dell Diagnostics (該断)プログラム j を参照)を実行し、メモリモジュールが正し<谜能しているかどうか確認します。 


目次ページに戻る 
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電源装置 

Dell Precision™ Workstation 490 ューザーズガイド 

♦ 電源装置の取りかし 
• 電源装置の取りかけ 

^ 替告： 『把品 情報 ガイド J のま全にお巧いいただ<ためのま 意 事項に従い、この巧の手旧を曲巧してください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバ-を曲<前に化ず、コンピュ-夕の■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© ま 意： コンピュータ巧卽のが品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

電源装置の取り外し 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順にないます。 

2. コンピュータカバーを取 y かします。 r コンピュータカバーの取りがし J を参照してください。 

3. システム基板、ドライブ、その他、 DC 電源ケーブルが接続されているすべてのデバイスから DC 電源ケーブルを外しまず。 

タブを辑除してケーブルをシステム基キ反とドライブから巧す際には、コンピュータフレーム内のタブの下にある DC 電源ケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださい。それらのケーブルを再び 
取りかける瞭に、挟まれたリキ斤れ曲がったりしないよ引こ、正し < 配線する必要かあります。 

4. 電源装置をコンピュータシャーシの背面に固定している4本のネジを外します。 



1電源装置のネジ (4) 

5. 電源装置をコンピユータの正面方向に約 2.5 cm ほどスライドさせます。 

6. 電源装置を持ち上げて、コンピュータから取り出します。 


電源装置の取り付け 

1. 電源装置を所定の位置にセットします。 

2. 電源装置をコンピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを取り付けます。 


3. DC 電源ケーブルを接続します。 





































4. デスクトップコンピュータの場合は、ハードドライブの側面に電源ケーブルを接続します。 


5. ケーブルをタブの下に配線し、タブを巧してケーブルの上に閉じまず。 

6. コンピュータのカバーを取り付けます （「 コンピュータカバーの取り巧け 」 を参醉-)。 

〇 ま意： ネットワークケーブルを抵抗するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7. コンピュータおよびデバイスをコンセントに}童結して、電源を入れまず。 

目次ページに戻る 
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コンピュータカバーと正面パネルの取り外し 

Dell Precision™ Workstation 490 ューザーズガイド 

♦ コンピュータカバーの取りがし 
• 正面パネルの取りかし 

♦ ハードドライブキャリアを回転させてコンピュータから取りがす方ま 


コンピュータカバーの 取り外し 

A 警告： 『把品 情 巧ガイド』の安全にお巧いいただくためのを 意事 巧に巧い、この巧の手)!民を開巧してください。 

A 警告： 感 ■防止のため、カバ-を曲く巧に、必ずコンピュ-夕の■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を 意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順にがいます。 

© を意： コンピュータの実行中にコンピュータのカバーを開けると、晝吿なしにシャットダウンされることがあり、開いてし巧プログラムのデータを損失する場合があります。カバーを取りかした状態 
では、コンピュータの;令却システムが正常に潍能しません。 

2. セキュリティケーブルが取り付けられてし巧場合は、セキュリティケーブルス□ットから取り外します。 

Q 注意： カバーを開し、て作業できるように、高さ30 cm お上の十分なスぺースが作業台上にあることを確認してください。 

Q を童： コンピュータまたはコンピュータが載っている表面を煩つけないように、保護された水平な表面で作業するようじしてください。 

3. カバーの面が上になるように、コンピュータを平らな場巧に置きます。 

4. カバーのラッチリリースを背面方向にスライドさせます。 

^ メモ： 下図のコンピュータは、タワーコンピュータとして構巧されています。コンピュータの向きについ口ま、 r タワーモードとデスク トツ ブモードの間の転換 」 を参照してください。 



1 

カバーラッチリリース 

2 

コンピュータカ/く一 

3 

カバーヒンジ 


5. コン ピュータの端にある3つのヒンジタブの位置を確認します。 


6. コンピュータカバーの測面をつかみ、ヒンジをてこのま点じしてカバーを上に回おします。 



























7. ヒンジタブからカバーをがし、ま全な場巧に保管します。 


Q ま意： コンピュータのカバーがかされている間、コンピュータの冷却システムは正勘こ機能しません。カバーを取り付ける前にコンピュータを起動しないで〈ださし、。 

正面パネルの取り外し 

^ 警告： 『»品情宙ガイド J のまをにお巧いいただ<ためのま意事項にがい、この巧のキ旧を闻巧してください。 

^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを M く前に、必ずコンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

1. 「 巧業を開おする前に I の手 I 暗にがいます。 

2. 「 コンピュータカバーの取りかし I の手順を実行してください。 

b ゾモ： 下図のコンピュータは、タワーコンピュータとして構ぶされています。コンピュータの向きについ口ま. r タワーモードとデスクトップモードの間の転跑 I を参照してください。 



3. 正面パネルのリリースレバーを上げます。 

4. 正面パネルをコンピュータの上部に向かってスライドさせ、パネルを持ち上げてコンピュータから取りかします。 


ハードドライブキヤリアを回転させてコンピュータから取り外すモ法 


1. カード保持機構に取り付けられた P 3 電源ケーブルのまのいずれかの側をかします。電源装置の横じある P 3 電源ケーブルバンドルコネクタのリリースラッチを押し、2つのコネクタを引き離し 
ます。 








































2. 力ード保持機構のリリースタブを巧し、回お式ハードドライブキャリアに寄りかかるように力ード保持機構を回転させます。 



3. カチッと所定の位置に収まり、ハードドライブキヤリアに固定されるまで、力ード保持機構を押し下げます。 



4. ハードドライブキヤリアのハンドルを持ち、キヤリアが元の位置から180度未満の角度になるよラに、キヤリアをシヤーシの外測へ回おさせます。 













































タワーモードとデスクトップモードの間の転換 

Dell Precision™ Workstation 490 ューザーズガイド 


A 警吿： 『«品情報ガイド J の安全にお巧いいただくためのま意♦巧に巧い、この巧の手旧を M おしてください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを IK 前に化ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントからないてください。 

〇 ま意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

。 を意： ドライブの損協をがぐため、ドライブを硬い面の上に置かないでください。 M - ドドライブは、フォームパッドなど+幻■なクッシヨン性のあるものの上に置いて〈ださい。 

。 メモ： コンピュータの向きをタワーからデスクトッ义またはデスクトップからタワーに乾換する口ま、デルから提烘されているオブシヨンのキットを使用する必要があります。デルからのお取り寄 
A " せの詳細じついては、 「 誤 品情報 I ホをおして<ピさい。 

デルからオブシヨンのキットをご購入いただくと、 Dell Precision コンピュータの構なをデスクトップモードにもタワーモードにもできます。 

b ゾモ： タワー構巧では、 FlexBay に3台目の SAS または SATA ドドライブを取りかけることができます。デスクトッブ構成では、3白目は SATA ドライブのみを取り巧けることができま 



1. 「 作業を開賠する前に I の辛 I 旧に従います。 

2. コンピュータのカバーホ巧りかします （「 コンピュータカバーの取りかし I をき照）。 


3. タワー清巧からデスクトップ構成に転換する勒こ、力ードファンの横にスペアカードリテイナが確認されたら、その保持タブを面囲の金属から引き出し、シャーンから取りかします。 



1 

スペアカードリテイナ 

2 

力ードフアン 


4. ドライブのパネルを取り外します （「ドライブパネルのおりかし」 を参照）。 


5. 必要に応じてドライブパネルカバーの追加や取り外しを巧い、 コン ピュータの新しいドライブパネルを準棉しまず （ r ドライブパネル」 を参照）。 
古いドライブパネルにスペアネジが取り付けられていた場合は、新しいドライブパネルに巧け替えてかまいません。 
























































氏も'巧いのコンピュータにメタルシールドがある場合 （ r - 部のドライブ培成におけるメタルシールドについて 」 を参照）は、メタルシールドをオプティカルベイからほたは、タワーモードの場合のみ、 
FlexBay から）取りかします。 



1 

5.25 インチメタルシールド 

2 

通気まメタルカバー 


7. お使いの コン ピュータにメタルシールドカ化り、デスクトップモードからタワーモードに転あする場合 （ r - 部のドライブ憧成におけるメタルシールドについて 」 を参照）は、 FlexBav がをであるか、 
またはホプシヨンの3台邑のハードドライブが取り付けてあるなら、ベイから通気式メタルカバーを取リタルます。 

a . 通気式メタルカバーの面が周囲のシャーンの面と揃うまで、通気まメタルカバーを前でに引きます。 

b . メタルシールドの底部を手前に回転させ、下側のネジを周囲の金属から外しまず。 

C. 上部のネジと金属製のタブを面固の金属からがして、メタルシールドをコンピュータからかします。 



1 

FlexBay 

2 

通気まメタルカバー 


8. オプティカルドライブベイに取りがけてあるドライブがあれば、すべて取リタんます （ r CD/DVD ドライブ I をき 鹿）。 

9. FlexBay に取リかけてあるドライブがあれば.取りかします （「 ドライブ I を参昭）。 

10. 正面パネルの裏側にあるプラスチック製の/\ンドルを回して、 Dell バッジを回西させます。バッジが正しい向きになるまで回してください。 

11. 取りがしたホプティカルドライブを、向きををえわ コン ピュータじ取りかけなおします （「 CD / DVD ドライブ I を参昭）。 

12. FlexBay にフロッピードライブまたはメディアカードリーダーが取り付けられていた場合は、向きををえたコンピュータに取りせけなおしまず （「 メディアカードリーダ ー J を参照）。 

5.25 インチベイにハードドライブが取り付けられていて、デスクトップ宿巧からタワー構肋こ乾換する場合は、ドライブキャリアからハードドライブを取り外し、ドライブ側面にある前方の4つの 
巧に4本のネジを取り付けます。 

FlexBay にハードドライブが取り付けられていて、タワー構成からデスクトップ構脚こ乾換する場合は、4本のネジを取りがし、ハードドライブをドライブキヤリアに取り付けますけ ハードドライブ」 
を参照）。 


13 . 
















































































& メモ： ハードドライブのネジまたはハードドライブキヤリアはデルからお取り寄せいただけます。 「 デルへのお問い合わせ I をを照して〈ださい。 


14. お巧いのコンピュータじメタルシールドがある場合 （r - 部のドライブ措励こおけるメタルシールドじついて I をき鹿）は、空のナプティカルドライブベイまもは（タワーモードの場合のみ） FlexBav に 
メタルシールドを取り付けます。メタルシールドは所定の位置に巧し込んでください。 

1 日. FlexBay に通気まメタルカバーが取りがけられていて、タワーモードからデスクトップモードに転換する場合は、次の手順でカバーを取り付けなおします。 

a. メタルシールドをかし角度をつけてつかみ、上部の 2 本のネジを FlexBay 巧のス□ットに挿入します。 

b. 通気まメタルカバーの底部を下方向に回乾させ.底部の 2 本のネジを FlexBay の下のまきスぺースにあるス□ットに挿入します。 

こ通気式メタルカバーを巧し、カチッと所定の位置に化まって、金属誤のタブがシャーンの面と揃うまで押し込みます。 



1 

FlexBay 

2 

通気まメタルカバー 


16. 新しいドライブパネルを巧リ讯ナます （r ドライブパネルの取り付■けI をを照）。 


17. コンピュータのカバーホ取リイ汁けます （「 コンピュータカバーのおり讨け I ホを照）。 


18. Dell Diagnostics (診が)プログラム を実行して、コンピュータが正し<動作することを確認します。 
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正面パネルとコンピュータカバーの取り付け 

Dell PrecisiorT" Workstation 490 ューザーズガイド 

♦ ハードドライブキャリアを回転させてコンピュータに取り付ける方 ミち 

• 正面パネルの取りかけ 
♦ コン ピュータカバーの取り付け 


^ 警告： 『»お 情報 ガイド J のまをにお巧いいただ<ためのを 意事 巧に巧い、この巧の手旧を M 巧してください。 

^ 警告： 庙 ■防止のため、カバーを曲く前に化ず、コンビュータの ■お プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 を 意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


ハードドライブキヤリアを回転させてコンピユータに取り付ける方法 

1. ハードドライブキヤリアのハンドルを持ち、キヤリアの両側にある金属製のタブが装着されてキヤリアが固定されるまで、キヤリアを回おさせてシャーシ巧に取り付けます。 



1 

回転ま/\-ドドライブキャリア 

2 

ハンドル 

3 

カード保持棚構 


2. カード保持機構を引き上げてハードドライブキヤリアから取りかします。 



1 

カード保持域構のタブ 

2 

カード保持棚構 


























































3 回転まハードドライブキヤリア 


3. 力ード保持機構を元の位置に戻します。タブが所定の位圍こカチッと収まるようじ、力ードな持谜構の先端を押してください。 

4. カード保持機構に取り付けられた P3 電源ケーブルのまの両側を接続します。 


正面パネルの取り付け 

1. 正面パネルのフックをコンピュータ正面の対応する巧に合わせます。 



1 

正面パネルのリリースレバー 

2 

正面パネル 


2. 正面パネルのリリースレバーを引き、パネルをちにスライドさせて、正面パネルをしっかりと固定します。 


コンピュータカバーの 取り付け 

Q ホ 意： コンピュータのカバーが巧されてし、る間、コンピュータの;令却システムは正剧こ機能しません。カバーを取リ讯ナる前にコンピュータを起動しないでください。 

1. すべてのケーブルが確実に巧続され、ケーブルが邪魔にならなし、ようにまねられてし、ることを確認します。 

電源ケーブルを趕<自分の方に引っ張り、ドライブの下にはさまらないようにします。 

2. コンピュータの巧部に工具やをった部品が残ってし、ないことを巧認します。 

3. カバーを取り付けます。 

a . コン ピュータカバーを コン ピュータベースのタブと合わせます。 

b. カバーをかぶせて、カチッとはまるまでゆっくり巧し下げます。 

C. カバーが固定されたことを確認します。固定されていない場合は、 手順3 をすベて操り返します。 



























1 

コンピュータカ/く一 

2 

コンピュータベース 


Q を 意： ネットワークケーブルを接統ずるには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し这み、次に、コンピュータに差し込みます。 

4. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れまず。 

5. シャーンイントルージョンディテクタをち効にしてし、る場合、カバーを開けて閉じると、:欠のコンピュータ起動時にな下のメッセージが回面に表示されます。 

ALERT! Cover was previously removed. (害告！カバーが取りかされました。） 

6. Intrusion Alert (イントルージョン蓄告)の語定を Enabled または Enabled-Silent にを更して、シャーンイントルージョンディテクタをリセットしまず。 「 シ ャーシイントルージョンディテクタ 
のリセット I をを鹿してください。 

7. セットアップパスワードが他の人によって設定されている場合は、シヤーシイントルージョンディテクタのリセット方法はネットワーク管理をにお問い合わせ〈ださし、。 
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スピーカーの 取り付け（オプション） 

Dell Precision™ Workstation 490 ューザーズガイド 

A 警告： 『»品情報ガイド J の安全にお巧いいただくためのを意事項に従い、この巧の手旧を曲巧してください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを M< 前に化ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントからないてください。 

〇 ま意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

1. 「 巧業を開おする前にI の手歷じがいます。 

2. コンピュータのカバーを取りかします （「 コンピュータカバーの取りかし I を参睛）。 

3. ハードドライブキャリアを回乾させて.コンピュータから取りかします （「 ハードドライブキャリアを回記させてコンピュータから巧りがす方ま I をき照）。 

4. すでにスピーカーが取りがけられてしぶ場合は、古いスピーカーを取り巧します。 

a. スピーカーケーブルをシステム基板上のスピーカーコネクタからかします。 
t スピーカーケーブルをプロセッサアクセスドアアセンブリのケーブルガイドから外します。 

C. 親指でラッチリリースタブを巧し下げたまま、人差し指でスピーカーの反対側を持ちます。 
d. ラッチリリースタブから親指を離さずに、スピーカーを横にスライドさせ、フアンケースからかします。 
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スピーカー(ホブシヨン） 

4 

スピーカーケーブル 

2 

スピーカースロット （3) 

5 

システム基お上のスピーカーコネクタ 

3 

ラッ于リリースタブ 




5. スピーカーを取り付けるには、な下の手順を実行します。 

a. スピーカーを3個のスピーカースロットのタブの横に合わせます。 

b. ラッ于リリースタブがカチッとはまるまで、スピーカーを所定の位置に差し込みます。 

C. スピーカーケーブルをプ□セッサアクセスドアアセンブリのケーブルガイドに配線します。 
d. スピーカーケーブルをシステムをあ上のスピーカーコネクタに接続します。 




























1 

スピーカー(ホブシヨン） 

4 

スピーカーヶーブル 

2 

スピーカースロットとタブ （3) 

5 

システム基板上のスピーカーコネクタ 

3 

ラッ于リリースタブ 




6. すべてのコネクタが正しく接統され、しっかりと固定されていることを巧認します。 

7. ハードドライブキャリアを回乾させて、巧をの位置に取りがけます （「 ハード トぅイブキャリアを回陆させてコンピユータに巧りがける方ま Iをを鹿）。 

8. コンピユータのカバーを取りかけます （「 コンピユータカバーの取りけけ I ホ参蹈）。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、姻こ、コンピユータに差し込みます。 

9. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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シャーシイントルージョンスイッチ 

Dell Precision™ Workstation 490 ューザーズガイド 

♦ シャーシイントルージョンスイッチの取りがし 

♦ シャーシイントルージョンスイッチの取リイ寸け 

♦ シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

A 警告： 『»品情報ガイド』のまをにお巧いいただくためのを*辜巧に従い、この巧のキ旧を曲巧してください。 

^ 警告： 庙■防止のため、カバーを曲く前に必ず、コンビュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


シャーシイントルージョンスイッチの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順にないます。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （「 コンピュータカ/く一の巧りかし 」 を参暖.）。 

3. シャーシイントルージョンスイッ于ケーブルをシステム基板から取りがします。 

シャーシからシャーシイントルージョンスイッチケーブルを取り外す隐は、ケーブルの配線経路をメモしておいてくださし、。シャーシに付いているフックは、ケーブルをシャーシ内部の所定の位置 
に固定するためのものです。 

4. シヤーシイントルージョンスイッチをスロットから引き出し、スイッチとそのスイッチじ付いているケーブルをコンピュータから取り外します。 


シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 

1. シャーシイントルージョンスイッチをゆつ"とスロットに差し込み、ケーブルをシステムを巧に再巧結しまず。 

2. コンピュータのカバーを取り讯ナます （「 コンピュー々カバーのおりけけ I を参昭）。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを抵损するには.まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスにをし込み、奶こ、コンピュータに差し込みます。 

3. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELL ™ ロゴが表示されたら、すぐに<口>を押します。 

キーを押すタイミングが遅れて、ホペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ⑥デスクトップが表示されるまでそのまま待磯します。そのをコンピュータを 
シャットダウンして （「 コンビュータの電源を切る方ま I 东き照）もう一度やり直します。 

3. セットアップユーティリティを起動しまず （ r セットアッブユーティリティ _!を参照）。 

4. 下矢印キーを巧して、 Security (セキュリティ)オブションへ移動します。 

5. < Enter > を巧してメニューにアクセスします。 

6. 下矢印キーを巧して I ntrusion Alert (イントルージョン警告)を選巧します。 

7. 左右の矢印キーを巧して Reset (リセット)を選巧し、次に On 、 On - Silent 、 または Disabled を選択します。 


。 メモ： デフホルトの設定は On - Silent です。 














8. コンピュータを再起動して変更をち巧にします。 


ぺージに量る 
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システム基板 

Dell PrecisiorT " Workstation 490ューザーズガイド 

♦ システム基巧の取りかし 
• システム基巧の取りかけ 

A 替告： 『把品情報ガイド』の安全にお巧いいただ<ためのま意事項に従い、この巧の手旧を曲巧してください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバ-を曲<前に化ず、コンピュ-夕の■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© ま意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


システム基板の取り外し 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順にないます。 

2. コンピュータのカバーを取り外します （「 コンピュータカ/く一の取りがし 」 を参暖.）。 

3. /、ードドライブキャリアを回輯させて、コンピュータから取 y 列■します （「 ハードドライブ キャリアを回転 させてコンピュータから取り外す おち」 を参照）。 

4. プ□セツサアクセスドアアセンブリを次の手順で取り巧します。 

a . プ□セツサアクセスドアアセンブリをシステム基板とコンピュータシャーシに固定している緑色のキジを取り外します。 

b . プ□セツサアクセスドアアセンブリを持ち上げてコンピュータから取り巧しまず。 

5. 長いプラスドライバをほ用して、ヒートシンクアセンブリの側面にある4本の巧まネジを繰めます。 

A 警告： ヒートシンクアセンブリは、システム篇働中はホ#に古あになっている場をがあります。十分な時 ra を置いて、ヒートシンクアセンブリのあまが下がったことを巧 K してか 
^ ら触れてください。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

托1束ネジ/、ウジング (4) 


6. ヒートシンクアセンブリを持ち上げてコンピュータから取りかします。 

7. オプションのスピーカーコネクタがシステム基楓このりかけられてしぶ場合は、取り巧します。 

8. FAN CCAG のラベルがついたシステム基巧コネクタから力ードファンを取りかします （「システム韋披のコンポーネント」 を参照）。 






































1 

カードフアン 

2 

力ードフアンケーブル 

3 

力ードフアンシステム基巧コネクタ （FAN CCAG ) 

4 

前面ファン 

5 

フルレングスの力ードリテイナ 


9. システム基板上の FAN_FRONT のラベルがついたコネクタから前面ファンを取り外します(1~ システム其板のコンポーネント | を巻熙）。 

10. システムがタワーモードの場合は、力ードフアンの横じあるフルレングスの力ードリテイナを取リタルます。 

11. システム基板から Powerl および Power 2 コネクタホ取りがします （「 システム某巧のコンボーネント i ホを照）。 

12. 前面ファンのケーブルガイドからケーブルをかします。 

13. 力ードファンと前面フアンの間のタブを力ードフアンのちへ押し持ち上げてコンピユータから取 y 外します。 

14. フアンケースのネジを緩め、持ち上げてコンピユータから取り巧します。 

15. システム基板を取り出す際に邪魔になるコンポーネントをすベて取り巧します。 

16. システム基板からすべてのケーブルを巧します。 

17. 既存のシステム基おを取り外す前に、取り付けるシステム基板と既存のシステム基板のか親を比較し、正しし、卽品を巧用してし、ることを確認します。 

18. システム基板の9本のネジを取りかします。 



1 

ネジ (9) 

2 

システム基巧 


19. システム基板を持ち上げて、コンピュータから取り出します。 


20. 取りがしたシステム基キ反を、取り付けるシステム基おの横に置きます。 































































システム基板の取り付け 


1. 既存のシステム基巧から、取り付けるシステムさキ反にコンポーネントを巧動します。 

a . メモリモジュールを取り外し、空換巧の基耐こ取 y 付けます。詳細については、 「 メモリ J を参照してください。 

A 醬吿： プロセッサパッケージおよぴヒートシンクアセンブリは、ち温になることがあ y ます。やけどをしないように、バッケージおよぴアセンブリが巧かに々えるのを待ってから手 
^ を触れるようにしてください。 

b . 既巧のシステム基板からプロセッサを取り外し、交換届のシステム基板に取り付けます。詳細については、 r プロセッサ 」 を参照してください。 

2. 元の基板と同じになるようじ、交換するシステム基巧のジャンパを設をしまず （ r システム基おのコンポーネント J を参照）。 

& メモ： 交換するシステム基板のいくつかのコンポーネントとコネクタは、既巧のシステム基板の対応するコネクタと位置が異なる場合があります。 

3. 交換巧の基巧を、基巧のネジ巧とコンピュータシャーシの対応する巧が揃う方向に合わせます。 

4. システム基板を固をする9本のネジを純めます。 

5. ヒートシンクアセンブリを元の位置に置き、4本の巧まネジを細めてシステム基おじ固定します。 

6. システム基板から取りかしたすべてのコンポーネントとケーブルを取り付けます。 

7. コンピュータの背面にあるコネクタじすべてのケーブルを巧統します。 

8. コンピュータのカバーを取り付けます （「 コンピュータカバーの取り巧け 」 を参照）。 

Q を 意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、姻こ、コンピュータに差し込みます。 

9. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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Dell Precision … Workstation 490ユーザーズガイド 


メモ、注意、および普告 

& メモ： 操作上、知っておくと梗巧な情報が記載されています。 

Q を童： /、ードウエアの破損またはデータの損失の可能性があることを示します。 ますこ、 その問題を回避するためのモまも記載されています。 

A 警告： 巧的損さ、けが、または巧亡のお因となる可お性があることを示します。 


略語一費 

略語の詳しい説明は、 「丑壺堇」 を参照して〈ださい。 

Deir" n シリーズコンピュータをお買い上げいただいた場合は、このマニュアルで参照する Microsoft ⑥ Windows® ホペレーティングシステムIこついての記述は適巧されません。 


このマニュアルの巧さはそちな<«更されることがを y ます， 

© 2006すべての着巧権は Dell Inc. にわります。 

Dell Inc. の書面による許可のない複写は、いかなるお廣においても厳重じ禁じられています。 

本書でほ用されている商语 I 二つし、て： Dell、DELL ロゴ 、 I nspiron、Dell Precision. Dimension. OptiPlex 、 Latitude. Dell TravelLite 、 PowerEdge, PowerVault. StrikeZone 、 PowerApp 、 および Dell 
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問題解決に役立つツール 

Dell Precision ™ Workstation 490ューザーズガイド 

♦ 診断ライト 
♦ ビープコード 
♦ エラーメッセージ 
♦ Dell Diagnostics (該が)プログラム 

♦ ドラィバ 

♦ オペレーティングシステムの 巧 元 
♦ ソフトゥ_エアをよびハードウエアのを互瘦 1 生 


診断ライト 


^ 醬吿： 『»品情報ガイド J のま全にお巧いいただ<ためのま意事巧に巧い、この巧の手旧を曲おしてください。 


問題のトラブルシューティングを容易じするため、正面に ri 」、 口」、「3」、および[4」とラベルのついた4つのライトがあります。これらのライトは、消灯または緑をです。コンピュータが正常に起動して 
し、る場合は、ライトが点滅します。コンピュータカ《誤動作している場合は、をライトと電源ボタンの点灯パターンで問題を識別することができまず。これらのライトは休止状態も示します。 


POST 開始前の診がライトコード 


お断ライト 

■巧 

ラィト 

巧 B の悦巧 

推巧され る 化 置 


オフ 

コンピュータに電源がお給されていません。 

コンピュータを電源コンセントに接続します。正面パネルの電源ライトが点'灯してし N ることを確認します。 

電源ライトがホフの場合は、コンピュータが動作してし巧コンセントじ接続されていることを確設してから、 
電源ボタンを巧します。 

それでも P 占頭が混ミ尖しむい場合は.デルに津給してテクニカルサポートを曹けて <ピ再い （ r デルへのお巧 
い合わせ 1を参照）。 


オフ 

コンピュータは通常のオフの状態でず。コンピュータはコン 
セントに接続されていまず。 

電源ボタンを押してコンピュータの電源をホンにします。 

コンピュータの電源が入らない場合、正面パネルの電源ライトが点灯していることを確認します。電源ライ 
卜がオフの場合は、コンピュータが動巧しているコンセントに接続されてし巧ことを巧設してから、電源ボタン 
を押します。 

それでも P 占頭が混ミ尖しむい場合は.デルに津給してテクニカルサポートを曹けて <ピタい （ r デルへのお巧 
い合わせ 1を参照）。 


緑を 
の点 
巧 

コンピュータは省電力状態または「スタンバイ」モードにな 
つています。 

適切な手順に従って.コンピュータをな帰させます。 「アドバンス磯能 1を参昭.してください。 

巧題が解みせず、 USB マウスまたはキーボードを使用してコンピュータを復帰させようとしている場合は、 
マウスまたはキーボードを PS /2 マウスまたはキーボードに取り替えて、コンピュータを復帰させて<ださ 
い。 


緑を 
の点 

コンピュータは省電力状態または「スタンバイ」モー円こな 
つています。 

摘切な丰1隔にがって.コンピュータホ復帰さサモす。 「アドバンス 桃 能 1をき暖してくださし、。 

巧題が解みせず、 USB マウスまたはキーボードを使用してコンピュータを勸最させようとしている場合は、 
マウスまたはキーボードを PS /2 マウスまたはキーボードに取り替えて、コンピュータを復帰させて<ださ 
い。 

〇©@@ 

(点滅） 

黄を 
の点 
灯 

BIOS が実行されていません。 

プロセッサが TFl , くのりがけられてしぶか巧話!しコンピュー々を宙お動します （「プロセッサ 1をを昭）。 

それでも P 占頭がおみしない場合は.デルに津絡してテクニカルサポートホをけてください （ r デルへのお問 
い合わせ 1を参照）。 

00 ( 3)0 

(点滅） 

黄色 
の点 
巧 

電源装置または電源ケーブルに問題が発ました可能性が 
あります。 

「雷脯の問頭1 の丰1怕を車衍-モす。 

子れでも P 占頭が浴ミ尖しむい場合は.デルに津給してテクニカルサポートを曹けて <ピ再い （ r デルへのお巧 
い合わせ 1を参照）。 

©◎◎( 2 ) 

(点滅） 

黄色 
の点 
灯 

システム基巧に問題が発ちした可能性があります。 

デルに連紹してテクニカルサポートぞ是けてください （ r デルへのお問い合わせ 1を参照）。 

(点滅） 

0 ( D ( 3 )@ 

黄を 
の点 
灯 

プ□セツサが適合していません。 

「トラブルシューティングのヒント 1を参お後、 「メモリの問題1 と 「雷 脂の問頭1 を参照してください。 

0©@0 

(点滅） 

黄色 
の点 
灯 

グラフィックライザーカードまたはメモリライザーカードなど 
のプラグインコンポーネントでエラーの可能性が検出され 
ました。 

メモリライザーカードおよびグラフィックライザーカードに必要な電源ケーブルが接続されてしぶことを確認 
してください。 

「雷艦の問頭1 の丰1情を車巧します。 









































0©(D0 

黄を 
の点 
灯 

電源供給じ巧題が発生した可能性があります。 

両方の電源ヶーブルがマザーボードに接続されていることを確認してください。 

(点滅） 





POST 実行中の診断ライトコード 


POST の実行中、電源ライトは教巧ライにードとして緑色に点灯しまず。 


ライト/巧ーン 

巧田のお巧 

巧巧される化置 

O @( D 0 

プロセッサに問題がを生した可能性があ 
ります。 

プロセッサを取りがけなおして （ r プロセッサ1 をを醉 .） .コンピュータを再起動します。 

の◎③の 

祐張力一円こ問題が発生した可能性があ 
ります。 

1. グラフィックカードに1外の力ードを1つ取り外し、コンピュータを巧起動して、コンフリクトが起きているかどうかを調べます 
(「カード」 を参照）。 

2. 巧題が解みしない場合は、取りがしたカードを取り巧け、别のカードを取りがして、コンピュータを再起動します。 

3. それぞれのカー円こついて、この手順を繰り返します。コンピュータが正常に起動する場合は、コンピュータから取り巧した 
最後の力ードの U ソースコンフ IJ クトのトラブルシューティンヴホ巧います （ r ソフトウェアおよびハードウェアのホち梅‘阵1 ホき 
巧）。 

4. 巧頭が解みしない場合は、デルに連給してテクニカルサポートを受けて<ださい （「デルへのお Pp 3 い合わせ1 を参.頃）。 

©◎③ (D 

グラフィックカードに廣害が発生している 
可能性がありまず。 

1. コンピュータにグラフィックスカードを取り付けている場合は、その力ードをいったん取り巧し、取り付けなおしてからコンピュ 
ータを再起動します （「カード」 を参照）。 

2. 巧題が解みしない場合は、動作確認巧みの別のグラフィックカードを取り巧け、コンピュータを再起動します。 

3. 問題が解決しないか、コンピュータにオンボードグラフィックがある場合は、デルに連絡してテクニカルサボートを受けて〈だ 
；^^バ「デルへのおド3い合わサ1ををお）- 

00(3)0 

フロッピードライブまたはハードドライブに 
障害が発生している可能性があります。 

ずべての電源ケーブルおよびデータケーブルを接続しなおしコンピュータを再起動します。 

〇©@@ 

USB じ巧題が発生した可能性がありま 
ず。 

すべての USB デバイスを取り付けなおしケーブル接結を確認して、コンピュータを再起動します。 

© ◎③の 

メモリモジュールが検出されませんでし 
た。 

1. メモリモジュールを取り付けなおし、コンピュータがメモリと正常に通信しているか巧詔します （「メモリ」 を参照）。 

2. コンピュータを再起動します。 

3. 巧題が解みしない場合は、すべてのメモリモジュールを取り外し、メモリモジュールコネクタ DIMM 1にメモリモジュール 
を1つ取り付けます。 

4. コンピュータを再起動します。 

メモリがペアで取り付けられていないためパフホーマンスとェラー修正機能をほ下させた状態でシステムが動作することを巧 
らせるメッセージが表示されます。 

5. < F 1> を巧してホペレーティングシステムを起動します。 

6. DpII Dianno ホ广 sf 訟齡)プロヴぅムホ幸行•します （「 DpII Dianno か i バ f 敎邮）プロヴぅム ホを照）_ 

7. テストしたメモリモジュールに問頭がなければ、コンピュータをシャットダウンし （ r コンピュータの雷源を切る方ま 1を参照）、 
そのメモリモジュールを取りがし、残りのメモリモジュールについて、起動時または該巧フログラムのテスト時にメモリエラー 
が発生するまで、 この手順を繰り返します。 

最細こテストしたメモリモジュールに問題があった場合でも、残りのメモリモジュールに問題がないか確認ずるため、すべて 
のメモリモジュールに巧し、同じ手11頃を繰り返します。 

8. 巧頭のあるメモリモジュールが判明したら、デルに连路して巧巧を巧頼してください （「デルへのお問い合わせ1 を参照）。 

© ◎③の 

メモリモジュールが検出されませんでし 

た。 

1 取り付けているメモリモジュールが1つの場合は、そのモジュールを取り付けなおしてコンピュータを再起動します （「とち 
リ」を参;曲）。 

1 取り付けているメモリモジュールが2つレ:1上の場合は、モジュールを取りがしてモジュールの1つを取り付けなおし （「メモ 
リ」を参照）、コンピュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、別のモジュールを取り付けなおします。 

睦害のあるモジュールが見つかるまで、またはェラーなしですべてのモジュールを取り付けなおせるまで続けまず。 

1同じ種類で動作確設済みのメモリがある場合は、そのメモリをコンピュータに取り付けます （「メモリ」 を参照）。 

1巧き頁が解ホしむい場合は.デル(こお P 占い合わサください （ r デルへのお間い合わサ 1をき照）_ 

0©@0 

システム基板に問題が発ましました。 

デルに連絡してテクニカルサポートホきけてください （「デルへのおい合わサ 1をを鹿）。 

0©( D 0 

メモリモジュールは検出されましたが、メ 
モリ構なまたは互換巧エラーが存在しま 
す。 

1特別なメモリモジュール/ メモリコネクタ設置要件がなしにとを確認しまず （「メモリ J を参照）。 

1 取り付けるメモリモジュールにコンピュータとの互換性があることを確認します （ r メモリ」 を参照）。 

1 メモリモジュールを取り付けなおして、コンピュータを再起動します。 

1巧き頁が解ホしむい場合は.デル(こお P 占い合わサください （ r デルへのお間い合わサ 1ホき照）_ 

0©( D 0 

ビデホネ刀期化前のルーチンのシステム 
処理です。 

モニターの画面に表示されるメッセージにミ主意します。 

0( i )( D 0 

祐張カードに問題が発生した可能性があ 
ります。 

1. グラフィックカードレかの力ードを1つ取り外し、コンピュータを再起動して、コンブ J クトが起きているかどうかを調べます 
(「カード」 を参照）。 

2. 問題が解みしない場合は、取りがしたカードを取り付け、别のカードを取りがして、コンピュータを再起動しまず。 

3. それぞれのカードじついて、この手順を繰り返します。コンピュータが正常に起動する場合は、コンピュータから取りがした 
京ホの力ードの1いノースコンフ IJ 々卜の卜ぅブルシュー子ィンヴホ巧いますけ ソフトウェ7およけ‘ハ-ドウェアのか耳組‘忡 ホを 





































巧） D 

4. 巧頭が解みしない場合は、デルにお問い合わせください （「デルへのお問い合わせ 1を参照）。 

0@@0 

ビデホネ刀期化前のルーチンのシステム 
処理です。 

モニターの画面に表示されるメッセージにま意します。 

0 ©( D @ 

POST 後、コンピュータは通常の動作が 
態にあります。 

特にありません。 


メモ： 教巧ライトは一瞬点;威しまず。コン 
ピュータが正常にオペレーティングシステ 
ムを起動するとライトは消えます。 




ビープコード 

お使いのコンピュータの起動谢こ、モニターにエラーメッセージまたは問題を表示できない場合、ビープ音が連続して鳴ることがありまず。この連続したビープ音はビープコードと呼ばれ、問題を特定し 
ます。ビープコードには、ビープ音がまず1回鳴り、次に連続して3回鳴ってから、1回鳴るものがありますくコード1-3-1)。このビープコードは、コンピュータじメモリの問題が発生していることを示 
します。 


起動時にコンピュータがビープ音ををする場合は、レユ下の手順を実行します。 

1. Diagnostics (診斷）チェックリスト にビープコードを記録します。 

2. Dell Diagnostics (診断)ブログラムを実行し （「 Dell Diagnostics (診断)プ□グラム j を参照）、その原因をつきとめます。 

3. デル I こ连絡してテクニカルサポートを受けて<ださい （ r デルへのお問い合わせ I をを照）。 


コード 

巧因 

1-1-2 

マイクロプロセッサレジスタ廣害 

1-1-3 

NVRAM 読み書き廣害 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム障害 

1-2-1 

ブログラム可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA 巧期化障害 

1-2-3 

DMA ページレジスタ読み/書き障害 

1-3 

Video Memory テスト障害 

1-3-1 から 2-4-4 

メモリの認識/巧用上のエラー 

1-3-2 

メモリの問題 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスター DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスター割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割り込みベクトル□ード暗害 

3-2-4 

Keyboard Controller テスト廣害 

3-3-1 

NVRAM 電力損え 

3-3-2 

ホ効な NVRAM 構成 

3-3-4 

Video Memory テスト障害 

3-4-1 

固面の巧巧化曜害 

3-4-2 

固面リトレース瞎害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4-2-1 

タイマー動巧なし 

4-2-2 

シャットダウン障害 

4-2-3 

ゲート A 20 摩害 

4-2-4 

プロテクトモードで予期しなし、割り込み発生 

4-3-1 

アドレス OFFFFh な上のメモリ摩害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

巧卽時計動作停止 

4-4-1 

シリアルまたはパラレルポートテスト障害 














































4-4-2 シャドウメモリへのコード解ま廣害 


4-4-3 

致値演算コプロセッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテスト障害 


エラーメッセージ 

レ ITF を于 エックし Diacmostics (診断げ エック リスト に 必要事巧を記入して〈ださい。 

A 警告： 『»品情報ガイド』の安全にお巧いいただくためのを意事巧にがい、この巧の手おを開化してください。 

メッセージが一監にない場合、オペレーティングシステム、またはメッセージが表示された隐じ実斤していたプ□グラムのマニュアルを参照してください。 

A filename cannot contain any of the following characters: \ /:*?"<> | — これらの記号をファイルをに使巧しないでくださし、。 


A required .DLL file was not found - 開こうとしているプログラムに必須のファイルが見つかりません。次の操作を行い、プログラムを削除して再インストールします。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネルを クリックして、 プログラムの追化と削 巧をクリックします。 

2. 削除したいプログラムを選巧します。 

3. プログラムの S ちと削除 アイコンをクリックします。 

4. インストール手順については、プログラムのマニュアルを参照してください。 


Alert! CPU Fan Not Detected - :令却ファンが適切に取り付けられ動イ乍しているか確認します。 


Alert! Previous attempts at booting this system have failed at checkpoint [nnnn]. For help in resolving this problem, please note this 
checkpoint and contact Dell Technical Support. — デルに連絡して、テクニカルサポート担当者■にチェックポイントコード (nnnn) を伝えてください （r デルへのお問い 
合わせ 」 をを照）。 


Alert! Previous fan failure — 

Alert! Previous orocessor thermal failure — 

Alert! Previous Shutdown Due to Thermal Event — 

換気口力 《 ふさがれていない力、、またはすベてのフアンが正し〈取り付けられ動作しているか確認します。また、プロセッサのヒートシンクアセンブリが正し<取り付けられているか確 
認します。 


Alert! Previous Reboot Was Due to Voltage Regulator Failure — デルに連絡してテクニカルサポートを受けて < ださい （「 デルへのお問い合わせ j をを照)。 


Alert! System battery voltage is low — バッテリーを交樓します （「バ ッテリー j ををお）。 


Alert! Unable to I nitialize all I nstalled Memory — 

Alert! Uncorrectable Memory Error Previously Detected in Dl MM_X/ Y — 

「メモリの問題」 を参照.してください。 


Attachment failed to respond — 「 ドライブの巧題 j を参照してください。 

Bad command or file name — 正しいコマンドを入力したか、スぺースの位置は正しいか、パス名は正しいかを確認します。 


Bad error-correction code (ECC) on disk read — 「 ドライブの問題 j を参照して<ピさし、。 


Controller has failed - 「ドライブの問題」 を参.暗してください。 




























Data error - T ドライブの間聞 i ホを刷. r < ドか.、— 

Decreasin 日 available memory — 「コンピュータのロックアップおよびソフ 1- •ウェアの巧閣 I ホを照して〈ださい。 

Diskette drive 0 seek failure — 「ドライブの問頭 i ホ参照してくださし、 

Diskette read 枯 ilure — 「ドライブの問頭 i ホ参剧'てくださし、- 

Diskette subsystem reset failed — Dell Diagnostics (該断）プログラムを実行します 。 rnpll Dianno け ics (訟齡)ブロヴぅム i を参照してくださし、。 

Diskette write protected - 書きをみ保譯ノッチを才ープン位置にスライドします。 

Drive not ready — フロッピーディスクをドライブに挿入します。 

Gate A20 failure - T コント。ュー々の口'ソ々アッつ わよけ ソフトウェアの問輯 i ホを隔 I .下け-•別、 

Hard-disk configuration error — 

Hard-disk controller faHure — 

Hard-disk drive failure — 

Hard-disk drive failure — 

「ドライブの問頭 1 を参障.してください。 

Insert bootable media - 起動フロッピーディスク、 CD またはその他の起動用メディアを挿入します。 

1 nvalid confiauration information - olease run SETUP oroaram — セットアッブユーティリティホお動し （「セットアップユーティリティ ホを照）.コンピュータ說を 

情報を修正します。 

Keyboard failure — [キー ボードの問額 i ホ参照してくださし、 

Memory address line failure at address , read value exDectina value — 「メモリの巧賴 i ホ参,時してくださし、。 

Memory allocation error — 

1. コンピュータの電源を切り、30砂待ってから再起動します。 

2. 再度プログラムを実行してみまず。 

3. 再度ェラーメッセージがき示される場合、追加のトラブルシューティングについては、ソフトウェアのマニュアルを参照してくださし、。 


Memory data line failure at address , read value expecting value — 


Memory double word logic failure at address , read value expecting value — 


Memory odd/ even logic failure at address , read value expecting value — 


Memory write/ read failure at address , read value expecting value — 





























Memory size in CMOS invalid — 

「メモリの問題」 を参照して〈ださい。 


No boot device available — 


I フロッピードライブカ《起動デバイスの場合、起動用フロッピーディスクがドライブに挿入されていることを確認します。 

I ハードドライブが起動デバイスの場合、ケーブルが接続されていること、ドライブが適切に装着されていること、および起動デバイスとしてパーティシヨン分割されていること 
を確設します。 

I セットアップユーティリティを起動して、起動順をの情報が正しいか確認します（「セットアップユーティリティ」を参照）。 


No boot sector on hard-disk drive - セットアツブユーティリティを起動して、ハードドライブのコンピュータ設定情報が正しいか確認します （「セットアップユーテと!ティ j 
を参照）。 


セットアップユーティリティ巧の情報が正しし、ことを確認した後でもメッセージが表示される場合は、オペレーティングシステムのマニュアルの巧インストール情報を参照して < ださ 
し、。 


No timer tick interrupt — Dell Dia 曰 nostics (診が)プログラムを実巧します （「 Dell Dia 日 nostics (該節）プログラム j をき照）。 


Non-system disk or disk error - 起動オペレーティングシステムの入ったフロッピーディスクと交換するか、ドライブ A からフロッピーディスクを取り出して コン ピュータを 
再起動します。 


Not a boot diskette - 起動用メディアを巧入してコンピュータを再起動します。 


Not enough memory or resources. Close some programs and try again — すべてのウィンドウを閉じ、使巧するプログラムのみを開きます。場合によって 
は、コンピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。その場合、最础こほ用したいブログラムを実行します。 


Operating system not found — デルにお問い合わせください （「デルへのお問い合わせ」 を参照）。 


Please Connect USB Keyboard/ Mouse to USB Ports on the Back of the Computer — コンピユータの電源を切り、 USB キーボードとマウスの両方または 
どちらかをコンピュータ背面の USB コネクタに巧続し、コンピュータを再起動します。 


Plua and Play Confiauration Error — 

1. コンピュータの電源を切り、コンセントから取りかします。巧に、力ードを1枚だけ巧してすべて取り巧します。 

2. コンピュータのプラグを差し込み、再起動します。 

3. メッセージが再度き示される場合は、取り付けられている力ードが誤動作している可能性があります。メッセージが再度表示されない場合は、コンピュータの電源を切り、 
別のカードを1巧挿入します。 

4. 誤動作している力ードカかかるまで、この手 I 頃を繰り返します。 


Read fault — 


Requested sector not found — 


Reset failed — 

「ドライブの問題」 を参照して〈ださい。 


Sector not found — 


I Windows のエラーチェックユーティリティを実行して、フロッピーディスクまたはハードドライブのファイル構造を調べます。手順じついては、 Windows のヘルプを参 
照して〈ださい。 

I を〈のセクタに障害がある場合、可能であればデータをバックアッブして、フロッピーディスクまたはハードドライブを再フホーマットします。 


Seek error — 「ドライブの固壁」 を参照してください。 


Shutdown failure - Dell Diagnostics (該が)プログラムを実行します 。 rpell Diagnostics (を断)プログラム 」 を参.暗してください。 


























Time-of-day clock stopped — 

Time-of-day not set — 

セットアップユーティリティを実巧して、日付または時刻を修正して<ださい （ r セットアップユーティリティ 」 を参照）。巧題が解ましない場合は、システムバッテリーを交換します（「 バ 
ッテリー」 をを照）。 


Timer chip counter 2 failed - Dell Diagnostics (該巧)プログラムを実行します 。 rpell Diagnostics (訟化)プログラム i をを照してください。 

Unexpected interrupt in protected mode — Dell Dia 日 nostics (該が)ブログラムを実巧します （「 Dell Dia 日 nostics (該断）プログラム j を参.聞）。 


WARNING: Dell's Disk Monitoring System has detected that drive [0/1] on the IDE controller is operating outside of normal 
specifications. It is advisable to immediately back up your data and replace your hard drive by calling your support desk or Dell — 

すぐに利用できる x 換用のドライブがな〈.そのドライブが巧一の起動^''ライブではない場合、セットァップユーティ|斤ィを起動して（^セツトアップユーティリティ J を参照）、該当す 
るドライブの設定を None (なし）にを重します。巧に、ドライブをコンピュータから取りかします。 


Write fault — 

Write fault on selected drive — 

「ドライブの巧頭 I を参照してください。 


<drive lettGr>:\ is not accessible. The device is not ready — フロッピードライブがディスクを読めません。フロッピーディスクをドライブに挿入して、再度試してみ 
まず。 


Dell Diagnostics (診断）プログラム 

^ 警告： 『な品 情 巧ガイド J のを全にお巧いいただ<ためのま意事項に従い、この巧のキ旧を闻巧してください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを使巧する巧合 

コンピュータに問題がを生した場合は、デルテクニカルサポートにお問い合わせになる前に、 コンピューさのロックア フトウェアの固壁」 のチェック事項を実行してから 、 Dell Diaanostics (診 

断けログラムを実行してください。 

作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 

〇 を意 ： Dell Diagnostics (該断)プログラムは Deir " コンピュータでのみ機能します。 

^ メモ ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホブシヨンなので、同祖されていないコンピュータもあります。 

セットアップユーティリティを起動し ( r セ’かアップユーテと！テ <」 を参照）、コンピュータの設定情報を閲黄して、テストするデバイスがセットアッブユーティリティにき示され、アクティブであることを確認し 
ます。 

ハードドライブまたは 『Drivers and Utilities CDj |(『 ResourcGCDj とも呼びます）力、ら Dell Diagnostics (該断)プログラムを起動します。 


ハードドライブからの Dell Diagnostics (該断）プログラムの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELL ™ ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

。 メモ： 診断ユーティリィティパーティシヨンが見つからないことをそ日らせるメッセージが表示された場合は 、 『Drivers and Utilities CD 』 から Dell 診断プログラムを実行してください。 
rrorivers and Utilities 〔削からの Dell Diagnostics (該断)プログラムの起動 」 を参照してください。 

キーを押すタイミングが遅れて、ホペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ⑥デスクトップが表示されるまでそのまま待谜します。その後コンピュータを 
シャットダウンして （「 コンビュータの電源を切る方を ホ を照）もう一度やり直します。 

3. 起動デバイスの一黃が表示されたら、 Boot to Utility Part 柏 on (ユーティリティパーティシヨンから起動)をハイライト表示して、 < Enter > を押します。 





















4. Dell Diagnostics (診断)ブログラムの Main Menu (メインメニュー)がま示されたら （r pell Diagnostics (該 断) プログラムのメインメニュ ー 」を参照）、実行するテストを選びます。 


『Drivers and Utilities CDJI からの Dell Diagnostics (診断）プログラムの起動 

1. 『Drivers and Utilities CDJ をセットします。 

2. コンピュータをシャットダウンし、再起動します。 

DELL ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。 

キーを押すタイミングが合わず 、 Windows ロゴが表示されてしまったら、 Windows デスクトップがき示されるまで待ちます。デスクトップが表示されたら、コンピュータをシャットダウンして、 
操作をやりなおしてください。 

^ メモ： 次の手順では、起動順巧を1回だけ変更します。次回の起動時には、コンピュータはセットアップユーティリティで指定したデバイスから起動します。 


3. 起動デバイスの一黄が表示されたら、 Onboard or USB CD-ROM Drive (オンボードまたは USB の CD - ROM ドライブ)をハイライトき示し、 < Enter > を押します。 


4. 表示されたメニューから Boot from CD - ROM ( CD-ROM から起動)オプションを選び、 < Enter > を}甲します。 


5. 1 と入力してメニューを起動し、 < Enter > を巧して続行します。 


6. ま号の付いた一黄から Run the 32 Bit Dell Diagnostics (32 ビットの Dell Diaanostics (診断)プログラムを実行)を選びます。複数のバージョンがき示されている場合は、お使いの 
コンピュータに適切なバージョンを選びます。 


7. Dell 診断プログラムの Main Menu (メインメニュー)が表示されたら、実巧するテストを選巧します。 


Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニュ ー 


1 .Dell Diagnostics (該巧)プログラムが口ードされ Main Menu (メインメニュ ー) 画面がき示されたら、希望のオプションのボタンをクリックします。 


オプション 

宙ぉ 

Express Test (ェクスプレ 
ステスト） 

デバイスのクイックテストを実行します。このテストは通常10〜20分かかり、途中でユーザーが操作する必要はありません。最抑こ Express Test (エクスプレ 
ステスト)を実行すると、問題をさらにすばやく特定することができます。 

Extended Test (拡張テス 
卜） 

デバイスの全体チェックを実行します。通常このテストには1時間な上かかり、質問に定期的に応答する必要があります。 

Custom Test (カスタムテ 
スト） 

特定のデバイスをテストします。実行するテストをカスタマイズできます。 

Symptom Tree (をがッリ 
-) 

最も一般的なお太を一黄表示し問題のを呪こちづしがテストを選巧できます。 


2. テスト中に問題を検出すると、エラーコードと巧題の説明を示すメッセージが表示されます。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の指示に従います。 

エラーが態を解巧できない場合は、デルにお問い合わせください。 

Wa メモ： お巧いのコンピュータのサービスタグは、をテスト画面の上卽にあ y まず。デルにお問い合わせになると、テクニカルサポート担当をがお客様のサービスタグをお尋ねします。 

3. Custom Test (カスタムテスト） または Symptom Tree (を巧ツリ ー） ホブシヨンからテストを実巧する場合は、該当するタブをクリックします(詳細については、な下の表を参照して〈ださ 

い）。 


タブ 

檐巧 

Results (結果） 

テストの結ま、および発生したすべてのエラーのが態を表示します。 

Errors (エラー） 

おちしたエラーの巧態、エラーコード、および問題の説巧を表示します。 

Help (ヘルブ） 

テストについて説明しまず。また、テストを実斤するための要件を示す場合もありまず。 

Configuration (構 
肋 

選巧したデバイスの M - ドウ X ア構成が表示されます。 

Dell Diaanostics (診断)プログラムは、セットアップユーティリティ、メモリ、および巧々な内部テストからずベてのデバイスの設定情報を入手して、画面のち側ペインのデバ 
イスー黄にき示します。デバイスー監には、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネントち、またはコンピュータじ接続されたすベてのデバイスちが表示されるとは 
限りません。 

Parameters (パラ 
メ ータ） 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすることができます。 


4 .『Drivers and Utilities CDJ から Dell Diagnostics (該が)プログラムを実巧している場合は、テストが終了したら CD を取り出します。 
















5. テスト画面を閉じ、 Main Menu (メインメニュ ー) 画面に戻ります 。 Dell Diagnostics (診断)プログラムを終了して、コンピュータを再起動するには、 Main Menu (メインメニュ ー) 画面を閉じ 
ます。 


ドライバ 

ドライ/《とは？ 

ドライバは、プリンタ、マウス、またはキーボードなどのデバイスを制御するプログラムです。すべてのデバイスにドライパプ□グラムが必要です。 

ドライバは、デバイスとそのデバイスを使届するプロヴラム間の通訳のような役目をします。をデバイスは、そのデバイスのドライバだけが認識ずるき用のコマンドセットを持ってし、ます。 

お使いのコンピュータには、出荷時に必要なドライバがプリインストールされているので、新たにインストールしたり設定する必要はありません。 

〇 を意： 瓜 rivers and Utilities CDj \ z \ t . お使いのコンピュータに搭載されていないホペレーティングシステムのドライバも収録されている場合もあります。インストールするソフトウェアがも' 
一 使いのホペレーティングシステムに対応してしぶことを確認してください。 

b メモ： 『Drivers and Utilities CDJ はホブシヨンなので、同相されていないコンピュータもあります。 

キーボードドライハ•など、ドライバの多くは Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムに付属しています。な下の場合にドライバをインストールする必要があります。 

I ホペレーティングシステムをアップグレードした場合 
I ホペレーティングシステムを巧インストールした場合 
I おしいデバイスを接続または取り付けた場合 

ドライバの確認 

デバイスで問題力嘴生した場合、ドライバが問題の原因でないかどうかを識別して、必要に応じてドライバをアップデートします。 


Windows XP 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. 作業する分巧をちぴます で、 バフホーマンスとメンテナンスを クリックします。 

3. システムをクリックしまず。 

4. システムのプロバテイウインドウで、/\ —ドウ エア タブをクリックしまず。 

5. デバイスマネージャ をクリックします。 

6. -監をスクロールダウンし、デバイスアイコン上の感嚷巧 （！ のかいた黄をの円）の付いたデバイスを操します。 

デバイスをの横に感座巧がある場合、ドライバの巧インストールまたは新しいドライバのインストールが必畢な場合があります （ r ドライバとユーティリティの苗インストール I を参聞）。 

ドライバおよびユーテイリテイの巧インストール 

〇 を 意： デルサポートウエブサイト support.jp.dell.com および 『Drivers and Utilities CDJ では、 Dell ™ コン ピュータ用に承認されているドライバを提供しています。その他の媒体から 
〜 ドライバをインストールする場合、お使いのコンピュータが適切に動作しなし、おそれがあります。 

^ ゾモ： 『Drivers and Utilities CDJ はオプションなので、同祖されていないコンピュータもあります。 

Windows XP デバイスドライバの 口ール バックの使い方 

ドライバをインストールまたはアッブデートした後でコンピュータに問題が発生した場合は 、 Windows XP デバイスドライバの口ールバックを使ってドライバをな前のバージョンに戻します。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. 作乘する分野を巧びます で、 バフオーマンスとメンテナンスを クリックしまず。 


3. システムを クリックしまず。 




4. システムのプロパティ ウィンドウで、 ハードウ エア タブをクリックします。 

5. デバイスマネージヤ をクリックします。 

6. 新しし、ドライバをインストールしたデバイスを右クリックして、 プロパティ をクリックします。 

7. ドライ/く タブをクリックします。 

8. ドライバの口ールバックを クリックします。 

デバイスドライバの口ールバックを巧っても問頭が解みしない場合は.システムの復元を巧って.新しいドライバがインストールされる前の動作げ熊にナペレーティングシステムを房します （ r 十ペレー ティ 
ンヴシステムの お 元 I を寒陌.）。 


『Drivers and Utilities CDJI の巧い方 

デバイスドライバの口ールバックまたはシステム復元 （「ホペレーティングシステムの 復元」 を参照）で巧題を解みできない場合は 、 『Drivers and Utilities CD 』(『 ResourceCD 』 とも呼ばれます)から 
ドライバを再インストールします。 

。 メモ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホプシヨンなので、同捆されていないコンピュータもあります。 

ドライバの手動インストール 

1. 前項で説明されているように、ドドライブにドライパファイルをコピーした後で、 スタート ボタンをクリックし、 マイコンピュータ をちクリックしまず。 

2. プロパティをクリックします。 

3. /\— ドウエア タブをクリックして、 デバイスマネージャ をクリックしまず。 

4. ドライバをインストールするデバイスのタイプをダブルクリックします。 

5. ドライバをインストールするデバイスのを前をダブルクリックします。 

6. ドライ/《 タブをクリックし、 ドライ/《のま新 をクリックします。 

7. -11 または特をの 塌 巧からインストールする（样抽） をクリックし. 巧へ をクリックします。 

8. 参旧 をクリックし、ドライバファイルを前回コピーした場所を探して選がします。 

9. 該当するドライバのを前が表示されたら、 巧へ をクリックします。 

10. ま 了をクリックして、コンピュータを再起動します。 


オペレーティングシステムの復元 

巧のような方までオペレーティングシステムを復元できます。 

I Microsoft ® Windows ® XP システムの復元は、データファイルに影響を及ぼすことな<、コンピユータをな前の動作状態に戻しまず。データファイルを保存したままオペレーティングシステ 
ムをを元するための最ネ刀のソリユーシヨンとして、システムの復元を実行してください。 

I コンピユーかこ『オペレーティングシステ厶 CD 』 が付属していた場合は、この CD を使用してオペレーティングシステムを復元できます。ただし、『オペレーティングシステム CD 』 を使巧するとハ 
-ドドライブ上のすべてのデータが削除されます。この CD は、システムの復元を実行してもオペレーティングシステムの巧題が解ましなかった場合にのみ使用して〈ださい。 

Microsoft Windows XP システムのを元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステム設定を変更したために、コンピユータが正常に動巧しな〈なってしまった場合は 、 Microsoft Windows XP オペレーティングシステムのシステムの 
復元を使巧して、コンピユータをし: i 前の動作状態に復元することができます(データファイルへの影響はありません）。システムの復元の使い方については、 Windows ヘルプとサポートセンターを参照 
してください。 

^ ホ 意： データフアイルのバックアップを定期侧こ作成してください。システムの復元は、データファイルを監視したり、データファイルを復元することはできません。 

^ メモ： 本書に記載されている手順は、 Windows のデフホルト表示用に書かれているため、クラシック表示に設をしてし、る場合には適届されません。 


復元ポイントの作成 






1. スター トボタンをクリックして、ヘルプとサボートをクリックします。 

2. システムのな元のタスクをクリックします。 

3. 画面の指示に巧います。 


コンピュータをな前の巧作状態にな元する方法 

〇 ?ま意： コンピュータをな前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをずベて終了します。システムの復元が完了ずるまで、いかなるフ 
ァイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削陈しないでください。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールーシステムのな元の順にクリックします。 

2. コンピュータをな m のが做こな元するが選巧されてしぶことを確認して、巧へをクリックします。 

3. コンピュータをな前のが態に復元する時点の日がをクリックします。 

な元ポイントの a 巧画面に、復元ポイントが選べるカレンダーが表示されます。復元ポイントが利巧できる日付は太字で表示されまず。 

4. 復元ポイントを選んで、次へをクリックします。 

日付■に復元ポイントが1つしか表示されない場合、その復元ポイントが自動的に選ばれます。2つな上の復元ポイントが利用可能な場合は、希望する復元ポイントをクリックします。 

5. 巧へをクリックします。 

システムの復元がデータの収集を完了したを、復兄は完了しました固面が表示され、コンピュータは再起動します。 

6. コン ピュータが再起動したら、 OK をクリックします。 

巧元ポイントを変更するには、別の復元ポイントを巧って手順を繰り返すか、または復元を取り消すことができます。 

前回のシステムの復元の取り消し 

© を意： 最後のシステムの復元を元に房ず前に、開いているファイルをすべて巧巧してから閉に、実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまで、いかなるファイルま 
たはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールーシステムの復元の順にクリックします。 

2. ながの宙元を由 ty ミ肖すをクリックして、ホへをクリックします。 

システムのな元の有お化 

をき容量が200 MB 未満のハードディスクに Windows XP を巧インストールした場合、システムの復元は自動的に無効に設定されています。システムの復元がち効になっているかどうかを確認ず 
るには、巧の手順を実行しまず。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. パフホーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3. システムをクリックします。 

4. システムのな元タブをクリックします。 

5. すべてのドライプでシステムのな元を巧巧にするのチェックマークが外されていることを確認します。 

Dell PC Restore by Symantec の使し、方 

Q を意： Dell PC Restore では、ハードドライブ上のデータを完全に削除し、コンピュータ廣乂後にインストールしたアプリケーシヨンをすべて削除します。できる限り、 Dell PC Restore を使 
用する前にすベてのデータをバックアッブしてくださし、。システムのを元を実行してもオペレーティングシステムの問題が解みしない場合にのみ、 PC Restore を使用してください。 

。 メモ： Dell PC Restore by Symantec は、一卽の地域、一部のコンピュータでは利用できません。 


Dell PC Restore by Symantec は、オペレーティングシステムを復元する最後の手段としてのみ使用して〈ださい。 

Dell PC Restore by Symantec は、ハードドライブをコンピュータ購入時の動作状態に戾します。コンピュータ疆乂後に追加したプログラムやファイルをおめ、データファイルもハードドライブからま 


全に削除されまず。データファイルとは、ワープロソフトの文書、表計算ソフトのワークシート、電子メールメッセージ、デジタル写夏、音をファイルなどです。できる限り 、 Dell PC Restore を使用する 
前にすベてのデータをバックアップしてください。 

Dell PC Restore を使用するには、レ:1下の手順を実行します。 

1. コンピュータの電源を入れます。 

起動プロセスの間、 www.dell.com と書かれた青いバーが画面の上卽に表示されます。 

2. この青いバーが表示されたら、すぐに < Ctrl >< Fll > を巧します。 

< Ctrl >< Fll > を押すタイミングがずれた場合は、コンピュータの起動完了を待ち.再起動します。 

〇 ホ意 ： Dell PC Re な ore を続斤しない場合は、次の手順で Reboot (再起動)をクリックします。 

3. 表示された次の画面で、 Restore (復元)をクリックします。 

4. 巧の画面で、 Confirm (確認)をクリックします。 

復元プ□セスの完了には6~10かぐらいかかります。 

5. プロンプトが表示されたら、 Finish (校了）をクリックしてコンピュータをち起動します。 

b メモ： コンピュータを手動でシャットダウンしないでください。 Finish (松了）をクリックすると、コンピュータが完全に再起動されます。 

6. 確認のメッセージが表示されたら、 Yes (はい)をクリックします。 

コンピュータカ《再起動されます。コンピュータが元の動イ乍が態に戾るので、表示される画面、たとえばエンドユーザーライセンス契約の画面などは、コンピュータの電源を初めて入れたときと同に 
ものです。 

7. ホへをクリックします。 

システムのな元 画面が表示されて、 コン ピュータが再起動します。 

8. コンピュータが再起動したら、 OK をクリックします。 


Dell PC Restore の削除 

〇 を意 ： Dell PC Restore をハードドライブから削除すると 、 PC Restore ユーティリティはコンピュータから完全に削除されます 。 Dell PC Restore を削除してしまう t このユーティリティ 
^を使用してお使いのコンピュータのオペレーティングシステムを復元することはできなくなります。 

Dell PC Restore を使用すると、ハードドライブをコンピュータ購入時の動イ乍状態に戻すことができまず。ハードドライブのをき容量を増やしたい場合でも 、 PC Restore をコンピュータから削除するこ 
とはお勤めできません 。 PC Restore をハードドライブから削除してしまうと取り消しが利かず 、 PC Restore を使用してコンピュータのホペレーティングシステムを元の状態に房すことはできなくなりま 
す。 

1. 口ーカル管理者としてコンピュータにログオンします。 


2. Windows ェクス プローラで c :\ dell \ utilities \ DSR に移動します。 


3. ファイルち DSRIRRemv 2 .exe をダブルクリックします。 


じ メモ： 口ーカル管理者としてログオンしていない場合は、管理者としてログオンする必要があることを示すメッセージがき示されます。 Quit (終了）をクリックしてから、口ーカル管理者とし 
てログホンします。 

じ メモ ： PC Restore のパーティションがコンピュータのハードドライブにない場合は、パーティションが見つからなかったことを示すメッセージが表示されます。 Q 山む 終了）をクリックして 
ください。削除するパーティションはありません。 

4. OK をクリックして、/\-ドドライブ上の PC Restore パーティションを削除します。 

5. 確認のメッセージが表示されたら、 Yes (はい)をクリックします。 

PC Restore パーティションは削除され、新た l こ利巧巧能となった容量が/トド^'‘ライブの空き領域に追加されます。 

6. Windows ェクスプローラで 口ーカルディスク （ C ) を右クリックし 、プロパティ をクリックしまず。 をき巧域 の数値が増えていることで、利用できるディスク容量が増加してし、ることを確認しま 
す。 

7. Finish (完了）をクリックして PC Restore RemovaKPC Restore の削除）ウィンドウを閉にます。 


8 . 


コンピュータを再起動します。 


『オペレーテイングシステム CD 』 の使い方 


か業を開おする前に 

おし<インストールしたドライバの問題をち I 消するために Windows XP オペレーティングシステムを再インストールする場合 、 Windows XP のデバイスドライバの口ールバックを試してみます。 
「 Windows XP デバイス ドライバの □-ル バックの巧い 方 i を参鹿してください。デバイスドライバの口ールバックを実行しても巧題が解みされない場合、システムの復元を使ってホペレーティングシス 
テムを新しいデバイスドライバがインストールされる前の動作状態に戻しまず。 「 M に rosoft Windows XP システムの 巧 元の 情い 方 i ホを照して〈ださい。 

〇 を意： この手順を実行ずる前に、お使いのプライマリハードドライブのすべてのデータファイルをバックアップします。通常のハードドライブ構成において、プライマリハードドライブはコンピュー 
W 夕によって1番目のドライブとして認識されます。 

Windows XP を再インストールするには.な下のアイテムが必要です。 

I Del|TM 『オペ レーテ ィングシステム CD 』 

I Dell『Drivers and Utilities CD | 

。 メモ ： 『Drivers and Utilities CDJH こは、コンピュータの製造工程でプリインストールされたドライバが収録されています 。 『Drivers and Utilities CD 』 を使って、必要なすべてのドライバを 
口ードします。お使いのコンピュータに RAID コントローラがある場合は、そのドライバも口ードします。 

Windows XP の再インストール 

再インストール処理を完了するには、1〜2時間かかることがあります。オペレーティングシステムを再インストールした後、デバイスドライバ、アンチウイルスプログラム、およびその他のソフトウェアを 
巧インストールする必要があります。 

〇 ま意： 『オペレーティングシステム CDj は 、 Windows XP の再インストール用のオブシヨンを提供します。ホプシヨンはファイルを上書きして、ハードドライブにインストールされているプログラ 
W ムに影響をちえる可能性がありまず。このような理をから、デルのテクニカルサポート担当者の指示がない限り Windows XP を再インストールしなし巧〈ださい。 

1. 開いてし、るファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプログラムをすべて按了します。 

2. 『ホペレーティングシステム CDJ をセットします。 Install Windows XP (Windows XP のインストール）というメッセージが表示された場合は、 Exit 娘了）をクリックします。 

3. コンピュータを再起動します。 

4. Deir " の□ゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。 

オペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Windows のデスクトップが表示されるのを待って、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

5. 画面に表示される指示に従ってインストールを完了します。 


ソフトウェアおよびハードウェアの非互換性 

ホペレーティングシステムのセットアップ中にデバイスが検知されないか、検巧されたが正し〈設定されてし、ない場合は. M - ドウェアに関するトラブルシューティンヴを使って非互換性を解巧できます。 
M - ドウェアのトラブルシューティングを開始するには、む下の手順を実行しまず。 

1. スタート ボタンをクリックして， ヘルプとサポート をクリックします。 

2. なま 領域で、 M - ドウェアに関するトラブルシューティングと入力し、矢印をクリックして検索を開おします。 

3. 巧ホな果一 黄で、"ー ドウェアに M するトラブル シユー ティングを クリックします。 

4. ハードウエアに曲するトラブルシューティングー黄で、コンビュータにをるハードウエアの巧合を餐ホするお要がちります をクリックして、々 へ をクリックしまず。 


目巧ページに戻る 







目次ページに戻る 


問題の解み 

Dell Precision ™ Workstation 490ューザーズガイド 

♦ トラブルシューティングのヒント 

♦ バッテリーの巧頭 
♦ カードの問頭 
♦ カードファンの巧頭 
9 ドライブの問頭 

♦ 電子メール、モデム、およびインターネットの巧題 

♦ IEEE 1394 デバイスの問頭 
• キーボードの問題 

♦ コンピュータのフリーズおよびソフトウェアの問題 


♦ メディアカードリーダーの問題 

♦ メモリの巧頭 
♦ マウスの問頭 

♦ ネットワークの巧頭 
♦ 雷源の巧顏 
♦ プリンタの問題 

♦ シリアルまたはパラレルデバイスの巧頭 

♦ サウンドとスピーカーの問題 
♦ ビデホとモニターの問題 


トラブルシューテイングのヒント 

巧のヒントになってコンピュータのトラブルシューティングを斤ってください。 

I 問題が発まし始める前に卽品の取り付■け/取り外しを巧った場合は、その手順を再度確認して、取り付け/取りかしが正しく行われたか確認します。 

I 周辺满器が機能しない場合は、その機器が適切に接続されてしぶか確認します。 

I エラーメッセージが画面に表示される場合は、そのメッセージを正跑こ書き留めておきます。このメッセージは、テクニカルサポート担当をが問題を分析および解みずるのに役立つ場合があり 
ます。 

I エラーメッセージが特定のプログラム巧で表示される場合は、そのブログラムのマニュアルを参照します。 


バッテリーの問題 

レ ITF を于エックし Diacmostics (診断げエック リスト に 必を事巧を記入して<ださい。 

A 警告： 新しいバッテリーは、正し< 装着 しないと巧裂するおそれがあ y ます。女換するバッテリーは、メーカーが推ちする型、まもはこれと同#の*!みをご巧用ください。使用巧 
^ みのバッテリーは、 製を 元の巧示に巧って巧窠してください。 

A 警告： 『把品情報ガイド』のま全にお巧いいただくためのま意車巧にがい、この巧の手順を曲巧してください。 


バツテリーをさ換しますー コンピュータの電源を入れた後、時間と日付の情報を繰り返しリセットする必要力％る場合、または起動時に間違った時間または日付が表示される 
場合は.バッテリををおします （「 バッ テリー I をを照）。それでもバッテリーが正常に機能しない場合は、デル[こお巧い合わせください （「 デルへのお問い合わせ I を参照）。 


カードの問題 

む下を于エックし Diagnostics (診断げエック リスト に 必要事項を記入してください。 

^ 警告： 『 M 品情巧ガイド J の安全にお巧いいただ<ためのを意#巧にがこの巧の手1民を曲巧してください。 

A 警告： 巧■巧止のため、カバ-を曲く巧に必ず、コンピユ-夕の■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピユータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピユータの電子部品に触れる前に、さ体から詩電気を逃してください。コンピユータシヤーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


力ードのち»找巧およびケーブルを巧おします一 

1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから巧します。10〜20科、巧ってコンピュータカバーを取りみします （ r コンピュータカバーの巧;りかし I ホを照）。 

2. をカードがコネクタにしっかりと装着されているかを確認します。緩んでいるカードを装着しなおします。 

3. カードのコネクタに対応するすべてのケーブルがしっかりと巧続されているか確設します。緩んでいるケーブルは接続しなおします。 

力ード上の特定のコネクタにどのケーブルを接続するかについては、力ードのマニュアルを参照してください。 

4. コンピュータカバーを閉じ （「 コンピュータカバーの巧リイ汁け I をき鹿)、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 



































グラフィックカードをテストします一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから巧します。10〜20お、巧ってコンピュータカバーを取りみします （ r コンピュータカバーの巧りかし I ホを照）。 

2. グラフィックカードレ: i 外のすべての力ードを取り外します。 「 力ード I を参照してください。 


プライマリハードドライブがドライブコントローラカードに接続されていて、システム基キ反の I DE コネクタのいずれかに接統されていない場合、コンピュータに取り付けられた 
ドライブコントローラカー円ホそのままにしておきます。 


3. コンピュータカバーを閉じ （「 コンピュータカバーの巧りがけ I をき賴)、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

4. Dell Diagnostics (教断プログラムを実行します 。 「 Dell Diagnostics (を 断 プログラム 」 を参照してください。 


力ードをテストします一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントからがしまず。10〜20が、巧ってコンピュータカバーを取りみします （ r コンピュータカバーのおりかし I ホを照）。 

2. 前の手順で取り外したカードの1つを取り付けなおしまず。 「 力ード 」 を参照してください。 

3. コンピュータカバーを閉じ （「 コンピュータカバーの巧リイ汁け I を参鹿)、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

4. Dell Diagnostics (該断ブログラムを実行します 。 「 Dell Diagnostics (訟断）プログラム 」 をを照して〈ださい。 

テストのいずれかに失故した場合、装着しなおしたカードが不良であるため、な換する必要がありまず。 


5. すべてのカードの巧取り付けが終わるまで、この手順を繰り返します。 


力ードフアンの問題 

^ 警告： 『«品 情報 ガイド J の安全にお巧いいただくためのま 意 事巧に巧い、この巧の手)!貝を聞姑してください。 

^ 警告： 巧 ■防止のため、カバーを 曲 <前にめず、コンピュータの ■お プラグをコシセシトから巧いてください。 

〇 注意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


ケーブルのをなを巧 K します一 力ードフアンのケーブルがシステム其板の力ードフアンコネクタじしつかりと巧編されていることを巧認します （「 システム其巧のコンポーネント I 
を参照）。 


ドライブの問題 

A 警告： 『製品情報ガイド』の安全にお巧いいただくためのを意事項に巧い、この«のモ旧を開巧してください。 

A 警告： 巧■巧止のため、カバーを M く前に化ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータ巧卽の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

レ: TF を于エックし. DiaanosUcs (を斷)チェック リスト に 必要ま垣を記入して<ださい。 


Microsoft® Windows ⑥がドライプを BMt しているかな K しますー スタートボタンをクリックして、マイコンピュータをクリックします。お使いのフロッピードライブ、 
CD ドライブ、または DVD ドライブが一賣に表示されない場合は、アンチウイルスソフトウェアでウイルスチェックを巧い、ウイルスの検出と除去を巧いまず。ウイルスが原因で 
Windows がドライブを設識できないことがあります。 

ドライブをテストします一 

I 別のフロッピーディスク、 CD 、 または DVD を挿入して、元のディスクに巧題がないことを確認します。 

I 起動用フロッピーディスクを挿入してコンピュータを再起動します。 


ドライブまたはディスクをクリーニングします一 「コンピユータのクリー ニ ング J を参照してください。 

ケーブルの巧なを巧巧します 

ソフトウェアとハードウェアの巧をがないか巧篇します一 「 ソフトウェアおよびハードウェアのお互換性 J を参照してください。 
























Dell Diagnostics (な断）プログラムをミ巧します一 rpell Diagnostics (該が)プログラム i をを照してください。 


CD および DVD ドライブの問題 

b メモ： 高ま CD または DVD ドライブの巧動は正常です。この振動じよってノイズが生じることがありますが、ドライブの夕陥や CD または DVD の义陥を示すものではありません。 
。 メモ： 国や地域によってディスクフオーマットが異なるため、すべての DVD がおほいの DVD ドライブで再生できるわけではありません。 


Windows の音量を IMS します一 


I 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

I スライドバーをクリックし上にドラッグして、音量が上がることを確認します。 

I チェックマークの付いたボックスをクリックして、サウンドカなュートに設定されていないか確認します。 


スピーカーおよぴサブウーハーを巧 K します一 「 サウンドとスピーカーの問頭 I ホをおしてください。 


CD/ DVD-RW ドライブに書き込みができない場合 


化のプログラムを田じます一 CD / DVD - RW ドライブは、データを書き込むときに一定したデータの流れを必要とします。データの流れが中がされるとエラーが発生します。 
CD / DVD-RW への書き込みを開始する前に、すべてのプログラムを終了してみます。 


CD / DVD - RW への書き込みを拥巧する肺こ、 Windows のスタンバイモードをお如こします一 詳細については、1~ 電力の管理 」 を参照してください。 


ハードドライブの問題 


チェックディスクユーテイリテイを実行します一 


1. スタートボタンをクリックして、マイコンピュータをクリックします。 

2. 口ーカルディスク （ C ;) をちクリックします。 

3. プロパティをクリックします。 

4. ツールタブをクリックします。 

5. エラーチェックの巧目で、チェックするをクリックしまず。 

6. 不をなセクタをスキヤンし、回なするをクリックします。 

7. 曲おをクリックします。 


電子メール、モデム、およびインターネットの問題 

^ 警告： 『»な情巧ガイド J の安をにお巧いいただ<ためのま意事巧に従い、この巧のキ旧を曲巧してください。 

A 警告： 巧■巧止のため、カバ-を M < 前に必ず、コンピュ-夕の■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータ巧卽の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

& メモ： モデムはアナログ電話ジャックにのみ接続してください。デジタル電話網に接結していると、モデムは動作しません。 


Microsoft Outlook Express © のセキュリティ技まを巧 g します一 電子メールのホ付ファイルを開くことができない場合は、次の操作を巧ってください。 

1. Outlook Express で、ツールをクリックし、オプションをクリックします。次に、セキュリティをクリックします。 

2. 巧付ファイルをか可しないをクリックしてチェックマークを外します。 


■括回#ケーブルの巧«をな e します一 



















■ 巧ジャックを巧 K します一 


モデムを直ま■なジャックへ巧なします一 


別の電括回なケープルを巧用します一 


I 電話回錬ケーブルがモデムのジャックに接続されてし'るか確認します（ジャックIこは緑をのラベルが付いているか、その隣にコネクタおのアイコンが付いています）。 

I モデムに電話回線ケーブルコネクタを巧入したときにカチッという音がするか確認しまず。 

I モデムから電話回線ケーブルを外し、それを電話に接続します。ダイヤル音を聞きます。 

I 留守番電話、ファックス、サージプロテクタ、スプリッタなどの、電話回線を共有する他の電話機器がある場合は、それらの機器を経由せずに、モデムを壁の電話ジャック 
に直接接続します。3 メートルな内の電話線を使巧します。 


Modem Helper 診断 プログラムを実行しますー スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムをポイントして、 Modem Helper をクリックします。画面の指示にお 
つて、 モデムの問題を特定して解まします (Modem Helper は一部のコンピュータでは使巧できません）。 


モデムが Windows と近信しているかな店します一 


1. スタートボタンをクリックして、コントロールバネルをクリックします。 

2. プリンタとその化のハードウエアをクリックします。 

3. IR とモデムのオプションアイコンをダブルクリックします。 

4. モデムタブをクリックします。 

5. モデムの COM ポートをクリックします。 

6. モデムが Windows と通信していることを確認するため、プロパティをクリックし、 診断 タブをクリックして、モデムのおををクリックします。 
すべてコマンドに対して応まがあった場合、モデムは正常に動巧しています。 


インターネットに接巧しているか隹法しますー インターネットサービスプロバイダと契おしてし、ることを確認します。 Outlook Express 電子メールプログラムを開き、フアイ 
ルをクリックします。オフライン 作窠 の隣にチェックマークが付いている場合は、そのチェックマークをクリックしてかしてから、インターネットに接続します。詳細については、ご 
利巧のインターネットサービスプロバイダにお問い合わせください。 


I EEE 1394デバイスの問題 

A 警告： 『が品情巧ガイド』のま全にお巧いいただ<ためのを意事巧にがい、この巧のキ旧を闻巧してください。 

^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを曲く前に必ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

。 メモ： 正面の IEEE 1394コネクタはオプションであり、 IEEE 1394力ードを購入された場合にのみが用できます。力ードのを文については、デルにお問い合わせ < ださいけ デルへのお問い 
さわせ J を参照）。 


IEEE 1394デバイスが正し<巧なされているか巧おします一 

デバイスおよびコンピュータのコネクタに IEEE 1394デバイスのケーブルが適切に挿入されてし、ることを痛認します。 

IEEE 1394デバイスが Windows によって E 宙されているか宙店します一 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールパネルをクリックします。 

2. プリンタとその他のハードウエアをクリックします。 

お使いの IEEE 1394デバイスが一黄じき示されている場合は、 Windows がそのデバイスを認識します。 


Dell が巧供している IEEE 1394デバイスじ巧 B が発生している場を一 

デルが提供しているなれの IEEE 1394デバイスに巧 H が発をしている場合一 

デルにお問い合わせ〈ださるか （「デルへのお問い合わせ」 を参照）、または IEEE 1394デバイスの製造元にお問い合わせください。 


キーボードの問題 















^ 警吿： 『製品情巧ガイド』のま全にお值いいただくためのを意事巧に巧い、この g の手旧を開始してください。 


キーポードケーブルを巧 B します一 

I キーボードケーブルがコンピュータにしっかりと接続されているか確認します。 

I コンピユータホシャットダウンし（「コンピユータの 電源を切るちま I をを照）.コンピユータじが屋の『クイックリファレンスガイド J じはってキーボードケーブルを岳抱捕し.コン 
ピュータを再起動します。 

I ケーブルコネクタが曲力《っていないか、ピンが壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていなしけ、、擦り切れていないか巧認します。曲がったピンをまっすぐにしま 
す。 

I キーボード延長ケーブルを取り巧し、キーボードを直接コンピュータに接統します。 


キーボードを巧 R します一 正常に機能している別のキーボードをコンピュータに接続して、使用してみます。新しいキーボードが磯能する場合、元のキーボードに問題がありま 
す。 


ソフトウェアとハードウェアの巧をがないか巧篇します一 「 ソフトウェアおよびハードウェアのが互換せ 」 を参照してください。 


コンピュータのフリーズおよびソフトウェアの問題 

A 警告： 『製品情報ガイド J の安全にお巧いいただくためのを意事項に巧い、この巧の手旧を曲巧してください。 

コンピュータカ《起動しない場合 


を断ライトを巧なします一 「該断ライト」 を参照して〈ださし、。 


■巧ケーブルがコンビュータとコンセントにしっかりとま巧されているか巧«します。 


コンピュータの反応が停止した巧合 

の ホ意： ホペレーティングシステムのシャットダウンが実斤できない場合、データをミ肖失するおそれがあります。 


コンピユータの■巧を切りますー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを8〜10秒 
レ: i 上押し続けます。そのを、コンピュータを再起動します。 


プログラムの反応が停止した場合 


プログラムを お 7します一 


1. < Ctrl >< Shift >< Esc > を同時に巧します。 

2. アプリケーシ ヨンをクリックします。 

3. 応答しな〈なったプログラムをクリックします。 

4. タスクのを了 をクリックします。 


プログラムが繰り返しクラッシュする場合 


メモ： ソフトウェアのインストール手順は、通常、ソフトウェアのマニュアルまたはフロッピーディスクや CD じ収録されています。 


ソフトウェアのマニュアルを巧 B します一 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 















プログラムがな前のバージョンの Mkroso れ⑥ Windows ⑥オペレーティングシステム用に設計されている巧合 


Windows XP をおないの場合、プログラム互換せウィザードを実行します一 

ブログラム互換性ウィザードは、 Windows XP レ U 外のホペレーティングシステムの環境におた環境で動作するようにプログラムを設定します。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム ー アクセサリ とポイントして、 プログラム互お巧ウイザード をクリックします。 

2. ようこそ画面で、々 へを クリックします。 

3. 画面の指示に巧います。 


画面の表示が青一色になった巧合 


コンビュータの■巧を切 y ますー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを 8 〜 10 が、 
な上押し続けます。そのを、コンピュータを再起動します。 


その他のソフトウェアの問題 


トラブルシューテイング if 巧については、ソフトウェアのマニュアルを巧 g するかソフトウェアの製造元に巧い合ゎせます一 


I プログラムがお使いのコンピュータにインストールされているオペレーティングシステムに対応しているか確認します。 

I ソフトウェアの実行に必要な最ほ限のハードウェアき件をコンピュータが満たしているか確認します。詳細については、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 
I ブログラムが正し<インストールおよび設定されてし巧ことを確認しまず。 

I デバイスドライバカけログラムと競合していないことを確認します。 

I 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールしまず。 


ファイルを直ちにバックアップします 


アンチウイルスプログラムを巧って、ハードドライ义フロッピーディスク、または CD をおぺます 


M いているファイルまたはプログラムをすぺて巧存してから田じ、スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします 


Dell Diagnostics (を断）プログラムを実行します一 rpell Dia g nostics (該が)プログラム i ををおしてください。すべてのテストが正常に終了したら、不具合はソフトウェ 
アの問題に関連しています。 


メディアカードリーダーの問題 


ドライブ义キが当てられていません一 Microsoft Windows XP がメディアカードリーダーを検ま日すると、システム巧の他のすべての物理ドライブに続く次の論理ドライ 
ブとして、フラッシュカードリーダーにドライブ文字を自動のに割り当てます。物理ドライブじ続く巧の論理ドライブがネットワークドライブじ割り当てられている場合、 Windows 
XP はメディアカードリーダーにドライブス字を自動的に割り当てません。 

メディアカードリーダーに手動でドライブ文字を割り当てるロホ、レ a 下の手 I 頃を実行します。 


1. マイコンピュータを右クリックし、管理を選択します。 

2. ディスクの 管理オプションを選巧しまず。 

3. ち側のウィンドウで、変更する必要力 《 あるドライブ文字をちクリックします。 

4. ドライブ文宇とパスの 变 まを クリックします。 

5. ドロップダウンリストから、メディアカードリーダーに割り当てる巧しいドライブ义字を選択します。 

6. OK をクリックして選巧を確定します。 


メモ： メディアカードリーダーのをスロットは、1つのドライブ文字に割り当てられています。メディアカードリーダーにメディアカードが取り付けられている場合は、スロットはマップ 
されたドライブとしてのみき示されます。をのメディアカードリーダースロットにマップされているドライブにアクセスしようとすると、メディアを巧入するよう求められます。 


FlexBay デバイスがおなです一 BIOS セットアップじは、 FlexBay デバイスが取り付けられている場合のみき示される FlexBay 無効ホブシヨンがあります。 FlexBay デ 
バイスが物理的に取り付けられているにもかかわらず、動作していない場合は、 BIOS セットアップでち効になっているかどうかを確設して〈ださい。 















メモリの問題 

レ: TF を于 エックし. Diaanostics (訟断) チェック リスト に 必要事垣を記入して〈ださい。 


A 警吿： 『製品 情報 ガイド』の安全にお巧いいただ<ためのを 童事 巧に巧い、この巧の手旧を曲巧してください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを M < 巧に化ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから抜いてください。 

〇 を意： コンピュータ巧卽の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


メモリ不足を示すメッセージが表示される場合一 


I 開いているファイルをすべて巧巧してから閉に、使巧していない開いているプログラムをすべて終了して、問題が解まするか調べます。 

I ソフトウェアのマニュアルを参照して、メモリの最小き件を調べまず。必要に応じて、増設メモリを取り付けます。「 メモリの取り付け 」を参.暗してください。 
I メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。「 メモリ I を参照してください。 

I Dell Diagnostics (彰断)ブログラムを実行します 。 「 Dell Diagnostics (該断)プログラム 」を参照して〈ださい。 


その他の巧垣が発生する場合一 


I メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。「 メモリ I を参照してください。 

I メモリの取り付けガイドラインに従っているか巧詔します。「 メモリの取り付け J を参照して〈ださい。 

I Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行します 。 「 Dell Diaanostics (孩断）フログラム i ホを照してください。 


マウスの問題 


^ 警告： 『»品情毎ガイド J の安をにおないいただくためのま意♦項に従い、この項の手 I 民を曲巧してください。 


マウスケーブルを巧涅します一 


1. ケーブルコネクタが曲力 《 っていないか、ピンが壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていなしけ、、擦り切れていないか巧詔します。曲がったピンをまっすぐにしま 
す。 

2. マウス延長ケーブルを使巧している場合は取り外し、マウスを直接コンピュータに接続します。 

3. コンピュータをシャットダウンし （「コンピュータの電湿を切る立を」 を参照）、コンピュータに付属の『クイックリファレンスガイト 1に従ってマウスケーブルを巧接続し、コンピュ 
ータを再起動します。 


コンビュータを再ち動します一 


1. < Ctrl >< Esc > を同時に押して、スタートメニユーを表示します。 

2. U と入力してからキーボードの矢印キーを巧し、シャットダウンまたは■巧を切るをハイライト表示して、 < Ente 「> を押します。 

3. コンピユータの電源を切ったを、コンピユータに付属の『クイックリファレンスガイト 1にがって、マウスケーブルを接続しなおします。 

4. コンピュータを起動します。 


マウスを巧おします一 正常に磯能している別のマウスをコンピュータにお統して、使用してみます。おしし巧ウスが機能する場合は、最柳こ接統していたマウスに問題がありま 
す。 


マウスのおをを巧 B します一 


1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、プリンタとその化のハードウ エア をクリックします。 

2. マウスをクリックします。 

3. 語定を調整してみます。 


マウスドライバをちインス!ルします一 「 ナペレ~テイングシステムの谁元 I ををおしてください。 


ソフトウェアとハードウェアの巧をがないか巧 K します一 「 ソフトウェアおよびハードウ王アのが互抱性 I を参照してください。 




















ネットワークの問題 


な下をチェックし、 Dia 日 nostics ( 教断)チ ェック リストに 必要き項を記入して<ださい。 


A 警吿： 『«品情報ガイド』のま全におないいただくためのま意♦巧に巧い、この巧の手旧を M 抬してください。 


ネットワークケーブルコネクタを巧 e しますー ネットワークケーブルカ《、コンピュータ背面のネットワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかりと挿入されているか巧 
認します。 


コンビュータ巧面のネットワークインジケータを巧度しますー インジケータが点'灯しない場合、ネットワークと通信していないことを示しています。この場合は、ネットワークケ 
-ブルをな換します。ネットワークインジケータの説明じついては、「ボタンとライト」を参.暗してくださし、。 


コンビュータを再起勘して、ネットワークにち巧ログオンします 


ネットワークの投をを巧 K しますー ネットワーク管理をまたはネットワーク清窠をに連絡して、ネットワークの設定が正しいか、またはネットワークが正常に潍能しているか確 
認します。 


ソフトウェアとハードウェアの巧合がないか確 g します一 「 ソフトウ X アおよびハードウ X アのが互抱性 I を参照してください。 


電源の問題 

レ: TF を于エックし. Diag nostics (訟断)チェック リスト に 必要ま巧を記入して〈ださい。 


^ 警吿： 『製品情巧ガイド』のま全 I こお巧いいただ<ためのを意事巧に巧い、この巧の手旧を M おしてください。 

^ 警告： お■巧止のため、カバーを W く前に必ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントからはいてください。 

© を意： コンピュータ巧部の部品への詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、さ化から詩電気を逃してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に 
触れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


■巧ライトが巧をにお巧していて、コンピュータがなぞしない場を一 「該断ライト J を参照してください。 


■巧ライトが！房をにお g している場をー コンピュータはスタンバイモードに入っています。キーボードのキーを巧すか、マウスを動かして通常の動作状態に戻します。 


■巧ライトが ミ 肖なしている場合ー コンピュータの電ミ原が切れているか、電力が供給されてしなせん。 


I 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着しなおします。 

I コンピュータが電源タップに巧続されている場合、電源タップがコンセントに接統され電ミ原タップがオン I こなってしぶことを確認します。また、電源保譲装置、電源タップ、電 
源延長ケーブルなどを使巧している場合は、それらを取りかしてコンピュータの電源が適切に入るか確認します。 

I 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないことを確認します。 

I 主電源ケーブルおよび正面パネルケーブルがシステム基キ財こしっかりと接続されているか確認します。 


■巧ライトが巧をと « を、または黄をにお巧している場合ー デバイスが誤動けしているか、正しく取り付けられてし々い可能性があります。 


I メモリモジュールを取りみしてから取り付けます。「 メモリ 」を参照してください。 

I ずべてのカードを取り外してから取り付けまず。「 力ード I を参.暗してください。 

I グラフィックカードを取り付けている場合は取り外してから装着しなおします。「 力ード 」を参照してください。 
I r 該断ライト I を参照してください。 


■巧ライトが黄をに点滅している場含一 

コンピュータに電源は供給されてしなすが、コンピュータ内部で電源の問題が発生している可能性があります。 


I ブ□セツサの電源ケーブルがシステムさ概こしっかりと接続されているか確認します。 
I r 孩断ライト I を参照してください。 
























■巧皮害を除去します一 電波障害の原因には、な下のものが考えられます。 


I 電源、キーボード、およびマウス延長ケーブルが使巧されている 

I 電源タップじあまりにを<のデバイスが接続されている 

I 同じコンセントに複数の電源タップが接統されている 


プリンタの問題 

お下をチェックし、 Dia 日 nostics (診断けェック リスト に 必宴事項を記入してください。 

^ 警告： 『製品情巧ガイド J の安全にお巧いいただくためのま意事巧に巧い、この巧の手旧を M せしてください。 

b メモ： プリンタのテクニカルサポートが必要な場合は、プリンタの製造元にお問い合わせください。 


プリンタのマニュアルを巧居しますー セットアップとトラブルシューティングについては、プリンタのマニュアルを参照して〈ださし、。 

プリン$の■巧がオンになっていることを巧なします 

プリンタケーブルの巧巧を巧店します一 

I ケーブル接続については、ブリンタのマニュアルを参照してください。 

I ブリンタケーブルがプリンタとコンピュータにしつかりと接続されているか確認します。 


コンセントを巧昆します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題力{ないことを確認します。 

プリンタが Windows によって店!#されているか巧拓します一 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネル をクリックして、 プリンタとその化のハードウ エア をクリックします。 

2. インス!ルされているプリンタまたは Fax プリンタを表示する をクリックします。 

ブ J ンタが一黄に表示されてしぶ場合、プリンタアイコンをちクリックします。 

3. プロパティ をクリックして、 ポート タブをクリックします。パラレルプリンタの場合、 巧用ホのポート が LPTU プリンタポート)に設定されてし、るか確認します。 USB プ 
リンタの場合は、 巧巧先のポート が USB に設定されてしぶか確認します。 


プリンタドライバを再インストールします一 手 I 旧については、プリンタのマニュアルを参照してください。 


シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

レ: TF をチェックし Diaa 口 ostics (彰断)チェック リストに 必裏事項を記入してください。 


^ 醬吿： 『»品情報ガイド J のまをにお巧いいただ<ためのま意事巧に従い、この巧の手旧を H 抬してください。 

^ メモ： プリンタじ巧頭がある場合、 「 プリンタの問頭 I を参輯して〈ださい。 


オプション投まを巧店します一 推奨される設定については、デバイスのマニュアルを参照してくださし、。巧に、セットアツブユーテリティを起動して 、 Integrated Devices 
(内蔵デバイス)オプションの設定に進みます （「セットアップユーティリティ」 を参照）。 シリアルボート 設定または バラレルポート 設定が推奨される設定じ一致していることを確 
認しまず。 


Dell Diagnostics (お断） ブロ グラムを実行します一 rpell Diagnostics (をが)プログラム i をを照してください。 


サウンドと スピーカーの問題 


レ: TF をチェックし Diaa 日 ostics (該が)チェック リストに 必要事項を記入してください。 






















^ 警吿： 『お品 情報 ガイド J のま全におないいただ < ためのま 意 事巧に巧い、この « の手旧を曲始してください。 


スピーカーから 音がしない場合 


b メモ： MP 3 プレーヤーの音量調節は、 Windows の音量調節より慢先されることがあります。 MP 3 の音楽を聴いている場合、プレーヤーの音量が十分か確認して〈ださし、。 


スピーカーケープルをなをな B しますー スピーカーに付属のセットアップ図に示されているようじ、スピーカーが接統されていることを確認します。サウンドカードをご趕乂さ 
れた場合、スピーカーがカードに接統されているか確認します。 


サブウーハーおよびスピーカーの■巧が入っているか殖 e しますー スピーカーに付属のセットアップ図を参照してください。スピーカーにボリュームコントロールが付いて 
し、る場合は、音量、化音、または高音を調整して音のひずみを塔消します。 


Windows の音量を WS します一 画面右下にあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか 
51 認します。 


ヘッドフォンをヘッドフホンコネクタから巧りかしますー ヘッドフォンがコンピュータの正面パネルのヘッドフホンコネクタじ接統されている場合、スピーカーからの音吉は自動め 
じ無巧になります。 


コンセントを巧唐します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題力嘴いことを確認します。 


デジタルモードを有巧にします一 CD ドライブがアナログモードで動作している場合、お使いのスピーカーは機能しません。 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 サウンド、ち声、および才ーデイオデバイス をクリックしまず。 

2. サウンドとホーデイオデバイス をクリックします。 

3. ハードウ エアタブをクリックします。 

4. CD ドライブのち前をダブルクリックします。 

5. プロ/《テイ タブをクリックします。 

6. この CD-ROM デバイス用のデジタル CD 才ーデイオをを巧にする ボックスをホンにします。 


■気的な巧«をお去しますー コンピュータのぶくで使用している扇風機、董光灯、ハロゲンランプの電源を切り、干渉を調べます。 


スピーカーのお断プログラムを実行します 


ホーディホドライバを再インス!ルします一 「 ドライバおよびユーティリティの 巧インストール I を巻鹿してください。 


デバイスのオプション投まを巧 B しますー セットアップユーティリティを起動し （「 セットアップユーティリティ I をき照 ）. Integrated Devices (内蔵デバイス)の Sound (サ 
ウンド)オプションが、内蔵才ーディホをほ用している場合は On (オン）に、拡張力ードを使用してしぶ場合は 〇げ (オフ）に設定されていることを確認します。セットアッブユーティリ 
ティを終了して、コンピュータを再起動します。 


Dell Diagnostics (お断）プログラムを実行します一 rpell Diagnostics (を断)プログラム」 を参睹丄てください。 


ソフトウェアとハードウエアの巧合がないか巧認します一 「 ソフトウ X アおよびハードウ X アのが互抱性 I を参照してください。 


ヘッドフォンから音がしない巧合 


ヘッドフォンケーブルの巧巧を巧 R しますー ヘッドフホンケーブルがヘッドフォンコネクタにしっかりと接統されていることを確認します。 「 コンピュータじついて I ををおして < ださ 
し、。 


Windows の音量を W 整します一 画面ち下じあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか 
確認します。 


ビデホとモニターの問題 






















レ: TF を于エックし. Diaanostics (訟陆)チェック リスト に 必專ま垣を記入して〈ださい。 


^ 警告： 『製品情巧ガイド』のま全にお巧いいただ<ためのを童事項に巧い、この項の手旧を M おしてください。 

画面に何も表示されない巧合 

b メモ： トラブルシューティングについては、モニターのマニュアルを参照して〈ださい。 


モニターのケーブル接巧を巧認します一 


I グラフィックカードをご購入された場合、モニターカ《力ードに接続されているか確設しまず。 

I コンピュータに付属する『クイックリファレンスガイド J 1 に従って、モニターが正し <接統されているか確認します。 

I グラフィック延長ケーブルを使用していて、その延長ケーブルを取りみすことによって問題が辑みする場合は、ケーブルの不良です。 

I コンピュータおよびモニタの電源ケーブルを交換して、電源ケーブルじ巧題がないかお詔します。 

I コネクタが巧がつていないか、ピンが壊れていないか確認します。（モニターのケーブルコネクタは、通常い<つかのピンが夕けています）。 


モニターの■巧ライトを巧 B します一 電源ライトが消巧している場合、ボタンをしっかり押して、モニターに電源が入っていることを確認します。電源ライトが点巧または点ミ威し 
ている場合は、モニターに電力が供給されています。電源ライトが点滅する場合は、キーボードのキーを巧すかマウスを動かします。 


コンセントを巧昆します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題力％いことを確認します。 


モニターを 点 おします一 正常に磯能している別のモニターをコンピュータに接続して、使用してみます。新しいモニターが機能する場合、元のモニターに問題があります。 


診断ライトを確 g します一 r 該断ライト J を参照して〈ださし、。 


力ード投まを巧巧しますー セットアップユーティリティを起動し （ r セットアップユーティリティ 」 を参照）、 Integrated Devices (内蔵デバイス)ホブションの Primary Video 
Con か oiler (プライマリビデホコントローラ)オプションが正し<設定されているか確認しまず。 AGP 力ードの場合は、 Primary Video Con か oiler (プライマリビデオコント □- 
ラ)を AGP に設定します。 PCI 力ードの場合は、 Primary Video Controller ヴライマリビデオコントローラ)を Auto (自動）に設定します。セットアップユーティリティを終 
了して、コンピュータを再起動します。 


Dell Diagnostics (お断）プログラムを実行します。一 rpell Diagnostics (彰断)ブログラム 」 を参照して〈ださい。 


画面が見づらい場合 


モニターの投をを巧 g しますー モニターのコントラストと輝度の調整、消磁、セルフテストを実行する手順については、モニターのマニュアルを参照してくださし、。 


サブウーハーをモニター から 離しますー スピーカーシステムじサブウーハーが含まれている場合、サブウーハーがモニターから60 cm な上難れているか確認します。 


線原をモニタ-から*します- ■風 裸’里 光。’ '、ロゲン ラ仆’も-がそ。化の電化裂品な。て画面がぶれるにとがが巧す。がのデバ"の電源浏。て干* 


Windows の画面なをを MS します一 

1. スタート ボタンをクリックし、 コント ロールパネルをクリックして、 デスクトップの表示と テーマをクリックします。 

2. 画面をクリックして、 肢を タブをクリックします。 

3. 画面の解像を および 画面のを を別の設定にしてみます。 
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新しいコンピュータへの情報の転送 

Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP ホペレーティングシステムには、データを元の（古い)コンピュータからおししロンピュータに転送するファイルと技をのちをウィザードがあります。レ: I 下のデータが 
転送できます。 

I 電子メールメッセージ 

I ツールバーの設定 

I ウィンドウのサイズ 

I インターネットのブックマーク 

新ししロンピュータじネットワークまたはシリアル接続を介してデータを移行するか、書き化み可能 CD またはフロッピーディスクなどのリムーバブルメディアに保存します。 

。 メモ： 古いコンピュータとおししロンピュータの入出力 （ I / O ) ポート間を直接シリアルケーブルで接続することで、2台のコンピュータ間で情報を乾送することができます。シリアル接続を使用し 
てデータを転送ずるには、コントロールパネルのネットワーク 巧な ユーティリティで、 巧なの耗細 オプションを設定してホストコンピュータとゲストコンピュータを指定するなどの追加設 
定を実行する必要があります。 

2台のコンピュータ間での直接ケーブル設定の詳細については、 Microsoft の巧術情報305621 「 How れ Set Up a Direct Cable Connection Between Two Computers in 
Windows XP 」 を参照して〈ださい。この情報は、国によっては利用できない場合があります。 


新ししロンピュータに情報をお送するには、ファイルとなをの転をウイザードを実行する必要がありまず。これを実行するには、『ホペレーティングシステム CD 脂使用するか、あ送ウイザードユーテ 
イリティを使用してウイザードディスクを作成します。 


『オペレーティングシステム CD 』 を使用したファイルと設定の転送ウィザードの実行 

^ メモ： この作業を実行するには、『オペレーティングシステム CDJ が必要でず。この CD はオプションなので同偶されてし、ないコンピュータもあります。 

新ししロンピュータでファイルの転送の準備をするには、レ U 下の手順を実斤します。 

1. ファイルと技をの e をウィザードを起動します。 

2. ファイルと投をのちをウィザードの M 巧画面が表示されたら、次へをクリックします。 

3. これはどちらのコンピュータですか？画面で.ち送ホの新しいコンビュータをクリックして、巧へをクリックします。 

4. Windows XP CD があリますか？国面で、 Windows XP CD からウィザードを巧いますをクリックして、巧へをクリックします。 

5. 今、古いコンピュータじ行ってください。画面が表示されたら、古いコンピュータまたはソースコンピュータに行きます。このときに、《へをクリックしないでください。 
古いコンピュータからデータをコピーするには、む下の手順を実行しまず。 

1. 古いコンピュータで 、 Windows XP の『ホペレーティングシステム CD 』 をセットします。 

2. Microsoft Windows XP 国面で、追な]のタスクを*行するをクリックします。 

3. * 行するみ巧のまが画面で、ファイルと投ををちまするをクリックします。 

4. ファイルと投まのちをウィザードの M 巧画面で、巧へをクリックします。 

5. これはどちらのコンピュータですか？画面で、ちを元の古いコンピュータをクリックして、巧へをクリックします。 

民ちをホをを a 巧してください。画面で、希望のお送方法をクリックします。 

7. 何を転をしますか？画面で、転送ずるアィテムをクリックして、 みへ をクリックしまず。 













情報がコピーされた後、 ファイルとおをの化 集 フエーズを化理しています... 画面が表示されます。 

8. 完了をクリックしまず。 

新ししロンピュータにデータをおさするには、な下の手順を実行します。 

1. 新しいコンピュータの今、ちいコンビュータに斤ってくださし、。固面で、巧へをクリックします。 

2. ファイルと巧をはどこにあ y まずか？ 固面で、設をとファイルを転さするちまを選んで、 巧へ をクリックします。 

ウィザードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新ししロンピュータじ適用します。 

設をとファイルがすべて適用されると、 ファイルとおをのちちウィザードの完了 画面が表示されます。 

3. 完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 

『オペレーティングシステム CDJI を巧用しないファイルと設定の転送ウィザードの実行 

『オペレーティングシステム CD 』 を使用せずに ファイルと技をのちをウィザードを 実行するには、リムーバブルメディアにバックアップイメージファイルを作成するためのウィザードディスクを作巧す 
る必要があります。 

ウィザードディスクを巧なす对こは 、 Windows XP を実行してし、る新ししロンピュータをほ用してな下の手順を実巧します。 

1. スタート ボタンをクリックします。 

2. ファイルと肢をの e をウィザードを クリックします。 

3. ファイルと巧定の K をウィザードの M お 画面が表示されたら、 次へ をクリックします。 

4. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で. お送ホの新しいコンビュータ をクリックして、 巧へ をクリックします。 

5. Windows XP CD があります か？画面で 、I want to create a Wizard Disk in thefollowina drive : (次のドライブじウィザードディスクを作成します)をクリックして、々へを 
クリックします。 

6. フロッピーディスクまたは CD のようなリムーバブルメディアを挿入して、 OK をクリックしまず。 

7. ディスク巧なが完了して、 今、古いコンピュータに行ってください。 というメッセージが表示されたときに、 ホへ をクリックしないでください。 

8. 古い コン ピュータに行きます。 

古い コン ピュータからデータをコピーするには、 U 下の手順を実行しまず。 

1. 古いコンピュータに ウィザードディスク を挿入します。 

2. スタート ボタンをクリックし 、ファイルをを巧まして実行 をクリックします。 

3. ファイルをを巧定して実行 ウィンドウの 名前 フィールドで、適切なリムーバブルメディアの fastwiz のパスを参照して OK をクリックしまず。 

4. ファイルと肢をの e をウィザードの拥巧 画面で、 ホへ をクリックします。 

5. これはどちらのコンビュータですか？ 画面で、 坛を元の古いコンピュータ をクリックして、 巧へ をクリックします。 

6. ちを方まを巧おしてください。 画面で、を望のおをちまをクリックします。 

7. 何をち送しますか？ 画面で、転送するアイテムをクリックして、 巧へ をクリックします。 

情報がコピーされた後、 ファイルと投をの化 集 フエーズを®巧しています... 画面が表示されます。 

8. 完了をクリックします。 

新ししロンピュータにデータを転送するには、な下の手順を実行します。 

1. 新しい コン ピュータの 今、古いコンビュータに行ってください。 固面で、 ホへ をクリックします。 

2. ファイルと投をはどこにありますか？ 画面で、設定とファイルを転送するちまを選んで、 ホへ をクリックします。画面の指示に従います。 


ウィザードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを巧ししロンピユータに適巧します。 


設定とファイルがすべて適用されると、ファイルとおをのちをウイザードのミ了画面がき示されます。 


3. 完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 


Microsoft ® Windows ⑥ クラシック表示への切り替え 

Windows デスクトッ义スタートメニュー、およびコント□-ルパネルのが観を巧来の Windows ホペレーティングシステムのようなおに変更できます。 
^ メモ： 本書に記載されてし、る手順は、 Windows のデフォルト表示用に書かれてし、るため、クラシック表示に設定してし、る場合には適用されません。 

デスクトップ 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. 巧業する分野を a ぴますで、デスクトップの表示とテーマをクリックします。 

3. ホ業を a ぴますにある、テーマを巧ちするをクリックします。 

4. テーマドロップダウンメニューで、 Windows クラシックをクリックします。 

5. OK をクリックします。 

スタートメニュー 

1. スタートボタンをちクリックして、プロパティをクリックします。 

2. [スタート]メニュータブをクリックします。 

3. クラシック[スタート]メニューをクリックして、 OK をクリックします。 

コント ロール パネル 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. パネルの左側じある、 クラシックま示に切り替える をクリックします。 


壁紙の選択 

壁紙を選んで、 Windows デスクトップの背景のをや模巧を設ますることができます。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、デスクトップの 表示と テーマをクリックします。 

2. 作業を巧び ますにある、デスクトップの 背景を S ちするをクリックします。 

3. 国面のプロパティウィンドウで、な下の巧目の1つをクリックします。 

I 壁紙の画像のを前 

I (なし）で> 壁紙を設ましない 

I 参 おで、ディレクトリから壁紙の画像を選お 

b メモ： 壁紙として、 HTML ファイルまたはビットマップや JPEG といったあらゆる画像フィルを選ができます。 

4. デスクトップの壁紙の位置を選巧する場合、 表示位置 ドロップダウンメニューから] iL 下の項呂の1つをクリックします。 

I 並べて表示で、 画像を画面に化べてき示 

I 中史にま 示で、画面の中央に1つの面像を表示 

I が大して表示で、 画面のサイズに合わせて1つの画像を拡大してき示 




5. OK をクリックして設定を適用し、 面面のプロパティ ウィンドウを閉じます。 


スクリーンセーバーの選巧 

1. スタート ボタンをクリックし、 コント ロールバネルをクリックして、 デスクトップのま示と テーマをクリックします。 

2. 作業をちびます にある、 スクリーンセーパーを巧がする をクリックします。 

3. スクリーンセーパードロップ ダウン メ ニューからスクリーンセーバーを選びます。または、スクリーンセーバーを巧用しない場合は （なし） をクリックします。 
スクリーンセーバーを選巧すると、 投を でスクリーンセーパーのを種機能が設定できます。 

4. プレビュー をクリックすると現在選巧されているスクリーンセーバーが実斤されます。プレビュー表示を止めるときは < Esc > を巧します。 

5. OK をクリックして設定を適用し、 面面のプロパティ ウィンドウを閉じます。 


デスクトップ テーマの 選択 

デスクトップテーマで、デスクトッブのか親を変更したり、音響効果を追加するには、レ： TF の手順を実行します。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロール バネルをクリックして、 デスクトップのを示とテーマを クリックします。 

2. 作業を選びます にある、 テーマを巧をする をクリックします。 

3. 画面のプロパティ ウィンドウで、 テーマ ド□ップダウンメニューからテーマを選がします。 

4. OK をクリックします。 


シヨートカットの作成と整列 


シヨートカットはデスクトップに作成ずるアイコンです。このようなアイコンじよって、頻繁に使巧するプログラム、ファイル、フォルダ、およびドライブに素早〈アクセスできます。 


ショートカットの作成 

1. Windows エクスプローラまたはマイコンピユータを開いて.ショートカットを巧巧したいファイルやプ□グラム、またはドライブを探します。 
^ メモ： デスクトップが見えない場合は、開いているウィンドウをすべて最小化して、デスクトッブが見えるようにします。 

2. /\イライトされたアイテムを右クリックして、 Windows デスクトップにドラッグします。 

3. ポップアップメニユーで、 ショートカットをここにホ巧 をクリックします。 

デスクトップ上に巧なされたショートカットアイコンをダブルクリックして、アイテムを開くことができます。 

ショートカットの整列 

ショートカットを移動するには、移動したい位置にショートカットをクリックしたままドラッグします。 

すべてのショートカットアイコンを一度に整列させるには、な下の手順を実巧します。 

1. Windows デスクトップの何もない場所をちクリックして、ポップアップメニユーを表示します。 

2. アイコンの S 巧 をポイントし、アイコンの整列基準を巧目から選巧してクリックします。 


デスクトップクリーンアップウイザード 






お使いのコンピュータは、最細こ起動してから 7 日紛こ、その後は60日おきに、あまり使用されないプログラムを指定したフォルダじ移動するデスクトップクリーンアップウィザードを実巧するようセット 
アップされています。プログラムが移動すると、 スタートメ ニューのか拐が変わります。 


デスクトップクリーンアッブウィザードをホフにするには、レ: i 下の手順を実行します。 

じ メモ： 60日ごとにデスクトップクリーンアップウィザードを実行する の下にある デスクトップをクリーンアップする をクリックすると、いつでもデスクトップクリーンアップウィザードを実巧 
できます。 

1. デスクトップ上の何もない場所をちクリックして 、プロパティ をクリックしまず。 

2. デスクトップ タブをクリックして、 デスクトップのカスタマイズ をクリックします。 

3. 60日ごとにデスクトップクリーンアップウィザードを実行する をクリックして、チェックマークを外します。 

4. OK をクリックします。 

随時デスクトップクリーンアップウィザードを実行するには、な下の手順を実行します。 

1. デスクトップ上の何もない場所をちクリックして 、プロパティ をクリックしまず。 

2. デスクトップ タブをクリックして、 デスクトップのカスタマイズ をクリックします。 

3. デスクトップをクリーンアップする をクリックします。 

4. デスクトップクリーンアップウィザードが表示されたら、巧へをクリックします。 

5. シヨートカットの一黄で、デスクトップ上に残しておきたいシヨートカットのチェックマークをがして、ホへをクリックします。 

6. 完了 をクリックし、シヨートカットを削除して、ウイザードを閉じます。 


インターネット接続ファイアウナ ー J レ 

インターネット接続ファイアウォールでは、インターネット接続惭こ、許可されていないユーザーのコンピュータへのアクセスに巧ずる基本的な巧譲が提供されます。ネットワーク接統に対してファイアウ 
才ールが有効じされていると、コントロールパネルの ネットワーク巧な に赤い背景のあるファイアウホールアイコンがき示されます。 

インターネット接続ファイアウォールをちなにしても、ウイルス検出ソフトは必普です。 

詳細については、 「 Windows ヘルフとサボートセンタ ー I ホを照して〈ださい。 


ま庭用および企業用ネットワークのセットアップ 
ネットワークアダプタへの接続 

コンピユータをネットワークにお結する前に、お使いのコンピユータにネットワークアダプタが取り付けられていて、ネットワークケーブルが巧結されている必要があります。 

ネットワークケーブルを接続するには、む下の手順を実行します。 

Fj メモ： ネットワークケーブルをコンピユータのネットワークアダプタコネクタに接続しまず。コンピユータのモデムコネクタにネットワークケーブルを接続しないで〈ださい。電話ジャックにネットワー 
h クケーブルを接続しないでください。 

1. ネットワークケーブルをコンピユータの背面にあるネットワークアダプタコネクタじ巧結します。 

ケーブルをカチッと所定の位置に収まるまで差し込みます。次に、ケーブルを輕く引つ弓長り、ケーブルの接続を確認します。 

2. ネットワークケーブルのもう一方の端をネットワークデバイスにち続します。 






1 

ネットワークデバイス 

2 

ネットワークケーブル 

3 

コンピュータのネットワークアダプタコネクタ 

4 

ネットワークアダプタコネクタ 


ネットヮークセットアップウィザード 

Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP ホペレーティングシステムには、家庭またはか企業のコンピュータ間で、ファイル、プリンタ、またはインターネット接続を共ちするための手順を案内するネットワークセッ 
トアップウィザードがあります。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリー通 ff とポイントして、ネットワークセットアップウィザードをクリックします。 

2. ネットワークセットアップウィザードの開お画面で、ホへをクリックします。 

3. ネットワークホ巧のチェックリストをクリックします。 

^ メモ： インターネットに宙巧巧巧しているとし、う接続ちまを選がすると 、 Windows XP に設置されてし、る内蔵ファイアウォールを巧用することができまず。 

4. チェックリストのすべての項目に入力し、必要な準搞を完了します。 

5. ネットワークセットアップウィザードに戻り、画面の指示に従います。 


















